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 解
題

滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
村
井
に
所
在
す
る
浄
土
宗
仏
智
山
信
楽
院
大
松
寺
所
蔵
の
木
食
澄
禅
上
人
関
係
資
料
を
紹
介
す
る
。
同
寺
は
蒲
生
家
菩
提
所
信
楽
院
の
通
称
で
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
こ
の
地
方
を
統
治
し
て
い
た
近
江
蒲
生
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
か
ら
で
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
蒲
生
家
第
九
代
将
監
高
秀
が
信
楽
庄
牧
に
あ
っ
た
紫
香
楽
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
を
小
御
門
城
の
馬
場
に
小
堂
を
建
て
て
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
十
四
代
貞
秀
が
音
羽
城
内
に
移
し
、
近
江
浄
土
教
団
の
本
拠
で
あ
っ
た
金
勝
山
阿
弥
陀
寺
の
厳
誉
宗
真
を
迎
え
て
中
興
開
山
し
仏
智
山
信
楽
院
を
称
し
た
。
そ
の
後
文
亀
四
年
（
一
五
〇
四
）
十
七
代
定
秀
が
中
野
城
内
に
移
築
し
、
定
秀
隠
居
時
に
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。
し
か
し
十
九
代
氏
郷
が
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
伊
勢
松
阪
に
、
さ
ら
に
同
十
八
年
会
津
に
転
封
さ
れ
る
と
次
第
に
寺
勢
が
衰
え
、
こ
れ
を
憂
え
た
日
野
在
の
蒲
生
氏
旧
臣
が
会
津
の
二
十
代
秀
行
に
懇
請
し
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
再
建
し
た
と
い
う
。
現
在
の
本
堂
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
改
築
で
、
天
井
一
面
に
は
当
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
高
田
法
眼
敬
輔
の
雲
龍
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
信
楽
院
を
開
基
し
た
十
四
代
貞
秀
は
浄
土
宗
に
帰
依
し
、
五
十
二
歳
の
と
き
出
家
し
て
智
閑
と
号
し
、
厳
誉
宗
真
が
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
に
京
都
知
恩
院
御
影
堂
の
法
然
上
人
像
を
修
理
し
た
と
き
大
施
主
と
な
っ
た
。
連
歌
師
の
宗
祇
ら
と
交
流
し
、
歌
人
と
し
て
も
『
新
菟
玖
波
集
』
に
五
首
が
入
集
し
、『
蒲
生
貞
秀
詠
草
』『
貞
秀
朝
臣
集
』
が
あ
る
。
戒
名
は
信
楽
院
殿
大
弐
法
眼
智
閑
大
徳
。
墓
は
信
楽
院
に
あ
る
。
澄
禅
上
人
に
つ
い
て
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
、
上
人
二
百
回
忌
に
際
し
て
澄
禅
庵
主
小
西
暢
道
が
著
し
た
『
澄
禪
上
人
略
伝
』
に
「
澄
禪
上
人
の
如
き
は
、
日
課
念
佛
十
萬
聲
、
晝
宵
孜
々
と
し
て
他
業
な
し
。
巌
栖
茆
盧
三
十
六
年
、
既
に
三
昧
を
發
得
し
、
神
仙
を
友
と
し
龍
鬼
を
化
す
。
以
て
亀
鑑
と
な
す
に
た
れ
り
」
と
い
い
、
銀
椀
鏡
無
德
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
上
梓
し
た
『
口
百
萬
聲
之
』
に
、
法
然
上
人
の
一
枚
起
請
文
の
教
え
を
体
現
し
百
万
遍
念
仏
を
行
ず
る
人
の
第
一
に
澄
禅
を
挙
げ
、
「
な
ん
行
念
仏
自
力
し
ゆ
行
に
て
日
課
真
讀
十
万
十
五
万
し
や
う
也
」
、
「
ス
テ
ニ
和
尚
平
世
行
せ
き
ふ
し
ぎ
に
し
て
、
法
道
仙
人
と
き

き
た
り
て
法
話
し
玉
ひ
、
天
人
龍
鬼
つ
ね
に
き
へ
し
て
か
た
ち
あ
ら
は
す
。
廿
ね
ん
ふ
す
る
事
な
く
ね
む
る
こ
と
な
し
。
昼
夜
に
十
万
称
浄
土
の
依
正
こ
ゝ
ろ
に
し
た
が
う
て
つ
ね
に
お
か
み
玉
ふ
と
也
」
と
伝
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
澄
禅
が
山
林
に
隠
	抖

す
る
持
律
堅
固
の
木
食
行
者
で
あ
り
、
稀
代
の
念
仏
行
者
で
あ
っ
た
と
知
れ
る
。
澄
禅
上
人
の
伝
記
と
し
て
、
次
の
各
伝
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
①
『
瑞
華
澄
禪
和
尚
小
傳
』
信
樂
院
靈
岳
編
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
成
。
②
『
澄
禪
和
尚
行

』
中
川
常
宇
編
、
三
巻
三
冊
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
刊
。
③
『
澄
禪
和
尚
行

遺
事
』
法
泉
寺
珂
然
編
、
享
保
八
年
成
、
右
②
に
付
。
④
『
續
澄
禪
和
尚
行

』
阿
彌
陀
寺
信
阿
編
、
一
冊
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
成
。
⑤
『
續
澄
禪
上
人
行

又
續
』
大
聖
寺
謙
阿
編
、
寛
政
五
年
成
。
⑥
『
城
州
大
原
山
沙
門
澄
禪
傳
』
道
契
編
『
續
日
本
高
傳
』
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
刊
。
⑦
『
澄
禪
上
人
略
傳
』
澄
禪
庵
小
西
暢
道
著
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
刊
。
⑧
『
澄
禪
上
人
絵
詞
全
傳
』（
写
本
、
一
冊
、
澄
禅
律
院
蔵
）
な
お
、
柴
田
六
五
郎
氏
は
上
人
寂
後
二
六
一
年
を
記
念
し
て
『
復刻
澄
禪
和
尚
行


上
中
下
並
續
』
（
昭
和
五
七
年
一
二
月
、
南
無
山
房
）
を
上
梓
し
、
②
常
宇
編
『
澄
禪
和
尚
行

』
③
珂
然
編
『
澄
禪
和
尚
行

遺
事
』
④
信
阿
編
『
續
澄
禪
和
尚
行

』
⑤
謙
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学
苑
資
料
紹
介
特
集
号
第
九
〇
一
号
一
一
九
～
一
六
三
（
二
〇
一
五
一
一
）
滋
賀
県
日
野
町
信
楽
院
大
松
寺
所
蔵
木
食
澄
禅
上
人
関
係
資
料
関
口
靜
雄
〔
資
料
〕
阿
編
『
續
澄
禪
上
人
行

又
續
』
の
影
印
翻
刻
、
①
靈
岳
編
『
瑞
華
澄
禪
和
尚
小
傳
』
の
翻
刻
を
収
め
ら
れ
た
。
右
の
外
に
も
澄
禅
伝
が
存
す
る
。
信
楽
院
所
蔵
の
二
点
と
、
こ
れ
に
付
し
て
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
資
料
一
点
を
紹
介
す
る
。
な
お
翻
刻
に
当
っ
て
は
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
誤
字
宛
字
等
も
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
た
。
『
澄
善
和
尚
御
影
傳
』
箱
書
「
澄
善
和
尚
御
影
傳
」。
絹
本
掛
軸
装
一
幅
。
画
面
縦
一
四
一
糎
横
八
六
糎
、
全
体
縦
一
二
〇
糎
横
一
〇
〇
糎
。
澄
禅
上
人
の
一
生
涯
を
描
い
た
行
状
絵
伝
で
三
十
八
場
面
か
ら
成
り
、
場
面
ご
と
に
小
題
詞
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
場
面
30「
中
川
常
有
請
于
洛
北
古
知
谷
」
に
は
、
上
人
に
帰
依
し
て
妻
娘
と
と
も
に
剃
髪
弟
子
と
な
り
、
上
人
を
弾
誓
上
人
ゆ
か
り
の
洛
北
古
知
谷
阿
弥
陀
寺
に
請
待
し
、
上
人
没
後
、
『
澄
禪
和
尚
行

』
を
編
じ
た
京
都
の
豪
商
中
川
常
宇
居
士
の
後
姿
が
描
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
な
お
常
宇
は
鞍
馬
寺
の
融
通
念
仏
会
再
興
、
伊
勢
松
阪
清
光
寺
の
念
仏
会
十
万
人
講
流
布
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
掛
幅
画
面
右
下
に
「
文
化
五
年
戊
辰
春
三
月
髙
田
法
眼
敬
輔
外
孫
止
斎
谷
輔
長
製
画
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
三
月
、
日
野
在
の
谷
田
輔
長
（
一
七
四
八
～
一
八
二
五
）
六
十
一
歳
の
作
で
あ
る
と
知
れ
る
。
輔
長
は
髙
田
敬
輔
（
一
六
七
四
～
一
七
五
六
）
の
三
男
で
薬
種
雑
貨
商
の
谷
田
家
を
継
い
だ
保
暠
の
嫡
男
。
即
ち
敬
輔
の
外
孫
で
伯
修
と
号
し
、
止
斎
平
子
斎
篠
川
な
ど
と
称
し
、
作
品
に
し
ば
し
ば
谷
輔
長
と
署
名
し
た
。
絵
を
親
戚
筋
の
高
田
敬
徳
に
学
び
、
絵
よ
り
学
問
を
好
ん
で
仁
正
寺
藩
医
西
生
懐
忠
と
と
も
に
『
蒲
生
旧
跡
考
』
十
二
巻
を
著
し
、
ま
た
祖
父
敬
輔
の
画
業
を
顕
彰
し
て
『
敬
輔
画
譜
』
を
上
梓
し
た
。
日
野
町
村
井
の
綿
向
神
社
に
『
馬
見
岡
綿
向
神
社
板
地
著
色
綿
向
神
社
祭
礼
渡
御
図
』
、
大
字
西
明
寺
の
本
通
寺
に
『
紙
本
著
色
蓮
如
上
人
御
隠
棲
絵
伝
』
な
ど
輔
長
の
作
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
信
楽
院
所
蔵
『
德
本
上
人
四
十
九
歳
壽
像
』
は
、
輔
長
の
描
い
た
徳
本
上
人
肖
像
に
上
人
自
筆
の
六
字
名
号
が
添
え
ら
れ
た
も
の
で
、
画
面
下
左
右
に
「
上
人
四
十
九
歳
平
子
山
瑞
華
安
簧
壽
像
／
文
化
三
年
丙
寅
正
月
七
日
上
人
奉
尊
意
於
簧
前
圖
之
谷
輔
長
印
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
澄
禪
上
人
繪
傳

段
付
全
』
袋
綴
装
一
冊
、
墨
付
二
十
一
丁
。
表
紙
題
簽
に
「
澄
禪
上
人
繪
傳
記
段
付
全
」
、
内
題
に
「
澄
禅
上
人
繪
傳
記
段
付
」
と
あ
る
。
著
者
等
不
明
で
あ
る
が
、
『
澄
善
和
尚
御
影
傳
』
の
絵
解
台
本
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
上
記
の
澄
禅
伝
⑧
『
澄
禪
上
人
繪
詞
全
傳
』
（
澄
禅
律
院
蔵
、
未
見
）
の
底
本
は
お
そ
ら
く
本
書
で
あ
ろ
う
。
な
お
影
印
と
翻
刻
文
を
紹
介
す
る
が
、
写
真
は
平
成
十
六
年
三
月
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
撮
影
技
術
の
稚
拙
さ
か
ら
巻
尾
二
丁
余
に
記
さ
れ
た
「
澄
禅
上
人
年
代
」
（
年
譜
）
を
欠
い
て
い
る
。
海
容
さ
れ
た
い
。
『
進
譽
上
人
澄
禪
大
和
尚
	
中
』
写
本
。
袋
綴
装
一
冊
。
墨
付
七
十
二
丁
。
表
紙
題
簽
に
「
進
譽
上
人
澄
禪
大
和
尚
	
中
」
、
内
題
に
「
南
天
山
蓮
枩
菴
精
蓮
社
進
譽
上
人
澄
禅
大
和
尚
	

巻
ノ
中
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
上
中
下
三
巻
三
冊
の
澄
禅
伝
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
前
後
を
欠
い
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
し
か
し
澄
禅
上
人
の
東
北
関
東
地
方
に
お
け
る
行
実
を
記
し
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。
本
書
を
所
持
し
て
い
た
「
井
田
又
兵
衛
」
は
杉
野
町
の
井
田
治
左
衛
門
、
屋
輔
の
裏
地
を
上
人
の
庵
室
に
提
供
し
た
清
水
町
の
井
田
玄
泉
ら
と
有
縁
の
人
で
あ
ろ
う
か
。
※
澄
禅
（
一
六
五
五
～
一
七
二
一
）
は
弾
誓
上
人
（
一
五
五
二
～
一
六
一
一
）
を
慕
っ
て
そ
の
故
地
古
知
谷
阿
弥
陀
寺
で
晩
年
を
過
し
て
没
し
、
徳
本
（
一
七
五
六
～
一
八
一
八
）
は
澄
禅
上
人
を
慕
っ
て
日
野
に
し
ば
し
ば
入
来
し
、
留
錫
し
て
衆
庶
を
化
益
し
た
。
徳
本
上
人
の
日
野
入
来
は
『
澄
善
和
尚
御
影
傳
』
、
『
澄
禪
上
人
繪
傳
記
段
付
全
』
の
成
立
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
徳
本
上
人
が
日
野
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
八
月
の
こ
と
で
、
澄
禅
寺
四
代
徳
禅
が
誌
し
た
「
過
去
帳
」 １
に
、
「

に
当
庵
は
往
時
元
禄
の
頃
に
澄
禅
上
人
開
創
の
勝
跡
な
る
に
、
柴
の
戸
さ
し
の
跡
さ
へ
た
へ
て
無
り
し
を
、
い
ぬ
る
享
和
三
年
の
と
し
吾
徳
本
行
者
遠
く
白
雲
を
た
つ
ね
自
か
ら
中
興
の
主
と
し
て
不
断
念
仏
の
道
場
と
な
し
た
ま
ひ
」
と
あ
っ
て
、
徳
本
上
人
が
平
子
山
の
澄
禅
上
人
の
旧
地
を
参
詣
し
、
衆
庶
を
化
益
し
て
衰
退
し
た
澄
禅
庵
を
不
断
念
仏
の
道
場
と
し
て
中
興
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
い
で
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
十
月
、
徳
本
上
人
は
再
び
日
野
を
訪
れ
て
い
る
。
信
楽
院
蔵
『
徳
本
行
者
入
来
日
記
』 ２
に
よ
る
と
、
上
人
は
同
月
十
五
日
に
平
子
に
到
着
し
、
同
二
十
九
日
よ
り
信
楽
院
に
五
日
間
留
錫
し
て
結
縁
し
た
の
ち
甲
賀
郡
内
を
巡
化
―120―
し
、
十
一
月
十
五
日
と
十
二
月
十
五
日
に
瑞
華
庵
で
別
時
念
仏
を
修
し
、
翌
三
年
正
月
六
日
に
結
縁
十
念
を
修
し
、
八
日
夜
越
前
に
向
か
っ
て
旅
立
っ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
輔
長
画
『
德
本
上
人
四
十
九
歳
壽
像
』
は
、
「
文
化
三
年
丙
寅
正
月
七
日
上
人
奉
尊
意
於
簧
前
圖
之
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
輔
長
は
上
人
が
日
野
を
発
つ
前
日
に
平
子
の
瑞
華
庵
で
こ
れ
を
描
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
文
化
七
年
三
月
、
徳
本
上
人
は
日
野
に
入
来
し
た
。
同
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
信
楽
院
に
お
い
て
法
然
上
人
六
百
年
遠
忌
が
あ
り
、
『
法
然
上
人
行
状
絵
伝
』
四
幅
が
開
陳
さ
れ
た
。
四
幅
は
い
ず
れ
も
縦
三
六
〇
糎
横
一
八
〇
糎
を
超
え
る
巨
幅
で
、
そ
の
紙
背
に
は
徳
本
上
人
真
筆
の
大
名
号
が
大
書
さ
れ
て
い
る
。
第
四
幅
裏
面
に
は
大
名
号
に
添
え
て
信
楽
院
十
五
世
本
阿
が
「
文
化
七
年
庚
午
三
月
十
八
日
/
宗
祖
大
師
第
六
百
回
豫
修
供
羈
之
」
と
書
き
付
け
て
い
る
。
上
人
は
絵
伝
開
眼
の
た
め
に
日
野
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
人
の
行
化
は
念
仏
会
所
に
参
詣
者
が
群
集
し
、
教
化
に
随
順
し
て
日
課
を
誓
約
し
精
進
不
退
に
念
仏
を
修
す
る
の
が
常
で
あ
っ
て
、
日
野
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
上
人
は
先
年
日
野
を
行
化
し
た
折
、
法
然
上
人
六
百
年
遠
忌
を
期
し
て
『
澄
善
和
尚
御
影
傳
』
と
『
法
然
上
人
行
状
絵
伝
』
を
制
作
す
べ
き
こ
と
を
有
力
信
者
に
慫
慂
し
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
な
お
、
文
化
九
年
三
月
三
日
、
平
子
の
澄
禅
庵
に
お
い
て
澄
禅
上
人
百
回
忌
法
要
が
七
日
間
に
わ
た
っ
て
執
行
さ
れ
た
。
そ
の
規
模
の
大
き
さ
か
ら
も
、
近
江
日
野
の
人
た
ち
の
、
澄
禅
上
人
に
対
す
る
信
仰
の
深
さ
が
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
1
牧
達
雄
氏
「
近
江
平
子
澄
禅
山
を
中
心
と
す
る
徳
本
上
人
の
化
益
」（「
徳
本
行
者
全
集
⑥
」
昭
和
五
五
年
二
月
、
山
喜
房
佛
書
林
）
所
引
。
2
「
徳
本
行
者
全
集
⑤
」（
昭
和
五
四
年
二
月
、
山
喜
房
佛
書
林
）
所
収
。
※
信
楽
院
御
住
職
伊
藤
学
史
師
に
御
親
切
を
戴
い
た
。
感
謝
奉
る
。
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澄善和尚御影傳絵場面構成
信楽院蔵『法然上人行状絵伝』
第4幅
（右上）信楽院蔵 谷輔長筆『德本上
人四十九歳壽像』（部分）
（右下）信楽院蔵『法然上人行状絵
伝』第4幅紙背（部分）
―122―
澄
善
和
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御
影
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文
化
五
年
戊
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春
三
月
髙
田
法
眼
敬
輔
外
孫
止
斎
谷
輔
長
製
画
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01.村人託兒于寺嶋氏
上人は明暦元年（1655）江州日野の産。父川尾氏
は太閣秀吉の三韓征伐を逃れて肥前に漂着した一
族の裔。母は川原村菅生氏。父母没し、村人は孤
独無頼の小児の養育を清水町寺嶋氏に託す。
02.厭離崩于心
寺嶋氏は漆器業を営む。或夜寺嶋氏秘藏の錦手の
瓶噐を鼠が損じたが、寺嶋氏は童子の上人を疑う。
上人はこれを厭うて出離の念を発し、14歳で養
家を出て行方知れずとなる。
05.異人授悉曇符咒
比叡山登山の折り日没して道に迷い、遥かな灯火
をたどり小庵にたどり着く。庵主の異人から夜通
し教えを受け、悉曇符呪の法を授かり、再び諸方
へ行脚す。
06.詣遇聖院 再謁真入
入言は日野に帰り、平子村真入和尚の自庵地蔵堂
に詣って再会し、以後和尚に随身す。和尚は隠
の道人なるゆえ地蔵堂に閑居あり。村民これを真
入庵と呼ぶ。
03.途謁眞入言志願
瀬田の野路で童子上人は真入老和尚と出会う。和
尚は信楽院身誉上人の弟子で隠僧だった。童子
上人は和尚に発心の由を語る。なお、瀬田の川辺
で自剃りしたとする別伝あり。
04.眞入剃度名入言
真入和尚は野淵の同宗の寺を借りて童子上人を剃
髪、入言と名付く。住僧は古い墨染を恵む。入言
が行脚の志を述べると、真入和尚は平子村の自庵
地蔵堂に来るべきを約束す。
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07.在心敎導真入名言誓
隠僧の弟子では出世が叶わぬので、信楽院法会
の時、真入は入言の教導を在心和尚に依頼す。在
心は入言と師弟の誓約をし、法名言誓を授く。以
後言誓は在心に随身す。3年また8年という。
08.在心看主大聖寺請言誓学資于其檀越
在心上人は信楽院身誉上人の末弟で大聖寺主の時、
中井市左衛門はじめ篤信の檀徒に言誓の学費調達
を依頼する。中井家に言誓の書が残る。在心は
元禄10年（1697）5月17日信楽院で僊化。
11.法施于金華山
澄禅上人奥州の金峯山に到り、山神に読経を授く。
山神これを謝し、金塊を法施す。上人は帰郷の際、
これを正明寺寂門和尚に与える。寂門はその金を
もって観音像を荘厳す。
12.従東都還郷
延宝7年（1679）上人25歳、帰郷したが真入老
師は遷化し、在心和尚は他国に在り、信楽院また
帰依人の宅に滞留あって、のちまた江戸へ下向し
三縁山学寮で5年修行す。
09.入願求門名澄禪自信樂院東都
寛文13年（1673）言誓18歳、江戸三縁山増上寺
学寮に入学す。在心上人の檀徒が費用を調達して
くれ、信楽院然誉願求和尚の弟子として澄禅と号
し、信楽院より旅立つ。
10.従学廓瑩
廓瑩和尚に就いて教えを受く。他に優れ、三縁山
の両脈を相承し精蓮社進誉と号す。ただ観念称名
を事とし、林藪にれん志深く、寮を出て名山霊
地を巡歴す。
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13.中井知雲設斎招請視小鳥馴
天和4年（1684）上人30才、帰郷し知雲中井市
左衛門に遊学援助を謝し、中井家に滞留す。上人
斎の米を軒の雀に施すに、雀は上人の手の上に来
てむ。皆人、上人の道行を感嘆す。
14.于清水街牢畔
知雲の勧めを否みがたく、町の傍清水浄き所に庵
を建てて暫く止住す。上人が智雲老に与えた仮名
書弥陀経梵字名号仮名法文等、今も同家に秘
蔵せらる。
17.苦行于鵯窟
相州曽我鵯窟に移り無言行を修す。塔峯修行の行
法僧と四方に聞え参詣群集す。麓に垣を結び参詣
を留めさせたが剃髪染衣の帰依人多し。化縁尽き
たと観じ、移って塔峯、また辨才寺に庵を結ぶ。
18.冨嶽見佛
ある年9月中旬、念仏三昧発得を期して富士に登
山す。空中に大身の弥陀如来が現れ説法あり。拝
聴歓喜すると覚えて塔峰の麓に墜落す。驚く農夫
に問うに今日は2月15日という。
15.辞郷抖送別請十念
住庵は人家近く、世塵を厭うて庵を辞す。上人も
とより山林抖の志深く、故真入老師の平子村に
隠を望むが叶わず、抖のため相州塔峯へ旅立
つ。送別の信徒に請われて十念を授く。
16.練修于塔峯
貞享2年（1685）8月15日、弾誓上人草創の霊
地塔峯阿弥陀寺に着き、中興融弁上人に謁す。は
じめは衆に仕え、後は巌窟に入り、墨染弊衣を着
し穀を避け、石上座で称名勤行、仏身観を修す。
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19.訪至玄洛北僑居
縁山の学友至玄を洛北の僑居に尋ね、止宿して渋
紙包の蚕豆を食し、畿内を巡歴す。また塔峯に戻
り、信徒受傳宅に小庵を結び、元禄12年（1699）
正月2日、江州へ帰郷す。
20.歸信樂院謁在心墓
信楽院の在心上人の墓所に詣で、平子村太田清左
衛門に頼み中村孫右衛門の持地岩木山の田畑の傍
に草庵を求め、暫く止住す。鉢で米を洗い、飯
を炊いたこともありしという。
23.行于熊野瀑布
熊野村は信楽院の檀越で上人に帰依し、村民は8
月の熊野権現の祭祀の日まで瀧に打れ病切の行を
修した。この瀧は近江山伏の行場であり、澄禅上
人もこの瀧で七昼夜の立行を修した。
24.大石自然上自落合谷
丸茅野山の落合谷にあった大石がいつしか庵の辺
に置かれていたので村人は驚き不思議がった。こ
れを施餓鬼石と呼ぶのは、上人がこの石の上で施
餓鬼を修したゆえである。
21.結茅于平子民家側姑棲
平子の丸茅野山に庵を結びたき旨を信楽院から役
所に願い出る。元禄12年秋、丸茅野山の民家近
くに畳鋪の柴の庵を建て、泉水を八功独水に擬え、
杜若鬼灯南天を植えて愉しむ。
22.覆坏山上草庵賜詣途天墮数珠下其主
覆坏山（丸茅野山）に尼2人参詣す。路中に数珠
を落し、念珠なく十念を授らんことを願うと、上
人は「落した念珠はこれであろう」と取出し与え
られた。尼人の不思議がること頻りなり。
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25.法仙贈未敷蓮瑞華二字
仙人来臨石は丸茅野山に法道仙人が来てこの石に
座し、上人の行法勇猛を讃嘆し未敷蓮華2茎を授
与した処。上人は瑞華の2字を自刻して庵の額
とした。
26.本間養軒誡上人懺悔
医師本間養軒は吹矢の名人で猟を好んだ。平子山
に参り上人を拝した。養軒が吹矢筒を隠し来たこ
とを上人が看破すると、養軒は驚き懺悔して吹矢
筒を壊し、十念を授り、日課を請うた。
29.在心祥忌捻香
正徳3年（1713）5月17日、信楽院在心上人17
回忌法会に上人出仕す。丸茅野山に在庵16年、
平子村への下山も信楽院へ参じたのもこの一度だ
けという。帰途蔵王村人に十念を授く。
30.中川常有請于洛北古知谷
正徳 4年の招請に続き享保元年（1716）10月 5
日、中川常宇が阿弥陀寺僧とともに丸茅野山に参
り、弾誓上人の霊地古知谷阿弥陀寺へ招請す。澄
禅上人これを受諾す。
27.識有菓鮮贈將賜留人
上人は信不信を神遊自在の心眼で見分け、信あっ
て参詣する者には十念を授けた。「快晴の日は平
子参りの日」のもあるほど参詣者が増えた。供
養物の施しは、これを参詣人に分け与えた。
28.派遣弟子 還州神戸避疫
伊勢神戸出身の弟子に、或日上人は「近く生国に
厄病が起こる。これを除くために早く帰国すべし」
と告げた。果してその年厄病流行し多数の死者が
出た。上人は未然を知る人であった。
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31.下覆坏留平子熊野授十念
享保元年10月22日、上人は庵の持物を焼き払い
覆坏山を下山す。孫右衛門方へ立寄り平子熊野
の村人に暇乞の十念を授く。村人3人、上人を古
知谷まで送る。
32.厭途頭送別衆自小道
上人を見送る人々が日野町通に群集し、信楽院に
は帰依者が集まるが、上人はこれを避けて裏町通
りを抜けて堅田に至る。古知谷からの迎えがあり、
平子の送り人を帰す。
35.訃聞平子熊野日野檀越十八人西上
清右衛門直ちに信楽院に訃報を伝う。院主霊岳和
尚平子熊野の檀中ヘ知らせ、平子熊野日野
の帰依者18人、信楽院弟子2人、急ぎ堅田より
叡山麓を越え、その日のうちに古知谷に至る。
36.陀毘
常宇『行状記』は命終翌5日に荼毘作法ありとい
うが、村民到着まで遺骸は遷化の御姿そのままに
あり、村民はこれを拝した。葬式は分骨等々、村
民常宇相議して執行された。
33.棲于古知谷辞木縉紳来訪
上人は古知谷阿弥陀寺裏の山上に炉一つの小庵を
結び過す。法縁を結ばんとする庶人が群参し、や
んごとなき貴顕も来詣す。上人「我は無徳、法器
にあらず」とこれを厭う。
34.太田生拜謁語終寂然而遷化
享保6年（1721）2月4日、澄禅上人遷化。67歳。
その前日阿弥陀寺住職と浄土の花々を語る。臨終
には奇しくも参詣していた平子村太田清右衛門が
立会い遺言を聞く。
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37.埋遺骨于覆坏山上
遺言に従って遺骨は平子村覆坏山上に埋納す。上
人は常宇に「骨を浄き流れに流せ」と遺言された
というが、清右衛門には懐かしい真入和尚の住庵
址に埋骨すべき旨遺言された。
38.置像且立碑立
阿弥陀寺の庵近くに巌窟を穿って上人の石像を安
置し傍に常宇文の石碑を建つ。丸茅野山には明
和6年（1769）9月上人石像を石室に安置し、毎
歳2月4日に法会を執行す。
左の御影ふだは、大正9年（1920）2月、澄禅寺で興行され
た澄禅上人200回忌に印施されたものと思われる。木食修行僧
の姿ではなく、浄土宗僧として正式の服装をした上人が描かれ
ている。日常の上人を中川常宇は『澄禪和尚行』に「巖居
弊服ノミナランヤ、爪髪ヲ祝サス、蚤虱ヲ除カス」と伝え、
『澄禪上人繪傳 全』も木食行中の上人を「鬚髪長ク僧ナラス
俗ナラス」と記しているが、谷田輔長が『澄善和尚御影傳』に
描いた上人は、そのほとんどが僧としての平服姿で、木食僧を
想わせるものはない。
古知谷阿弥陀寺に上人の廿五条衣略廿五条衣安陀衣直
綴が伝わる。薄茶色の略廿五条衣は祐天大僧正が上人に寄附し
たもので、上人は晩年これを中川常宇に授与し、常宇は三井一
成坊に、一成坊は心澄恵厚に、恵厚は阿弥陀寺信阿に授与した
ものである。また鼠色の安陀衣には裏書があって、柴田六五郎
氏『復刻澄禪和尚行上中下並續』に紹介がある。それによる
と、この安陀衣は上人が弟子膽阿に与えたもので、その折り、
「抑此袈裟ハ八歳ノ童女麻ヲウミ、八旬ノ老婆織女トシテウヤ
ウヤシク衣躰ヲナシ、斯ノコトク略法服ニ仕立テルマテ兩女數
千萬彌陀本願ノ名號ヲトナヘトナヘ成セシ所ノ無上功德衣ナリ。
余年來コレヲ掛テ稱佛ノ功ヲツミ德ヲカサネヌ。死期ヤウヤク
近キニアラン。仍テ今コレヲ附與セント思フ。宜ク愛用スヘシ」
と訓戒したという。以って上人の日常が知られる。（宮島コレクション蔵）
」
表
表
紙
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國
ノ
流
尚
包
ム
事
有
シ
故
也
ト
ソ
後
上
人
ノ
德
行
世
ニ
勝
レ
サ
セ
給
ヒ
信
仰
ノ
徒
窮
民
ノ
古
ヲ
隱
ス
ト
云
ヘ
共
原
ト
只
ナ
ラ
ヌ
後
胤
ナ
レ
ハ
係
ル
権
者
出
生
有
シ
也
」
01ウ
初
發
心
之
段
養
育
ノ
主
人
ノ
家
ニ
有
テ
或
夜
主
人
秘
藏
ノ
錦
手
ノ
瓶
噐
鼠
ノ
タ
メ
損
ス
ト
云
ヘ
ト
モ
主
人
上
人
ノ
童
子
ヲ
疑
ノ
色
有
ヲ
深
ク
是
ヲ
厭
テ
是
ヨ
リ
出
離
ノ
念
ヲ
発
シ
十
四
歳
ノ
年
家
ヲ
出
テ
暫
ク
行
衛
ヲ
シ
ラ
ス
眞
入
老
和
尚
ニ
逢
テ
刺
髪
之
段
瀬
田
ノ
野
路
ニ
テ
眞
入
老
和
尚
ニ
玉
フ
眞
入
和
尚
ハ
信
楽
院
身
譽
上
人
ノ
弟
子
ニ
テ
隱
ノ
僧
也
童
子
其
発
心
ノ
故
ヲ
」
02オ
―132―
語
リ
和
尚
是
ヲ
感
シ
速
ニ
野
渕
ノ
辺
同
宗
ノ
寺
ヲ
借
リ
テ
刺
髪
法
名
入
言
ト
名
附
給
ヒ
住
僧
古
キ
墨
染
ヲ
惠
ミ
玉
ヒ
入
言
子
暫
ク
行
脚
ノ
志
ヲ
述
玉
ヘ
ハ
老
和
尚
我
棲
平
子
村
ノ
庵
ニ
來
ル
ヘ
キ
ヲ
約
シ
別
レ
給
ウ
叡
山
登
リ
異
人
ニ
玉
ウ
段
登
山
ノ時
道
ニ
マ
ヨ
ヒ
日
没
シ
行
衞
ヲ
シ
ラ
ス
時
ニ
燈
火
ノ
光
リ
有
遥
ニ
随
ヒ
行
一
ノ
小
庵
有
尋
ヨ
リ
玉
ヒ
異
人
ニ
通
夜
教
ヲ
受
悉
曇
符
咒
ノ
法
ヲ
授
リ
諸
方
行
脚
シ
日
野
ニ
帰
リ
平
子
村
」
02ウ
眞
入
師
ノ
庵
ニ
来
リ
随
身
ア
リ
在
心
和
尚
ノ
弟
子
ト
成
玉
ウ
段
在
心
和
尚
ハ
信
楽
院
身
譽
上
人
ノ
末
弟
ニ
テ
摂
州
多
田
木
津
村
ニ
住
職
シ
玉
ヒ
テ
當
院
ニ
法
會
有
テ
来
リ
給
ウ
眞
入
和
尚
ハ
隱
遯
ノ
道
人
ナ
リ
シ
故
平
子
村
地
藏
堂
ニ
閑
居
シ
人
ヨ
リ
眞
入
庵
ト
呼
フ
入
言
子
老
和
尚
ニ
随
身
有
テ
信
楽
院
ヘ
連
レ
來
リ
老
和
尚
ノ
曰
隱
遯
ノ
僧
弟
子
ヲ
持
出
世
可
為
致
無
甲
斐
迚
入
言
子
ヲ
在
心
和
尚
ニ
頼
ミ
給
ウ
テ
師
弟
誓
約
有
リ
誓
ノ
一
字
ヲ
授
ケ
テ
」
03オ
―133―
言
誓
ト
法
名
ヲ
改
メ
玉
ウ
在
心
和
尚
ハ
博
学
説
法
能
辨
ノ
僧
也
後
多
田
ノ
住
庵
ヲ
辞
シ
諸
方
遊
シ
信
楽
院
ニ
来
リ
暫
大
聖
寺
ニ
間
主
有
則
大
聖
寺
モ
原
ト
信
楽
院
世
代
圓
譽
安
翁
和
尚
大
窪
六
角
ノ
薬
師
堂
ニ
隱
居
有
テ
後
岡
本
圓
通
寺
ニ
住
シ
又
藥
師
堂
ニ
帰
庵
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
時
慶
長
七
年
江
ヨ
リ
検
地
御
改
御
奉
行
彦
坂
九
兵
衛
殿
安
翁
和
尚
故
有
テ
願
ニ
ヨ
リ
除
地
ト
成
安
翁
和
尚
ハ
彦
城
産
也
是
ニ
ヨ
リ
一
寺
草
創
也
薬
師
寺
ト
称
シ
后
信
楽
院
ノ
寺
号
大
松
寺
ト
号
セ
ラ
ル
其
後
故
有
テ
大
聖
ニ
文
字
」
03ウ
ヲ
改
ム
安
翁
和
尚
皈
依
ノ
徒
信
楽
院
ヨ
リ
分
レ
テ
事
ノ
相
和
セ
サ
ル
ヲ
在
心
和
尚
閑
主
ノ
比
能
ク
和
合
ス
皈
依
徒
是
多
ク
此
時
言
誓
子
在
心
和
尚
ニ
随
身
有
在
心
和
尚
閑
主
三
年
ト
云
又
八
年
ト
云
不
詳
后
又
諸
方
遊
有
テ
澄
禅
上
人
四
十
六
歳
ノ
時
相
州
修
行
ノ
比
元
録
十
年
丁
丑
五
月
十
七
日
信
楽
院
ニ
テ
僊
化
ア
リ
寂
蓮
社
静
譽
上
人
義
準
和
尚
ト
号
シ
信
楽
院
ニ
テ
葬
リ
當
寺
世
代
塔
ノ
傍
ニ
墓
ヲ
築
ク
」
04オ
―134―
言
誓
子
東
都
入
学
ノ
段
寛
文
十
二
年
壬
子
年
言
誓
子
十
八
才
ノ
時
江
戸
入
学
師
跡
ノ
頼
ナ
キ
ヲ
以
在
心
上
人
皈
依
ノ
徒
ニ
相
議
シ
給
ヒ
其
用
費
調
東
都
入
学
無
住
隱
者
ノ
弟
子
ニ
テ
入
学
難
成
ニ
付
當
院
然
譽
願
求
和
尚
ノ
弟
子
ト
シ
テ
澄
禅
ト
号
シ
當
院
ヨ
リ
發
足
有
テ
三
山
増
上
教
寺
学
寮
ニ
入
寺
ヲ
引
廓
螢
和
尚
ニ
従
ヒ
敎
ヲ
受
ケ
給
ウ
在
心
上
人
皈
依
ノ
中
ニ
モ
中
井
市
左
エ
門
方
ヨ
リ
厚
キ
惠
ミ
有
ヲ
以
テ
折
学
寮
ヨ
リ
音
信
ノ
書
韓
今
此
家
」
04ウ
ニ
秘
藏
有
三
山
両
脉
相
承
シ
テ
精
蓮
社
進
譽
ト
号
ス
世
ノ
常
ノ
学
寮
僧
侶
ニ
ス
ク
レ
サ
セ
給
ヒ
法
問
ノ
労
心
ナ
リ
只
執
念
稱
名
ヲ
事
ト
シ
跡
ヲ
林
藪
ニ
遯
レ
ン
御
志
深
ク
遂
ニ
寮
ヲ
出
テ
名
ニ
ヲ
丶
名
山
霊
地
ヲ
順
シ
給
ウ
奥
州
金
峯
山
ニ
到
リ
給
ウ
段
遥
金
峯
山
ニ
到
リ
山
神
ニ
讀
經
ヲ
授
ケ
給
ウ
山
神
祝
テ
是
ヲ
謝
シ
金
塊
ヲ
法
施
シ
是
ヲ
受
テ
后
郷
ニ
帰
リ
玉
ヒ
シ
時
正
明
寺
寂
門
和
尚
ニ
与
ヘ
玉
ウ
寂
門
師
其
金
ヲ
以
テ
執
音
」
05オ
―135―
大
士
ノ
莊
嚴
ニ
成
シ
玉
ウ
江
ヨ
リ
郷
ニ
帰
リ
給
ウ
段
延
寳
七
年
己
未
年 天保
卯澄 マ
テ禅 百
六上 十
三人 年
廿
五
歳
ニ
而
一
度
國
ニ帰
リ
眞
入
老
師
ハ
僊
化
ノ
後
在
心
和
尚
ハ
他
國
ニ
在
尋
玉
ヒ
テ
信
楽
院
ニ
帰
リ
又
ハ
皈
依
人
ノ
宅
ニ
滯
留
有
テ
后
又
東
武
ヘ
下
向
有
又
五
ケ
年
学
寮
ニ
修
行
有
天
和
四
年
甲
子
年
上
人
三
十
才
ニ
而
國
ニ
帰
リ
山
林
ニ
引
籠
隱
遯
ノ
御
志
深
ク
眞
入
老
師
ノ
踪
腟
平
子
村
ヲ
シ
タ
ハ
シ
ク
思
召
処
ニ
皈
依
ノ
衆
ヲ
尋
」
05ウ
智
雲
子
ヲ
訪
ヒ
遊
学
惠
恩
ヲ
謝
シ
玉
ヘ
ハ
又
深
ク
留
メ
有
テ
此
家
ニ
滯
留
ア
リ
智
雲
子
又
此
地
ノ
住
達
テ
ス
丶
メ
ア
レ
ハ
イ
ナ
ミ
カ
タ
ク
町
ノ
傍
清
水
浄
キ
処
ニ
智
雲
庵
ヲ
立
玉
ヘ
ハ
暫
ク
住
有 中
テ 井
智
雲
老
ヘ
書
シ
与
ヘ
玉
ウ
假
名
手
ノ
弥
陀
梵
字
ノ
名
号
假
名
文
ノ
法
文
ノ
写
シ
等
今
此
家
ニ
秘
藏
シ
寳
ト
セ
ラ
ル
或
日
此
家
ニ
法
會
有
テ
嶷
終
リ
上
人
米
ヲ
一
掌
乞
ヒ
玉
ヒ
軒
ニ
有
雀
ヲ
呼
テ
米
ノ
マ
キ
テ
施
シ
玉
ウ
後
ハ
鳥
上
人
ノ
手
ノ
上
ニ
米
ヲ
ム
皆
人
上
人
道
行
」
06オ
―136―
ヲ
感
シ
ケ
リ
其
住
庵
人
家
近
ク
世
塵
ヲ
厭
ヒ
玉
ヒ
テ
庵
ヲ
辞
シ
信
楽
院
ヨ
リ
又
相
州
ヘ
御
下
向
有
相
州
塔
峯
苦
修
之
段
貞
享
二
年
乙
丑
八
月
十
五
日
塔
峯
阿
弥
陀
寺
ニ
着
玉
ウ
當
山
ハ
弾
誓
上
人
草
創
ノ
霊
地
也
中
興
ニ
融
辨
上
人
ト
云
ル
大
德
有
リ
其
德
行
四
方
ニ
聞
ヘ
道
心
深
キ
遯
世
念
佛
門
ノ
衆
來
會
有
シ
由
澄
禅
上
人
傳
ヘ
聞
玉
ヒ
始
メ
ハ
衆
ニ
仕
ヘ
後
ハ
巖
窟
ニ
入
修
行
有
岩
間
ノ
苔
清
水
シ
タ
丶
リ
ケ
レ
ハ
笠
ニ
テ
覆
ヒ
俗
盤
」
06ウ
ニ
座
シ
玄
冬
ノ
比
単
ノ
衣
墨
染
弊
衣
ヲ
着
シ
観
念
ニ
簧
シ
又
稱
名
勤
行
穀
ヲ
避
安
然
ト
シ
テ
自
ノ
色
有
又
佛
身
観
ヲ
修
シ
石
上
ニ
簧
シ
終
ニ
其
道
行
修
シ
給
ウ
同
州
曽
我
鵯
窟
苦
修
ノ
段
巖
窟
幽
景
薜
蘿
生
茂
リ
世
塵
ノ
外
ノ
仙
境
也
窟
高
サ
六
尺
余
深
キ
ハ
三
十
尺
ニ
過
タ
リ
草
ヲ
敷
テ
簧
シ
数
日
無
言
ノ
行
ヲ
修
シ
無
念
無
色
相
鳥
類
来
テ
頂
ニ
宿
ス
后
村
人
見
出
シ
窟
中
ニ
ア
ヤ
シ
キ
非
人
棲
ケ
ル
ト
云
后
塔
峯
ニ
修
行
有
シ
」
07オ
―137―
行
法
ノ
僧
也
ト
四
方
ニ
聞
ヘ
参
詣
群
集
ス
是
ヲ
厭
ヒ
テ
後
人
ニ
頼
ミ
玉
ヒ
麓
ニ
垣
ヲ
結
ヒ
参
詣
ヲ
留
メ
サ
セ
玉
ヘ
共
刺
髪
染
衣
ノ
皈
依
人
多
カ
リ
ケ
ル
其
后
此
地
ノ
化
尽
サ
セ
玉
ヒ
シ
迚
塔
峯
本
堂
ノ
西
南
ニ
幽
成
庵
室
ヲ
結
ヒ
暫
在
住
有
又
同
國
辨
才
寺
ハ
弾
誓
上
人
ノ
開
基
塔
峯
ノ
末
寺
此
処
ニ
モ
庵
ヲ
結
ヒ
暫
ク
棲
給
ウ
富
士
山
見
佛
之
段
比
ハ
九
月
中
旬
富
士
山
念
佛
三
昧
施
□
發
セ
ン
コ
ト
ヲ
心
ニ
」
07ウ
凝
テ
一
合
ニ
カ
ヽ
リ
玉
ヘ
ハ
雪
吹
上
ケ
テ
登
ル
事
カ
タ
シ
石
室
ニ
入
テ
観
念
ニ
簧
シ
日
有
テ
登
山
有
寒
氣
随
ニ
通
リ
惣
身
堅
凍
ノ
如
ク
命
モ
絶
ナ
ン
ト
死
セ
ハ
摂
取
ノ
本
願
有
安
ク
西
方
寳
國
ニ
生
セ
ン
ト
口
稱
シ
聲
モ
コ
ヽ
ヘ
テ
心
ハ
カ
リ
ニ
助
給
ヘ
ノ
念
力
不
只
儀
成
哉
虚
空
ヨ
リ
一
滴
口
ニ
漱
キ
其
味
甘
露
ノ
如
シ
忽
声
潤
ヒ
稱
名
ノ
声
心
眼
開
ケ
ン
ト
不
圖
光
明
ノ
方
ヲ
仰
キ
見
給
ヘ
ハ
遥
成
空
中
ニ
莊
嚴
妙
ノ
寳
橋
白
雲
ノ
上
ニ
顕
レ
容
顔
美
相
ノ
童
子
上
人
ヲ
招
キ
給
ウ
」
08オ
―138―
随
ヒ
テ
登
リ
覚
ヘ
ス
進
ミ
宝
橋
ノ
半
ニ
到
リ
玉
ヘ
ハ
宝
橋
又
空
中
ニ
飛
去
ト
覚
ヘ
仰
キ
執
玉
ウ
ハ
富
士
山
倍
セ
ル
大
身
ノ
弥
陀
如
来
寳
蓮
ニ
簧
シ
光
明
赫
奕
ト
シ
テ
上
人
ノ
頂
ヲ
照
シ
玉
ウ
上
人
心
驚
キ
竒
異
ノ
思
歓
喜
ト
共
ニ
伏
テ
敬
礼
三
拜
合
掌
シ
稱
名
咽
ニ
ム
セ
ヒ
如
来
御
首
頭
ヲ
動
シ
莞
尓
ト
徴
煌
有
テ
御
声
世
ニ
タ
ト
ウ
ヘ
キ
物
ナ
シ
上
人
ノ
為
ニ
説
法
ア
リ
拜
聽
歓
喜
ノ
留
メ
カ
タ
ク
忽
然
ト
シ
テ
上
人
不
覚
地
ニ
墜
テ
タ
□
□
玉
ウ
ハ
塔
峯
ノ
麓
也
折
シ
モ
」
08ウ
農
父
有
リ
驚
キ
上
人
ヲ
見
ル
ニ
鬚
髪
長
ク
僧
ナ
ラ
ス
俗
ナ
ラ
ス
顔
貌
喜
異
ノ
色
有
不
審
ク
農
父
ノ
云
何
レ
ヨ
リ
爰
ニ
飛
来
リ
給
ウ
ト
ヤ
ア
ヤ
シ
ミ
問
上
人
答
ル
言
ナ
リ
今
日
ハ
幾
日
成
ト
問
給
ヘ
ハ
二
月
十
五
日
也
ト
云
上
人
ヘ
テ
六
ケ
月
ニ
及
ヒ
不
思
儀
ト
云
モ
更
也
上
人
又
塔
峯
ノ
艸
庵
ニ
暫
ク
住
玉
ヒ
諸
行
道
心
熟
シ
練
行
ノ
功
積
リ
諸
修
観
相
ノ
其
證
ヲ
結
ヒ
多
年
観
念
両
三
昧
ヲ
修
シ
玉
ヘ
共
ニ
稱
名
ノ
本
願
ヲ
仰
キ
永
ク
観
佛
ヲ
捨
テ
専
修
一
行
」
09オ
―139―
帰
敬
シ
給
ウ
洛
北
至
玄
和
尚
ヲ
訪
ヒ
給
ウ
段
澄
禅
上
人
東
都
学
寮
ニ
有
シ
時
廓
瑩
和
尚
ノ
教
ヲ
受
給
ウ
時
其
門
ニ
至
玄
ト
云
学
友
有
師
廓
瑩
和
尚
徃
生
要
集
ノ
指
麾
鈔
ヲ
述
作
有
テ
弟
子
至
玄
洛
北
ノ
僑
居
ニ
是
ヲ
校
合
有
テ
澄
上
人
是
ヲ
傳
ヘ
聞
訪
ヒ
玉
ウ
渋
紙
包
ヲ
テ
弊
衣
旅
行
ノ
姿
ニ
テ
至
玄
ノ
僑
居
ノ
繼
家
ノ
前
ニ
立
尋
給
ウ
其
□
ノ
婦
乞
人
ト
見
テ
今
日
ハ
施
シ
ナ
シ
早
」
09ウ
ク
去
レ
ト
云
上
人
ノ
曰
憐
ミ
ヲ
傍
舎
ニ
乞
者
ニ
ア
ラ
ス
此
辺
ニ
至
玄
ト
云
沙
門
ノ
居
ヲ
問
ウ
ト
有
之
婦
其
名
ヲ
聞
テ
速
ニ
是
ヲ
至
玄
子
ニ
告
ル
至
玄
子
其
名
ヲ
聞
テ
大
ニ
喜
ヒ
我
高

東
武
同
寮
ノ
学
友
也
ト
出
迎
ヘ
手
ヲ
執
テ
房
ニ
入
レ
敬
ヲ
成
故
舊
ヲ
説
テ
悠
然
タ
リ
上
人
則
給
ウ
渋
帋
包
ヲ
簧
右
ニ
置
キ
玉
ウ
至
玄
子
澄
上
人
ノ
齊
時
ヲ
問
テ
是
ヲ
設
ケ
ン
ト
ス
上
人
是
ヲ
止
メ
飲
食
ヲ
勞
ス
ル
コ
ト
勿
レ
ト
言
竟
テ
渋
帋
包
ヲ
開
キ
蚕
豆
ノ
袋
ヲ
出
シ
コ
レ
ヲ
食
シ
暫
ク
」
10オ
―140―
房
中
ノ
物
乏
ク
山
居
ノ
姿
有
ヲ
好
テ
暫
留
ル
事
ヲ
需
メ
玉
ウ
テ
晝
ハ
則
遊
行
シ
昏
及
テ
房
ニ
帰
リ
通
夜
不
寢
簧
シ
テ
夜
明
ケ
ニ
至
ル
其
労
疲
ナ
ク
止
宿
二
旬
ノ
内
幾
内

順
有
シ
ト
云
此
後
又
相
州
ニ
帰
リ
塔
峯
ノ
繼
受
傳
ト
云
ル
上
人
信
仰
ノ
人
ノ
構
ノ
門
ニ
小
庵
ヲ
結
ヒ
受
傳
カ
願
ヒ
任
セ
テ
暫
棲
給
ウ
元
十
二
年
巳
卯
正
月
朔
日
ニ
此
地
ノ
化
尽
ヌ
ル
ト
受
傳
ニ
告
二
日
発
足
有
テ
江
州
ヘ
帰
リ
玉
ウ
帰
國
ノ
段
」
10ウ
元
十
二
年
正
月
此
里
ニ
着
玉
ヒ
皈
依
ノ
徒
ヲ
訪
ヒ
信
楽
院
ノ和
尚
ニ
給
ヒ
去
年
在
心
上
人
僊
化
ノ
由
ヲ
一
礼
申
述
給
ヒ
直
ニ
在
心
上
人
ノ
墓
所
ニ
詣
テ
燒
香
讀
経
終
リ
玉
ヒ
寺
主
和
尚
達
テ
在
寺
ヲ
留
メ
玉
ヘ
共
旅
ノ
草
鞋
ノ
儘
直
ニ
平
子
村
眞
入
和
尚
ノ
隱
棲
地
ニ
可
居
事
ヲ
申
述
テ
急
キ
平
子
村
ニ
着
太
田
清
左
衛
門
カ
宅
ニ
草
鞋
ヲ
ヌ
キ
留
テ
急
ニ
艸
庵
ヲ
乞
求
メ
玉
ヒ
中
村
孫
右
エ
門
ノ
持
地
岩
來
山
ノ
繼
田
ノ
傍
ニ
竹
ヲ
曲
テ
茅
ヲ
覆
ヒ
雨
露
ヲ
凌
ク
斗
ノ
艸
庵
ヲ
求
メ
」
11オ
―141―
暫
住
玉
ウ
此
時
鉢
ニ
テ
米
ヲ
洗
ヒ
其
鉢
ニ
而
飯
ヲ
タ
キ
玉
ヒ
シ
コ
ト
モ
有
シ
ト
云
平
子
村
ノ
南
丸
茅
野
山
庵
室
ノ
段
丸
茅
野
山
ニ
庵
ヲ
結
ヒ
棲
セ
ラ
レ
度
由
ヲ
村
人
ニ
乞
玉
ヒ
此
ニ
庵
ヲ
造
ル
ヘ
キ
事
ハ
信
楽
院
ヘ
窺
ヒ
可
然
ト
相
議
シ
信
楽
院
ヘ
申
ケ
レ
ハ
信
楽
院
ヨ
リ
役
人
ニ
窺
ヒ
玉
ヒ
御
領
御
代
宦
義
村
杢
左
エ
門
殿
ヘ
祈
ヘ
許
シ
有
テ
元
十
二
年
ノ
秋
両
村
人
寄
合
丸
茅
野
山
上
ニ
二
畳
鋪
ノ
柴
ノ
庵
一
日
ニ
成
就
ス
西
ニ
向
テ
一
窓
ヲ
開
キ
入
口
南
向
常
竹
」
11ウ
ト
木
ニ
テ
角
違
ヒ
下
文
字
ニ
結
テ
ニ
片
ト
リ
庵
ノ
東
南
二
丁
斗
隔
テ
水
ヲ
求
メ
庵
ノ
前
ニ
引
半
月
形
リ
ノ
泉
水
八
功
獨
水
ニ
ナ
ソ
ラ
ヘ
是
ヲ
樂
ミ
杜
ホ
ウ
ツ
キ
ヲ
植
南
天
ヲ
好
ミ
玉
ヒ
川
原
村
菅
生
ノ
通
家
櫻
井
ヨ
リ
乞
需
メ
是
ヲ
植
玉
ヒ
シ
也
或
日
尼
人
一
両
人
伴
ヒ
上
人
ニ
参
詣
シ
路
ニ
テ
数
珠
ヲ
落
シ
念
珠
ナ
ク
十
念
ヲ
授
ラ
ン
事
ヲ
申
ケ
レ
ハ
上
人
其
道
ニ
テ
落
サ
レ
タ
ル
念
珠
ハ
是
ナ
ル
ヘ
シ
ト
与
ヘ
玉
ウ
尼
人
大
ニ
不
思
義
セ
リ
」
12オ
―142―
熊
野
村
ハ
平
子
村
ト
同
ク
信
楽
院
旦
越
ニ
テ
上
人
皈
依
一
統
也
此
村
ニ
名
有
瀧
有
七
月
朔
日
ヨ
リ
八
月
八
日
熊
野
権
現
ノ
祭
礼
ノ
日
諸
人
詣
テ
瀧
ニ
打
レ
病
切
ノ
行
ヲ
ナ
ス
昔
シ
吉
野
皇
居
ノ
時
近
國
ノ
山
伏
綿
向
山
ニ
登
山
シ
タ
ル
時
ノ
行
塲
也
蒲
生
家
ノ
時
松
尾
村
藏
院
ノ
阿
闍
梨
立
願
ニ
七
晝
夜
絶
食
ノ
行
ヲ
ナ
ス
澄
禅
上
人
モ
此
ニ
七
中
夜
瀧
ノ
元
ニ
立
行
ヲ
修
シ
給
ウ
大
石
自
落
合
谷
」
12ウ
丸
茅
野
山
落
合
ト
云
谷
ニ
大
石
ア
リ
上
人
是
を
見
給
ヒ
村
人
ニ
是
ヲ
庵
ノ
本
ヘ
上
ケ
テ
サ
セ
ヨ
ト
乞
求
メ
玉
ウ
村
人
ノ
云
此
石
此
山
ヘ
揚
ル
事
小
村
ナ
レ
ハ
熊
野
平
子
両
村
ヨ
リ
テ
モ
上
ル
事
カ
タ
シ
ト
云
上
人
ヨ
シ

ト
ノ
タ
マ
ヒ
或
夜
中
ニ
此
石
庵
ノ
繼
ニ
ア
リ
村
人
寄
合
是
ヲ
見
テ
大
ニ
不
思
義
セ
リ
是
ヲ
施
餓
鬼
石
ト
呼
フ
上
人
此
石
ノ
上
ニ
施
餓
鬼
ヲ
修
シ
玉
ウ
仙
人
未
敷
蓮
花
仙
人
来
臨
石
ト
云
有
當
山
ニ
折
法
道
仙
人
來
リ
上
人
ト
法
話
有
」
13オ
―143―
テ
善
哉
念
佛
門
ノ
師
先
ニ
行
法
勇
猛
ヲ
嘆
ス
其
随
喜
ノ
余
リ
未
敷
蓮
二
莖
ヲ
授
与
シ
是
ハ
霊
鷲
山
ニ
出
生
セ
ル
木
蓮
樹
ヲ
以
テ
造
レ
ル
持
蓮
也
カ
タ
キ
法
默
ナ
リ
ト
上
人
ニ
附
属
シ
給
ウ
上
人
恭
敬
戴
拜
シ
祕
藏
シ
玉
ヒ
此
寳
品
ハ
後
古
谷
ヘ
携
ヘ
行
給
ウ
後
麓
ノ
流
レ
ニ
誅
貝
ノ
古
キ
水
ニ
サ
レ
シ
ヲ
拾
ヒ
瑞
ノ
二
字
ヲ
自
剛
テ
額
ト
シ
庵
ニ
掲
ケ
給
ウ
二
字
ノ
心
ハ
未
敷
蓮
ヲ
玉
ヒ
シ
ヲ
以
也
本
間
養
軒
誡
上
人
懺
悔
」
13ウ
時
ニ
本
間
養
軒
ト
外
療
ニ
名
高
キ
醫
師
ア
リ
猟 レ
ウヲ
好
ミ
吹
矢
ノ
名
人
也
筒
ヲ
携
ヘ
平
子
山
ニ
参
リ
上
人
ヲ
拜
シ
給
ウ
上
人
ノ
曰
今
日
ノ
猟
ハ
イ
カ
ニ
帰
ル
時
道
ニ
隱
シ
置
レ
タ
ル
吹
矢
筒
ヲ
忘
レ
給
ウ
ナ
ト
云
給
ウ
本
間
其
道
ノ
傍
ツ
ヽ
シ
ノ
木
ノ
元
ニ
隱
シ
置
レ
タ
ル
ヲ
知
リ
玉
ヒ
シ
ヲ
大
ニ
驚
キ
其
吹
矢
筒
ヲ
携
ヘ
来
リ
上
人
ノ
前
ニ
テ
蹈
打
ス
テ
サ
ン
ケ
シ
十
念
ヲ
授
リ
日
課
ヲ
請
ラ
レ
タ
リ
信
有
テ
參
詣
ノ
ニ
ハ
十
念
ヲ
授
ケ
玉
ヒ
不
信
人
ハ
知
リ
玉
ヒ
テ
十
念
ヲ
授
ケ
玉
ハ
ス
」
14オ
―144―
念
佛
三
昧
發
し
玉
ひ
い
つ
し
か
乾
坤
被
れ
盡
て
神
遊
自
在
ノ
心
眼
ヲ
以
見
玉
ひ
し
人
ノ
不
思
儀
ヨ
リ
モ
参
詣
ノ
人
多
ク
上
人
是
ヲ
厭
ヒ
給
ヘ
ト
モ
快
青
ノ
日
ハ
平
子
参
リ
ノ
日
也
と
里
ノ
ナ
リ
シ
時
ニ
ヨ
リ
参
詣
ノ
人
ニ
上
人
ノ
曰
今
日
ハ
追
付
供
養
ノ
物
登
山
ス
暫
ク
待
ヘ
シ
ト
仰
ラ
レ
シ
ニ
果
シ
テ
其
供
養
ノ
物
持
来
リ
是
ヲ
施
シ
給
ウ
載
テ
下
向
ス
ル
者
マ
ヽ
ア
リ
供
養
物
施
ノ
下
随
身
ノ
国
皈
」
14ウ
一
人
随
身
ノ
弟
子
有
州
神
人
平
子
村
ニ
住
シ
後
又
熊
野
村
ノ
庵
ニ
棲
リ
或
日
上
人
此
弟
子
ニ
告
給
ウ
近
キ
ニ
厄
病
有
是
ヲ
除
カ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
早
ク
國
ニ
帰
ル
ヘ
シ
ト
曰
果
シ
テ
其
年
両
村
ニ
厄
病
有
テ
人
多
ク
死
ス
上
人
未
前
ヲ
知
リ
玉
ウ
信
楽
院
ニ
輪
番
正
德
三
年
癸
巳
五
月
十
七
日
在
心
上
人
十
七
回
忌
信
楽
院
ニ法
會
有
上
人
来
臨
此
時
帰
リ
ニ
藏
王
村
米
石
ニ
十
念
ヲ
授
ケ
玉
ウ
圓
茅
野
山
十
六
年
在
庵
ノ
内
只
此
一
度
信
楽
院
ヘ
来
リ
給
」
15オ
―145―
ヒ
平
子
村
ヘ
モ
十
六
年
山
住
ノ
内
一
度
下
山
ノ
事
有
シ
也
古
知
谷
待
并
圓
茅
野
山
ヲ
去
リ
給
ウ
段
村
人
十
念
正
德
四
年
甲
午
年
州
松
坂
人
在
京
中
川
常
宇
念
佛
門
皈
依
ノ
人
也
上
人
ノ
行
ヲ
傳
ヘ
聞
遥
當
山
ニ
参
詣
シ
上
人
ニ
拜
謁
シ
古
知
谷
彈
誓
上
人
ノ
地
阿
弥
陀
寺
山
ノ
事
ヲ
告
此
処
ニ
移
リ
玉
ハ
ン
事
ヲ
願
ヘ
リ
上
人
曰
此
地
モ
日
ニ
増
参
詣
人
多
ク
是
ヲ
厭
ヒ
里
遠
キ
山
居
ヲ
問
玉
ヘ
ハ
常
宇
則
阿
弥
陀
寺
住
僧
ニ
モ
述
テ
迎
ヘ
奉
ル
ヘ
キ
ヲ
約
シ
テ
帰
レ
リ
正
德
六
年
丙
申
十
月
五
日
ニ
又
常
宇
阿
弥
陀
寺
ノ
僧
一
人
ト
共
ニ
招
」
15ウ
請
ニ
来
レ
リ
是
ヨ
リ
信
樂
院
霊
岳
和
尚
ヘ
ハ
歌
一
首
ヲ
以
テ
告
知
セ
玉
ウ
遂
ニ
行
道
ハ
西
方
大
原
ノ阿
弥
陀
寺
山
ニ
暫
シ
宿
カ
ル
ト
申
送
リ
両
村
ノ
人
々
ニ
モ
此
地
ノ
化
ツ
キ
ヌ
ル
事
ヲ
告
別
レ
ヲ
借
ミ
玉
ウ
庵
ノ
有
物
ハ
燒
捨
玉
ヒ
同
年
十
月
廿
二
日
ニ
下
山
発
足
孫
右
衛
門
方
ヘ
立
寄
村
人
ニ
暇
乞
ノ
十
念
ヲ
授
ケ
給
ヒ
テ
人
ニ
頼
ミ
玉
ウ
ハ
庵
ノ
植
木
ハ
堀
取
テ
他
ニ
移
シ
元
ノ
山
ニ
ナ
ス
ヘ
キ
由
ヲ
告
玉
ヒ
テ
十
六
年
御
山
住
老
男
女
暫
目
送
リ
ナ
カ
ラ
ニ
相
別
レ
村
人
三
人
ハ
古
知
谷
	送
ル
ヘ
ク
出
タ
リ
上
人
都
ニ
移
リ
玉
ウ
事
近
郷
ヘ
聞
ヘ
ケ
レ
ハ
」
16オ
―146―
日
野
町
通
郡
集
ヲ
ナ
シ
信
楽
院
ニ
ハ
皈
依
人
集
リ
今
ヤ
遅
シ
ト
待
ケ
ル
ニ
其
群
集
ヲ
成
ス
ハ
見
給
ハ
ス
シ
テ
先
ニ
是
ヲ
知
リ
玉
ヒ
綿
向
馬
塲
ヲ
横
ニ
切
レ
裏
町
通
リ
上
野
田
林
ニ
出
玉
ヒ
鏡
ノ
宿
ヘ
出
此
濱
ヲ
渡
リ
堅
田
ニ
揚
リ
是
ヨ
リ
平
子
ノ
送
リ
人
ハ
帰
シ
玉
ヒ
古
知
谷
ヨ
リ
迎
ヒ
来
ケ
レ
ハ
叡
山
ノ
麓
ヲ
越
テ
大
原
ニ
着
玉
フ
町
筋
ニ
出
シ
群
集
ノ
人
ハ
ヤ
裏
町
ヲ
過
行
玉
ヒ
シ
ヲ
聞
ヘ
空
ク
家
ニ
帰
リ
ケ
ル
上
人
諸
人
群
ヲ
ナ
シ
崇
敬
ヲ
厭
ヒ
玉
ウ
御
心
兼
テ
相
州
ヨ
リ
参
詣
人
多
ク
ナ
レ
ハ
折
処
ヲ
」
16ウ
替
ヘ
山
居
閑
棲
ヲ
事
ト
シ
玉
ウ
群
集
ノ
中
ニ
ハ
信
心
ナ
ク
只
拜
見
ヲ
ノ
ミ
集
ル
人
多
カ
リ
ケ
レ
ハ
サ
モ
有
ヘ
キ
事
也
信
楽
院
ニ
人
々
待
十
念
ヲ
并
大
原
古
知
谷
庵
住
ノ
段
古
知
谷
阿
弥
陀
寺
ノ
後
ロ
四
五
丁
ヲ
隔
テ
坂
ヲ
登
リ
ノ
庵
ヲ
シ
ツ
ラ
ヒ
置
ケ
リ
炉
一
ツ
ヲ
作
リ
狹
ヲ
容
ル
斗
ニ
過
ス
後
參
詣
ヲ
止
メ
麓
ニ
垣
結
シ
ノ
ヒ
玉
ヘ
共
止
事
ナ
キ
高
位
モ
此
山
ヘ
ヨ
チ
登
リ
法
ヲ
請
ハ
セ
給
ヘ
ハ
上
人
ノ
御
心
ニ
ソ
ミ
給
ハ
ス
本
意
ニ
タ
カ
ヒ
ヌ
ト
上
人
常
ニ
崇
敬
ヲ
厭
ヒ
我
無
德
ニ
シ
テ
諸
人
ヲ
」
17オ
―147―
化
度
ス
ル
法
默
ニ
ア
ラ
ス
只
自
己
ノ
徃
生
ヲ
期
シ
閑
棲
ニ
念
佛
シ
命
終
ヲ
爰
ニ
定
メ
ン
ニ
爰
モ
其
地
ニ
ア
ラ
ス
ト
ノ
タ
マ
ヒ
シ
ニ
終
ニ
享
保
六
年
辛
己
二
月
四
日
壽
六
十
七
歳
ニ
テ
徃
生
成
シ
玉
ウ
折
シ
モ
平
子
村
太
田
清
左
エ
門
上
京
ニ
而
不
計
上
人
ノ
在
命
ニ
拜
謁
シ
命
終
ニ
奉
リ
直
ニ
此
事
信
楽
院
ヘ
向
告
来
リ
古
知
谷
ニ人
々
行
霊
岳
和
尚
平
子
熊
野
旦
中
ヘ
厲
知
有
テ
両
村
日
野
皈
依
人
十
八
人
信
楽
院
纏
弟
子
二
人
急
キ
此
濱
ヲ
越
堅
田
ヨ
リ
叡
山
ノ
麓
ヲ
越
ヘ
古
知
谷
ヘ
其
日
ニ
到
リ
常
宇
相
談
ニ
而
御
葬
式
ヲ
営
ミ
」
17ウ
荼
毘
ノ
御
骨
ヲ
分
ケ
日
野
ニ
帰
リ
平
子
南
丸
茅
野
山
ノ
庵
ノ
地
ノ
傍
ニ
骨
ヲ
納
此
時
ノ
事
常
宇
カ
書
殘
サ
レ
タ
ル
ハ
命
終
成
給
ヒ
シ
翌
日
荼
毘
有
シ
ト
左
ニ
ハ
ア
ラ
ス
平
子
村
ヨ
リ
参
著

ハ
上
人
ノ
御
遺
骸
ニ
手
モ
サ
ヘ
ス
其
侭
ニ
ア
リ
テ
僊
化
ノ
御
姿
ヲ
崇
ミ
奉
リ
阿
弥
陀
寺
和
尚
常
宇
ト
共
ニ
相
議
シ
御
葬
式
ヲ
営
ミ
荼
毘
ノ
御
骨
ハ
捨
ヒ
分
テ
日
野
ニ
帰
ル
常
宇
ハ
享
保
四
年
己
亥
年
刺
髪
ノ
儀
ヲ
ナ
シ
上
人
ノ
御
弟
子
ト
成
墨
染
ノ
身
ト
ナ
レ
リ
サ
ル
ニ
テ
上
人
常
宇
ニ
御
遺
言
ア
リ
テ
骨
ヲ
浄
キ
流
ニ
流
シ
失
ウ
」
18オ
―148―
ト
云
ト
モ
後
其
御
骨
川
瀬
ニ
カ
ヽ
リ
有
ヲ
厭
ヒ
又
捨
ヒ
上
テ
古
知
谷
ニ
モ
塚
ヲ
築
ク
ト
有
荼
毘
ノ
時
此
処
ニ
有
逢
者
ハ
シ
ラ
サ
リ
シ
ニ
後
四
方
ヨ
リ
庵
ノ
空
紫
雲
靉
靆
タ
ル
ト
告
知
セ
タ
リ
丸
茅
野
山
ニ
モ
骨
ヲ
納
メ
奉
リ
シ
時
異
成
□
□
ヲ
シ
ト
也
其
后
此
地
ヨ
リ
参
リ
合
ヒ
シ
人
廿
人
モ
有
シ
ニ
ノ
庵
セ
マ
シ
ト
モ
思
ハ
サ
リ
シ
ヲ
ヨ
リ

ツ
ト
ヒ
テ
不
思
儀
ノ
思
ヲ
ナ
セ
リ
此
時
信
楽
院
霊
岳
和
尚
ノ
書
殘
給
ウ
小
傳
ア
リ
其
文
ハ
」
18ウ
略
之
享
和
三
年
昇
譽
上
人
代
其
文
章
文
字
ニ
訂
正
ヲ
乞
テ
石
ニ
諦
シ
丸
茅
野
山
庵
ノ
踪
蹤
不
朽
ニ
建
之
日
野
平
子
熊
野
旦
越
願
主
也
上
人
ノ
石
像
ハ
明
和
六
年
己
丑
九
月
九
日
納
骨
塚
ニ
並
ヘ
石
室
ニ
安
置
願
主
生
阿
上
人
平
子
村
地
藏
堂
ハ
眞
入
和
尚
在
世
ノ
時
ハ
眞
入
庵
ト
人
ヨ
リ
呼
フ
上
人
僊
化
ノ
後
瑞
庵
ト
呼
テ
澄
禅
上
人
ノ
木
像
ヲ
安
置
シ
例
年
二
月
四
日
ノ
法
會
ヲ
ナ
シ
瑞
ノ
額
御
袈
裟
一
衣
錫
」
19オ
―149―
杖
一
枝
當
庵
寳
默
信
楽
院
持
庵
也
外
ニ
乾
蜜
栴
ニ
□
念
珠
一
連
和
字
弥
陀
経
平
子
宮
八
幡
ヘ
御
奉
納
燈
明
料
金
壱
兩
之
寄
附
等
村
内
ニ
祕
藏
ス
」
19ウ
※
以
下
二
丁
及
び
裏
表
紙
、
画
像
不
備
の
た
め
割
愛
す
る
。
―150―
進
譽
上
人
澄
禪
大
和
尚


中
」
表
表
表
紙
題
簽
（
白
丁
）」
表
表
紙
見
返
（
白
丁
）」
遊
オ
（
白
丁
）」
遊
ウ
南
天
山
蓮
枩
菴
精
蓮
社
進
譽
上
人
澄
禅
大
和
尚


巻
ノ
中
西
方
極
樂
浄
土
へ
む
か
わ
し
め
給
へ
と
.
祈
願
あ
り
て
.
澄
禅
守
り
本
尊
と
し
給
ふ
と
申
也
.
然
る
に
澄
禅
は
段
御
修
行
功
な
り
て
.
天
和
元
辛
酉
年
八
月
廿
七
日
よ
り
関
東
へ
趣
た
ま
ひ
て
.
江
戸
芝
三
縁
山
.
廣
度
院
.
坊
舎
常
照
院
へ
着
府
あ
り
.
證
擧
大
正
雲
.
五
重
兩
脈
承
り
.
蓮
社
進
擧
澄
禅
和
尚
と
号
す
る
な
り
.
然
る
に
世
の
常
の
」
オ學
僧
と
は
異 こ
と
な
り
.
蛍
雪
の
詠
や
う
の
	は
し
玉
わ
ず
し
て
唯
禅
那
称
名
の
み
を
縡
と
し
給
ひ
て
.
跡
を
林
藪
に

れ
ん
こ
と
を
欲 ほ
つ
し
.
終
に
.
厳
林
を
出
て
.
兎
角
名
に
を
ふ
霊
山
.
地
を
順
暦
し
.
安
禅
の
勝
地
を
た
め
ら
ふ
こ
と
と
せ
り
.
貞
享
元
甲
子
年
二
月
五
日
又
三
縁
山
を
立
出
た
ま
ひ
.
相
州
下
足
柄
郡
.
曾
我
原
村
.
塔
ノ
峰
巌 が
ん

く
つ
に
」
ウ住
み
給
ふ
.
常
に
水
を
み
.
薪
を
ひ
ろ
い
て
.
衆
に
つ
か
へ
玉
ふ
.
暑
寒
共
に
木
綿
麻
の
衣
.
直 つ
綴 ゞ
れ
一 ひ
と
衣 へ
を
着
し
.
巖
窟
に
入
て
勇
猛
精
進
に
勤
学
し
給
ふ
.
寔
に
世
の

つ
ね
の
人
の
及
ぶ
に
あ
ら
ず
と
い
へ
り
.
翌
年
春
二
月
八
日
近
邑
の
辺
り
に
薬
師
如
来
ま
し
ま
す
.
破
損
せ
し
か
は
澄
禅
老
此
尊
像
を
せ
お
い
ま
い
ら
せ
て
.
江
戸
中
に
お
い
て
日
助
力
を
こ
ひ
請
給
ひ
て
.
再
建
し
玉
ひ
ぬ
.」
オ
同
年
初
秋
五
日
に
曾
我
原
村
の
山
谷
田
と
云
冬
に
巖

く
つ
あ
り
て
是
へ
移
ら
せ
た
ま
い
.
其
窟
の
躰
は
入
口
の
髙
さ
七
尺
斗
り
也
.
内
に
は
茅
を
鋪
き
な
ら
べ
.
端
舂
し
稱
名
怠
ら
ず
と
な
へ
給
ふ
こ
と
一
夏
な
り
.
霜
月
十
四
日
の
暁
き
に
孫
佛
山
の
守
護
神
来
現
し
玉
ひ
て
.
過
去
拘
留
孫
佛
の
御
舎
利
大
小
三
十
粒
授
け
給
ふ
.
澄
禅
和
尚
は
誠
に
天
地
を
拜
し
歓
ひ
給
ふ
こ
と
」
ウ
不
斜
な
□
め
な
ら
ず
.
遥
に
程
を
経
て
此
の
岩
に
寶
篋
印
の
塔
を
建
立
あ
り
て
右
の
舎
利
十
五
粒
を
納
め
て
陀
羅
尼
を
御
自

か
ん
な
し
給
ひ
て
.
今
に
現
存
せ
り
.
又
貞
享
二
乙
丑
年
五
月
下
旬
鎌
倉
よ
り
長
谷
寺
観
音
大
士
へ
願
篭
に
て
.
我
何
卒
阿
彌
陀
如
来
尊
躰
を
今
世
に
て
奉
レ
拜
後
の
世
の
為
に
せ
ん
と
.
百
日
日
参
有
し
處
に
.
或
時
道
す
が
ら
の
畠
に
農
夫
.
田
葉
粉
の
虫
を
取
居
し
を
見
玉
ふ
に
.」
オ多
く
の
む
し
を
害
す
る
躰
.
さ
な
が
ら
い
た
わ
し
く
思
め
さ
れ
.
夏
の
頃
な
れ
ば
.
團
扇
を
持
た
せ
ら
れ
.
あ
ほ
ぎ
た
ま
ひ
な
が
ら
懴
悔
戒
三
偏
と
十
念
唱
へ
給
へ
は
.
茗
莨
た
ば
こ
の
虫
何
方
へ
か
残
ら
ず
さ
り
し
と
か
や
.
其
后
は
今
に
至
り
て
煙
草
た
ば
こ
の
む
し
生
ぜ
ず
と
い
へ
り
.
そ
れ
纏
九
月
上
旬
に
は
百
日
日
参
も
皆
済
に
て
直
に
冨
士
山
へ
詣
て
玉
ふ
.
絶
頂
へ
登
り
給
ふ
に
.
げ
に
や
三
國
無
双
の
霊
山
な
り
し
故
.
浄
土
の
百
寳
蓮
花
.」
ウ臺
に
.
擬
て
.
大
身
の
如
来
を
今
世
に
見
物
の
御
願
を
な
し
玉
ひ
.
名
號
を
唱
へ
玉
ひ
.
命
終
西
方
極
楽
浄
土
に
導
き
給
へ
と
し
き
り
に
念
佛
を
と
な
へ
玉
ふ
に
.
不
思
議
や
.
東
の
か
た
に
嘆
根
の
音
聲
聞
え
し
に
.
遥
な
る
空
中
に
.
嚴
飾
.
妙
に
み
が
き
出
せ
し
斗
の
五
重
の
寳
橋
行
列
せ
り
.
赫 か
く

た
る
白
雲
是
を
捧
げ
た
り
.
橋
の
大
き
さ
は
.
洛
陽
の
三
條
.
五
條
の
橋
に
似
た
り
.
第
五
級
の
橋
詰
に
十
四
五
歳
斗
り
に
見
へ
し
」
オ童
男
壱
人
立
止
り
て
手
に
拂
子
や
う
の
も
の
を
持
て
.
澄
禅
を
招
き
給
ふ
.
是
に
随
か
つ
て
進
み
な
ん
と
し
玉
ふ
に
一
會
萌 ほ
う
じ
て
.
第
貮
会
に
渡
る
.
飄
然
と
か
の
寳
橋
の
中
間
に
安
舂
す
れ
ば
.
忽
ち
此
.
寶
橋
に
澄
禅
を
乗
て
空 く
う
を
飛
行
す
る
.
東
の
方
を
さ
し
て
と
び
去
事
.
拾
里
ば
か
り
も
や
あ
ら
ん
と
覚
ゆ
.
空
中
に
飛
立
ず
.
こ
は
い
か
な
る
ゆ
へ
な
ら
ん
と
.
左
右
を
顧
る
に
.
冨
士
の
絶
頂
に
信
ず
る
大
身
の
如
來
宝
蓮
に
」
ウ座
し
.
光
輝
赫
々
と
し
て
澄
禅
の
頭 い
た
ゞき
に
照
し
玉
ふ
.
澄
禅
ご
と
き
篤
僧
も
身
の
毛
け
い
よ
だ
ち
恐
悦
し
て
地
に
ひ
れ
.
禮
敬
し
玉
ひ
.
佛
恩
を
謝
し
奉
ら
ん
が
た
め
に
.
合
掌
せ
ん
と
す
る
に
.
悲
咽
し
物
言
こ
と
を
得
ず
.
時
に
應
じ
て
阿
彌
陀
如
来
容
を
動
か
し
.
忝
け
な
く
も
莞
尓
と
傾
笑
し
給
ふ
.
其
御 み
聲 こ
ゑ
は
世
上
に
お
い
て
は
た
と
ふ
へ
き
や
う
も
な
く
.
稽
首
し
奉
る
に
.
俄
然
と
し
て
澄
禅
お
ほ
へ
ず
」
オ地
に
落
て
た
ゝ
ず
み
給
ふ
.
其
時
し
か

と
其
を
見
給
ふ
に
.
実 じ
つに
曽
我
原
の
塔
の
峯
の
麓
と
に
て
ぞ
あ
り
け
る
.
故
に
.
元
の
巖
窟
に
入
.
な
を
も
益

修
行
ま
し

す
る
也
評 へ
う
に
い
わ
く
.
右
の
奇
特
の
こ
と
あ
り
し
も
.
百
参
満
日
の
事
な
れ
ば
.
願
望
成
就
の
し
に
冨
士
山
と
み
せ
し
め
給
ひ
て
.
御
佛
教
の
事
な
る
べ
し
.
難
レ
有
貴
き
と
も
申
も
愚
か
成
へ
し
と
爾
云
し
か
い
ふ.
去
程
に
.
澄
禅
は
又
翌
年
三
月
中
旬
に
冨
士
山
.
絶
頂
に
」
ウ昇
り
て
.
か
へ
す

も
幾
ほ
ど
も
.
便
り
な
き
世
の
あ
り
さ
ま
な
り
.
只
死
せ
ん
よ
り
外
は
な
し
と
.
命
を
投
ち
て
當
來
の
種
を
植
ん
と
.
念
佛
唱
へ
給
ふ
に
.
天
人
爰
に
く
だ
り
つ
ゝ
を
散
し
て
.
天
の
羽
衣
の
袖
を
ひ
ろ
げ
て
.
雪
霰
れ
を
防
ぎ
給
へ
り
.
又
其
へ
空
躰
仙
人
來
現
し
給
ひ
て
.
善
哉
.
よ
い
か
な
.
澄
禅
.
法
門
の
龍
の
像 かた
ちな
―151―
り
と
勇
猛
を
讃
嘆
し
て
美
敷
き
.
蓮
二
莖
を
授
け
玉
ひ
て
.」
オの
た
ま
わ
く
.
是
は
天
竺
の
.
霊
鷲
山
に
生
ず
る
.
木
蓮
樹
を
も
つ
て
造
れ
る
.
持
蓮
花 げ
な
る
ぞ
.
是
天
竺
に
お
ひ
て
は
観
音
の
像
を
彫 ほ
り
剋 きざ
む
に
は
.
此
樹
を
も
つ
て
持
物
の
蓮
花
を
つ
く
れ
る
な
り
.
殊
に
い
み
じ
き
功
德
と
お
も
へ
り
.
か
る
が
ゆ
へ
に
人
に
是
を
求
め
さ
す
る
事
希 ま
れ
な
り
.
最 もつ
と
も
崇 あ
が
め
奉
る
べ
き
霊
樹
な
り
.
然
れ
ど
も
國
王
の
制
度
あ
る
ゆ
へ
.
其
得 う
る
事
甚
だ
希
な
る
も
の
也
.
我
昔
よ
り
」
ウ已 こ
の
來 か
た
.
身
を
離
さ
ず
し
て
持
奉
る
冬
也
.
今
是
を
汝
に
附 ふ
属 ぞ
く
す
る
な
り
.
慎 つゝ
しん
で
散 な
へ
て
.
か
る

し
く
人
に
見
す
る
事
な
か
れ
.
随
分
尊
敬
し
奉
る
へ
き
も
の
也
と
也
.
此
空
躰
仙
人
一
名
法
道
仙
人
也
.
是
観
音
大
士
の
化
現
に
し
て
.
世
其
名
を
現
せ
し
も
の
也
.
日
本
に
遊
暦
し
て
.
観
音
の
霊
塲
を
草
創
な
る
事
.

に
数
多
有
る
な
り
.
先
づ
摂
津
の
國
兎
原
郡
に
佛
母
摩
耶
山
」
オ
	利
天
上
寺
ナ
リ
是
人
王
四
十
代
天
武
天
皇
.
御
建
立
也
.
澄
禅
和
尚
.
先
年
摩
耶
山
に
お
い
て
籠
り
給
ふ
時
.
法
道
仙
人
來
り
て
.
毎
度
佛
法
の
説
釈
あ
り
し
と
也
.
又
相
摸
の
国
.
曽
我
原
村
塔
の
峯
阿
彌
陀
寺
の

嶽
の
巖
窟
に
数
年
御 い
ま
舂 す
な
り
.
是
弾
誓
上
人
の
始
め
て
可
を
開
き
給
ふ
處
に
し
て
澄
禅
も
此

に
修
行
せ
し
も
の
也
.
依
て
當
山
に
お
ひ
て
.
勤
行
」
ウせ
し
も
の
に
は
.
時

.
龍
神
の
來
巖
せ
し
事
と
也
.
或 あ
る
時 と
き
は
龍
神
澄
禅
よ
り
佛
器
を
属
し
給
ひ
し
也
.
又
遥
か
の
ち
に
至
て
.
彼
法
道
仙
人
よ
り
賜
り
し
.
持
蓮
壱
本
.
竜
神
へ
あ
た
へ
給
ひ
し
と
也
.
右
持
蓮
花
の
形
ち
と
申
は
.
筆
の
こ
と
く
に
し
て
.
其
色
赤
黒
く
.
長
さ
五
寸
八
分
.
未
敷
蓮
椏
り
壱
寸
五
分
.
莖
本
と
り
九
分
半
あ
り
.
目
方
四
斤
五
分
あ
り
.
扨
又
貞
享
三
丙
寅
年
四
月
八
日
塔
ノ
峯
庵
室
を
」
オ結
ぶ
是
は
澄
禅
か
少
し
分
り
が
た
し
勤
行
に
は
禮 ら
い
讃 さ
ん
文
を
唱
へ
給
ひ
て
.
法
道
仙
人
よ
り
の
教
へ
に
任
せ
.
薬
師
如
来
の
本
尊
を
念
し
給
ふ
と
也
.
去 さ
れ
ば
日
本
を
伊
弉
諾
い
ざ
な
ぎ
の
尊 みこ
と
お
の
こ
ろ
嶋
と
名
付
給
ふ
.
其
後
瓊 キ
々 ギ
杵 に
の
尊 みこ
と
.
豊 と
よ
葦 あ
し
原 は
ら
と
付
玉
ふ
.
又
其
後
神
武
帝
日
向
の
國
宮
崎
よ
り
.
大
和
國
橿
原
郡
に
移
り
給
ふ
時
.
大
日
本
国
と
名
付
給
ふ
.
此
日
本
は
瑠
璃
る
り
世
界
な
り
.
即
ち
此
國
に
生
ひ
出
る
物
.
総
て
何
に
寄
ず
.
草
木
.
國
土
.
薬
師
如
来
の
借
地
免
に
」
ウ住
せ
し
ゆ
へ
.
安 お
し
託 な
へ
て
.
各
々
薬
師
を
信
仰
す
へ
き
も
の
な
り
.
薬
師
を
念
ず
る
も
の
に
は
.
其
利
益
こ
ふ
だ
い
な
る
事
也
と
也
.
孝
霊
帝
の
御
時
江
近
の
國
地
さ
け
て
.
一
夜
の
う
ち
に
水
海
と
成
る
.
同
夜
に
駿
河
の
国
に
冨
士
山
わ
き
出
る
.
此
不
二
ふ
じ
山
の
大
権
現
本
地
は
則
ち
薬
師
如
來
也
.
又
曰
く
.
允
恭
帝
の
御
時
.
江
州
比
良
.
白 し
ら

ひ
げ
大
明
神
.
湖
水
に
出
玉
ひ
.
岩
上
に
腰
か
け
魚
を
釣
玉
ひ
し
處
へ
.
異
國
の
來
り
申
に
.
此
比
叡
山
に
お
ひ
て
.」
オ今
年
よ
り
三
百
ケ
年
終
る
頃
に
至
て
自
ら
日
本
へ
出
生
し
て
佛
法
を
弘
く
諸
人
に
教
化
し
た
く
候
間
.
山
の
内
地
面
賜
る
べ
く
と
申
す
.
白
髪 ひ
げ
答
へ
て
曰
く
.
此
湖
水
三
度
.
桒
の
木
原
と
成
事
を
知
る
故
に
佛
法
を
弘
め
教
化
せ
し
な
ば
.
我
此
大
地
に
て
魚
つ
る
事
な
り
が
た
き
ゆ
へ
.
其
を
は
差
免 ゆ
る
し
か
た
し
と
答
し
處
へ
.
何
方
纏
と
も
な
く
.
赤
地
の
衣
を
着
せ
し
僧
來
り
曰
く
.
自 み
づ
か
ら
此
地
に
住
事
久
し
.」
ウお
よ
そ
八
億 お
く
八
万
歳
余
に
及
ぶ
.
此
豊
芦
原
に
か
ぎ
ら
ず
.
一
世
界
皆
我
地
面
な
り
.
去
る
に
依
て
.
守
護
す
る

也
と
い
ゝ
つ
ゝ
白
雲
に
乘
じ
て
比
叡
山
へ
飛
去
る
.
爰
を
以
て
.
異
國
の
増
は
.
法
經
八
軸
を
比
叡
山
へ
石
の
か
ら
櫃 び
つ
に
右
の
八
軸 じ
く
を
納
め
入
.
鎖
前
じ
や
う
ま
い
を
落 お
ろ
し
土
中
に
埋 う
づ
め
置
き
申
て
曰
く
.
我
今
年
よ
り
三
百
年
終
て
後
.
此
地
へ
出 しゆ
つ
來 ら
い
し
.
左
り
の
手
に
鍵 か
ぎ
を
握 に
ぎ
り
て
出
生
す
る
な
り
.
其
時
土
中
に
埋
め
し
石
の
か
ら
櫃 ひ
つ
鎖
前
を
」
オひ
ら
き
て
堂
塔
を
建
立
し
.
法

経
を
弘
め
.
諸
人
に
教
化
を
な
さ
ん
と
い
ふ
て
.
鍵
を
持
て
僧
は
.
異
國
へ
立
帰
り
給
ふ
と
也
.
其
後
天
平
寳
字
年
中
に
.
坂
本
に
叡
山
開
祖
.
傳
教
大
師
.
鍵
を
左
り
の
手
に
に
ぎ
り
.
出
生
あ
り
し
と
也
.
又
其
後
.
桓
武
帝
.
延
暦
元
年
山
城
の
國
.
平
安
城
へ
京
都
也
う
つ
ら
せ
ら
れ
候
時
.
傳
教
大
師
.
法
花
經
を
都
の
地
中
に
し
き
給
ふ
な
り
.
依
て
都
の
地
を
壱
度
踏
し
者
は
.
極
楽
世
界
に
む
ま
」
ウる
と
い
へ
り
.
比
叡
山
延
暦
寺
の
本
尊
は
藥
師
如
来
な
り
.
此
國
.
総
て
瑠
璃
世
界
に
て
薬
師
如
来
の
御
地
免
な
り
し
ゆ
へ
.
人
王
四
十
五
代
聖
武
天
皇
の
御
時
.
藤
原
淡
海
公
に
勅
使
あ
り
て
.
日
本
國
國
々
に
國
分
寺
と
名
付
し
寺
壱
ケ
國
に
壱
ケ
寺
是
あ
り
.
東
國
は
坂
ノ
上
田
村
丸
勅
使
な
り
.
西
國
は
吉
備
大
臣
勅
使
な
り
.
中
国
は
藤
原
淡
海
公
.
九
州
は
大
野
東
人
麿
勅
使
な
り
.
則
ち
國
分
寺
本
尊
は
皆
薬
」
オ師
瑠
璃
光
如
来
と
定
り
.
當
代
是
あ
る
処
な
り
.
又
相
摸
國
日
向
山
の
本
尊
も
薬
師
如
來
に
て
行
基
菩
の
御
作
に
て
坂
ノ
上
の
田
村
摩
呂
の
御
建
立
の
地
な
り
.
北
條
時
政
の
母
.
此
薬
師
如
來
へ
信
仰
厚
く
し
て
.
何
卒
我
い
ま
だ
一
子
も
な
く
.
御
方
便
を
も
つ
て
.
一
子
御
授
け
下
さ
れ
と
祈
り
し
処
程 ほ
ど
な
く
懐
妊
し
何
の
差
支
り
も
な
く
一
子
を
出
生
せ
り
其
子
則
北
條
相
摸
守
時
政
是
也
.
澄
禅
和
尚
も
」
ウ度
御
參
詣
あ
り
し

也
.
又
下
野
の
国
日
光
山
御
本
地
も
薬
師
如
来
也
.
相
殿
摩
多
羅
神
.
山
王
大
権
現
.
東
照
宮
.
三
社
納
め
奉
る
.
則
本
尊
は
薬
師
如
來
也
.
又
―152―
参
河
の
国
風
來
寺
峯
の
薬
師
を
慎 ち
ん
じ
二
菩
十
二
神
を
安
置
す
.
是
東
照
大
権
現
は
薬
師
十
二
神
の
内
.
虎
御
前
童
子
の
化
身
な
り
.
日
光
山
奥
の
院
寺
ケ
埼
薬
師
如
來
は
弘
法
大
師
の
御
作
な
り
.
又
足
利
義
も
薬
師
如
來
を
建
立
し
て
信
し
給
ふ
故
.
つ
い
に
」
オ
天
下
將
軍
と
成
.
武
運
長
久
な
り
ぬ
.
又
聖
德
太
子
大
和
國
法
隆
寺
初
て
御
建
立
の
時
も
.
一
に
薬
師
堂
よ
り
御
建
立
な
し
給
ふ
也
.
北
條
.
足
利
.
德
川
.
薬
師
十
二
神
の
内
の
化
身
也
と
ぞ
.
天
下
泰
平
.
武
運
長
久
昔
よ
り
能
納
り
し
は
此
三
家
に
と
ゞ
ま
る
と
也
.
外
に
も
將
軍
家
あ
れ
ど
も
つ
ゞ
き
が
た
し
と
也
.
さ
て
又
曽
我
村
塔
の
峯
の
阿
弥
陀
寺
は
.
弾
誓
上
人
の
始
て
開
き
給
ふ
御
山
な
り
し
ゆ
へ
.
澄
禅
和
尚
爰
に
お
い
て
修
行
し
」
ウた
ま
ひ
し
時
三
峯
山
へ
御
參
詣
の
砌
秩
父
三
十
三

り
た
ま
ひ
翌
年
元
元
戊
辰
正
月
廿
八
日
事
な
り
し
が
.
塔
峯
阿
弥
陀
寺
を
去
り
た
ま
ひ
て
坂
東
三
十
三
を
り
給
ふ
先
差
し
入
る
處
人
皇
六
十
五
代
花
山
院
は
十
六
歳
に
し
て
天
子
の
位
に
入
十
九
歳
に
し
て
位
を
避 さ
り給
ふ
寛
和
二
年
六
月
廿
二
日
夜
濳 ひ
そ
か
に
王
宮
を
脱 の
がれ
出
徃
て
西
山
の
花
山
寺
へ
入
給
ふ
其
路 み
ち安
部
晴
明
が
宅
を
過
る
暑
の
夜
の
事
故
庭
に
在
り
忽 たち
まち
仰 あ
ほぎ
見
て
驚
き
曰
く
天
に
大
変
の
象 そ
うを
呈 し
めす
是
天
子
位
を
避 さ
るの
兆 き
ざ
し
也
と
其
時
帝
王
こ
の
言 げ
ん
を
」
	オ聞
て
笑
て
走 は
し
り
入
給
ふ
時
に
晴
明
大
裡
に
入
て
事
を
奏 そ
う
す
群 く
ん臣 し
ん驚
き
観 み
るる
に
帝
王
在 い
まさ
ず
即
ち
此
夜
花
山
寺
に
於
て
髪
を
薙 か
みし
法
の
諱 いみ
なを
入
覚
と
付
さ
せ
玉
ふ
悉
駄
太
子
も
十
九
歳
に
し
て
雪
山
へ
登
入
也
斯
て
五
畿
内
外
の
霊
塲
を
遊 ゆ
う


れ
きし
て
又
紀
州
熊
野
山
へ
御
參
詣
の
砌
那
智
山
に
入
て
三
年
の
間
だ
山
を
出
ず
種

の
苦
行
を
為 な
し玉
へ
り
則
ち
法
皇
那
智
山
を
出
て
大
和
國
長
谷
寺
に
入
諸
國
行 あ
ん脚 ぎ
やの
御
願
を
立
て
三
七
日
夜
宝
前
に
持
念
し
玉
ふ
其
満
ず
る
日
の
暁 あか
つ
きに
至
り
て
香
の
衣
の
」
	ウ老
僧
來
り
親 ま
みへ
た
り
法
皇
の
頂 いた
ゞき
を
摩 な
でて
汝
有 う
為 ゐ
の
栄
花
を
厭 い
とひ
は
や
く
無
為
に
正
路
の
皈 をも
む
く
也
是
を
随 す
い

き
す
る
な
り
我
坂
東
八
州
に
お
い
て
身
を
三
十
三
に
現 げ
んす
其
能
塲
を
知
る
者
は
河
内
の
石
河
寺
の
佛
眼
上
人
也
彼
と

と
も
に
坂
東
巡
禮
を
始 し
行 きや
う
し
て
偏
に
道
俗
男
女
を
導 みち
びく
へ
し
誠
に
後
生
善
處
の
方
便
に
は
此
一
の
修
行
な
り
是
故
に
彼
宸 ゑ
ん
魔 ま
大
王
は
德
道
上
人
を
冥 みや
う府 ふ
に
請 しや
うし
順
禮
功
德
の
印 て
璽 が
たを
賜
ひ
し
ぞ
と
告 つ
け
訖 をわ
つて
帳
中
に
入
玉
ふ
法
皇
夢
覚
て
叡 ゑ
い
感 か
ん
あ
り
」
オ仍 し
き
り
に
石
河
寺
御
駕
を
碪 めぐ
らし
佛
眼
上
人
弁
光
僧
正
良
應
上
人
元
密
上
人
傳
光
僧
都
満
願
上
人
威
光
上
人
都
て
八
人
の
御
同
行
に
て
正
暦
元
年
庚
寅
の
奉
初
て
鎌
倉
へ
御
下
向
あ
り
佛
眼
上
人
を
御
先
達
と
し
て
坂
東
八
州
を
巡
礼
し
玉
へ
り
即
ち
仏
眼
上
人
は
熊
野
権
現
變 け
身 し
ん也
と
賜
ふ
澄
禅
上
人
に
は
坂
東
第
一
番
鎌
倉
大
蔵
谷
観
音
院
杉
本
寺
行
基
大
士
御
作
な
り
即
ち
上
人
當
山
は
一
番
し
故
一
夜
修
行
勤
た
ま
ひ
て
暁
れ
は
実
爰
に
退
り
て
三
浦
郡
久
野
郷
海
前
山
岩
殿
尊
」
ウ観
世
音
大
士
行
基
大
士
御
作
也
德
道
上
人
開
基
名
越
郷
安
養
院
田
代
堂
惠
心
僧
都
手 て
親 つ
か五
尺
四
寸
の
千
手
観
音
大
士
作
り
給
ふ
第
四
鎌
倉
長
谷
寺
觀
音
大
士
大
和
長
谷
寺
観
音
同
木
同
作
徳
道
上
人
艸
な
り
五
番
足
柄
下
郡
飯
泉
山
勝
福
寺
觀
音
は
赤 しや
く
栴 せ
ん
檀 だ
ん
御 み
衣 そ
木 ぎ
を
以
て
毘
首
羯
磨
作
る
三
國
傳
来
當
地
に
安
置
す
太
政
大
臣
弓 ゆ
削 げ
の道
鏡
人
皇
四
十
六
代
孝
謙
帝
大
唐
楊 や
う州
の
鑑 か
ん眞 し
ん
和
尚
壬
生
寺
開
山
な
り
始
て
傳
来
時
に
」
オ獻
上
せ
し
観
音
大
士
坂
東
五
番
の
本
尊
也
第
六
番
愛 あ
い甲 か
う郡
飯
上
山
長
谷
寺
行
基
大
士
開
基
同
作
観
音
な
り
一
之
宮
寒
川
社
國
分
寺
第
七
番
大
住
郡
金
目 も
く山
光
明
寺
本
尊
小
磯
濵
よ
り
出
現
の
觀
世
音
大
士
な
り
第
八
番
愛
甲
郡
法
山
星
谷
寺
本
尊
観
音
大
士
行
基
大
士
御
作
也
武
藏
國
児
王
郡
金
佐
奈
神
社
一
之
宮
國
分
寺
拜
し
奉
り
て
是
よ
り
比
企
郡
平
之
郷
へ
行
て
第
九
番
都
史
山
慈
光
寺
役 えん
の
行 きや
う者 じ
や開
基
な
り
」
ウ
都 と
史 し
山 さ
ん麓
の
里
に
は
蝮 ま
む蛇 し
多
し
昔
は
螫 さ
ゝる
ゝ
者
数
多
有
し
或
時
一
人
の
農
夫
八
月
初
め
頃
稻
田
苅
時
兩
足
を
喫 く
われ
し
忽
ち
膝 ひ
ざよ
り
腫 は
れれ
上
り
毒
氣
惣
身
に
弥 わ
たり
て
一
足
も
歩 あ
ゆみ
し
事
か
な
わ
ず
早
日
も
西
山
に
入
其
内
に
早
晩
景
に
及
し
ゆ
へ
実 し
つ苦 く
観
音
經
唱
へ
ら
れ
し
処
百
遍
よ
唱
へ
し
に
何
方
と
も
な
く
白
髪
の
翁
來
り
我
れ
汝
か
此
に
お
い
て
毒
虫
に
喫 く
わ
れ
し
を
救 す
く
わ
ん
が
為
に
此
處
へ
今
來
り
し
也
汝
か
手
を
差
出
す
べ
し
と
あ
る
時
則
ち
農
人
の
手
の
内
へ
猪 いの
し
ゝと
云
一
字
を
書
與 あ
た
へ
是
に
て
汝
が
惣
身
を
撫 な
で
よ
と
必
す
苦
痛
を
除
く
べ
し
と
言
終
り
て
何
方
へ
か
退
り
給
ふ
」
オ農
人
は
撫 な
で
る
に
随
て
本
復
す
我
家
に
帰
り
て
休
足
し
て
夜
明
を
待
て
都
史
山
観
音
大
士
の
則
ち
化
身
な
り
と
思
ひ
て
則
其
日
都
史
山
に
參
り
し
道
す
か
ら
立
よ
り
喫
れ
し
處
に
三
尺
五
六
寸
余
り
の
蝮 ま
む蛇 し
二
筋
死
て
有
し
を
見
て
弥
夫
纏
都
史
山
へ
い
そ
ぎ
御
禮
参
り
い
た
さ
れ
し
と
云
な
り
聖
德
太
子
蝮 まむ
し災
を
除
る
御
詠
有
行 ゆ
く前 さ
きに
鹿 か
の子 こ
班 まだ
らの
虫
匍 さ
ゝば
山
だ
つ
姫 ひ
めに
有 あ
りと
し
ら
せ
ん
猪 山
た
つ
姫
と
は
の
事
な
り
.
」
ウ
此
歌
を
行
さ
き
に
唱
ふ
れ
は
蝮 ま
む蛇 し
の
巣
に
入
と
も
螫 さ
ゝれ
さ
る
こ
と
な
り
と
也
夫
よ
り
武
藏
の
國
那
珂
郡

こ
て貫 さ
し原
の
郷
千
手
谷
山
口
村
金
乘
院
行
基
大
士
の
開
山
な
り
諸
州
を
遊
化
し
て
此
地
に
い
た
り
て
日
す
で
に
沒 く
れぬ
す
な
は
ち
錫 しや
くを
樹
下
に
か
け
て
終 よ
も
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夜 す
が
ら
念
数
な
り
給
ふ
に
丑
の
刻
こ
ろ
に
し
げ
り
た
る
藪
の
中
に
千
手
陀
羅
尼
を
と
な
ふ
る
聲
あ
り
行
基
是
を
」
オあ
や
し
み
和
し
て
具
に
誦
す
る
に
異
香
薫
じ
霊
光
輝 か
ゝ
や
き
千
手
千
眼
観
音
尊
紫
雲
に
乘 しや
うじ
て
樹
上
に
影 え
う向 が
うし
た
ま
ひ
不
動
毘
沙
門
弁
財
天
ま
し

け
る
行
基
未 み
曽 ぞ
う有 う
の
感
た
へ
ず
な
を
か
の
陀
羅
尼
を
念
誦
し
ま
た
樹
下
を
匝 め
ぐり
て
瞻 せ
ん禮
し
奉
る
乃 な
いし
暁
の
こ
ろ
に
至
て
く
だ
ん
の
尊
容
み
な
か
く
れ
た
ま
へ
り
越
て
彼
影
向
の
」
ウ
霊
木
を
伐 き
りて
よ
も
す
が
ら
感 か
ん見 け
んし
奉
る
尊
容
を
摸 う
つし
彫 き
ざみ
な
か
く
此
地
に
度
生
の
方
便
を
施
し
た
ま
ふ
仍
て
此
地
を
千
手
谷
と
稱
す
其
後
弘
法
大
師
一
夏
安
居
の
あ
い
だ
千
手
の
密
を
修
せ
ん
と
西
の
渓 た
にに
つ
ひ
て
閼 あ

か
水 み
すを
い
の
り
も
と
め
ん
と
し
た
ま
ふ
に
た
ち
ま
ち
地
よ
り
鵜 うの
と
り一
羽
と
ひ
出
て
跡
よ
り
浄
水
涌
流
る
ゝ
し
か
つ
し
て
後
水
常
に
」
オ是
を
服
し
て
病
を
痊 い
や
す
も
の
多
し
と
也
時
に
元
弘
三
癸
酉
年
五
月
新
田
左
中
將
義
貞
上
野
国
纏
義
兵
を
存
し
旗 は
た
を
武
州
	
こ
て
貫 さ
し
原
金
乘
院
本
尊
執
世
音
宝
前
に
お
い
て
一
紙
の
願
書
を
捧
げ
朝

退
治
の
武
功
を
祈
り
玉
ふ
一
夜
大
將
義
貞
夢
に
執
世
音
馬
上
に
あ
り
て
御
手
に
弓
矢
を
授 さ
づけ
た
ま
ふ
義
貞
夢
覚
め
て
大
き
に
悦
あ
り
て
勇
て
関
戸
の
陳
に
馳
向
ふ
然
る
に
不
日
に
相
刕
鎌
倉
北
條
」
ウ一
家
を
亡
し
震 し
ん襟 き
んを
安 やす
んじ
奉
る
也
十
番
比
企
郡
岩
殿
山
正
法
寺
執
世
音
大
士
霊
山
な
り
上
人
當
山
に
お
ひ
て
修
行
勤
た
ま
ふ
に
子
の
刻
過
纏
當
山
の
草
木
を
照
し
た
ま
ひ
て
頂 いた
ゞき
に
お
ひ
て
音
樂
の
聞
ゆ
る
事
丑
の
刻
過
有
上
人
は
余
り
有
難
く
明
の
夜
も
勤
め
た
ま
ふ
處
に
又
前
夜
の
比
よ
り
諸
天
善
神
二
十
五
菩
に
い
た
り
溟 ほ
の涬 か
に
顯 あら
われ
見
へ
給
ふ
事
寅
の
刻
半
過
音
樂
は
し
ゆ
し
や
う
な
る
事
誠
に
の
べ
か
た
き
事
な
り
」
オさ
れ
は
當
山
の
沙
門
に
昨
夜
よ
り
夜
前
の
後
即
ち
御
噺
し
な
さ
れ
し
処
其
時
沙
門
の
申
さ
る
ゝ
に
は
當
山
は
元
善
知
識
の
僧
御
參
の
節
は
二
十
五
菩
諸
天
善
神
に
至
り
顯 あら
われ
出
現
し
た
ま
ふ
こ
と
是
も
数
度
承
り
し
こ
と
也
ま
た
在
家
男
女
の
も
の
仁
義
禮
を
守
り
一
切
懴 さ
ん悔 げ
い
た
し
通
夜
い
た
せ
し
も
の
は
其
夜
に
音
樂
を
き
く
山
の
峯
佛
菩
下
て
見
へ
ず
共
光 こ
う
明 みや
う
照 て
り
草
木
晝
中
よ
り
も
見
へ
わ
た
り
し
と
云
事
」
ウ諸
方
よ
り
參
り
通
夜
せ
し
も
の
数
度
の
内
に
も
音
樂
聞
も
の
も
あ
り
又
同
簧
に
連 つ
ら
なり
居
る
も
の
に
も
聞
へ
ず
見
へ
す
と
言
事
も
あ
る
也
岩
殿
山
正
法
寺
觀
音
不
動
毘
沙
門
三
躰
逸 い
つ海 か
い上
人
の
御
作
な
り
坂
上
田
村
將
軍
利
仁
公
開
基
今
此
野
本
里
利
仁
山
將
軍
塚
神 や
し祠 ろ
有
其
後
零 れ
い落 ら
くに
及
ひ
然
る
に
鎌
倉
平
政
子
二
位
禅
尼
公
天
下
安
全
御
祈
願
所
に
し
て
建
立
遊
さ
れ
し
也
十
一
番
横
見
郡
岩
殿
山
安
樂
寺
本
尊
聖
執
音
」
オ
見
兵
庫
守
本
尊
安
置
の
也
と
云
事
也十
二
番
嵜
王
郡
岩
槻
林
山
慈
恩
寺
千
手
觀
音
慈
覚
太
師
開
基
也
毒
蛇
栖 す
みて
人
を
害
せ
し
故
に
降 ご
う伏 ふ
くし
た
ま
ひ
て
彼
蛇
身
を
辨
才
天
に
祠 ま
つる
十
三
番
江
府
淺
艸
寺
本
尊
聖
觀
音
宮
川
の
澳
に
至
て
魚
網
に
罹 かゝ
りて
亥
ノ
剋
に
至
り
光
を
放
ち
上
り
玉
ふ
然
る
処
澄
禅
上
人
久
々
に
て
江
府
に
來
り
夫
の
近
付
の
家
へ
入
來
に
て
御
留
其
内
近
辺
の
諸
堂
へ
參
り
給
へ
し
に
」
ウそ
こ
爰
に
と
七
八
日
留
に
て
江
府
を
退
り
給
ひ
て
十
四
番
久
良
岐
郡
伹
久
郷
瑞
應
山
弘
明
寺
觀
音
は
行
基
大
士
御
作
弘
法
大
師
開
基
也
時
に
養
老
二
戊
午
年
に
行
基
大
士
當
山
に
於
て
白
蓮
乱
飛
し
て
山
上
古
本
の
間
に
散
落
を
見
給
ふ
に
忽
ち
神
人
出
現
有
白
狐
に
乗
壱
人
は

か
ら烏 す
に
乗
天
竺
の
善
無
畏
三
藏
法
師
日
本
に
生
れ
て
今
此
地
に
來
り
て
蟠 は
ん石
を
加
持
し
て
石
を
圍 めく
りに
陀
羅
尼
書
と
見
へ
た
り
と
言
終
り
て
退
り
給
ふ
其
時
行
基
大
士
は
」
オ
烏 から
す
に
乗
し
は
熊
野
権
現
白
狐
に
乗
し
は
早
玉
尊
命
な
り
兩
社
出
現
境
内
に
祠 ま
つ
る
也
夫
纏
澄
禅
上
人
は
武
州
迥
り
終
り
て
十
五
番
上
蟶
國
高
﨑
の
城
下
を
り
白
石
山
長
谷
寺
觀
音
は
行
基
大
士
栁
靈
木
作
給
ふ
役
行
者
今
此
白
石
山
へ
來
り
人
通 か
よわ
さ
る
嶮
山
な
り
其
半
に
少
し
平
地
に
水
涌 わ
き出
て
諸
々
に
薬
艸
生
す
行
者
悦
し
給
ひ
て
麓
へ
め
く
り
て
刀
根
川
水
底
に
一
丈
余
の
白
石
あ
り
則
此
白
石
を
彼
山
へ
持
來
る
行
者
の
力
に
及
ず
ゆ
へ
に
御
山
に
お
ひ
て
三
七
夜
に
」
ウ經
陀
羅
尼
を
讀 ど
く
誦 じ
ゆ
し
た
ま
ふ
に
満
座
の
夜
不
動
明
王
八
大
童
子
出
現
し
玉
ひ
て
刀
根
川
水
底
に
一
牡
余
も
有
し
白
石
此
塲
へ
來
り
即
ち
出
現
の
不
動
明
王
八
大
童
子
行
者
作
り
賜
ひ
て
彼
白
石
上
へ
安
置
し
給
ふ
上
州
一
之
宮
伊
香
保
社
國
分
寺
り
玉
ふ
十
六
番
同
國
群
馬
郡
五
德
山
水
澤
寺
本
尊
觀
世
音
藤
原
淡
海
公
孫
子
藤
原
魚
名
公
孫
子
川
邊
豊
沢
公
孫
子
高
辺
佐
大
將
家
成
公
之
女
伊
香
保
姫
守
本
尊
也
」
オ御
尺
ケ
二
寸
八
分
の
像
高
麗
國
慧 ゑ
ん
灌 くわ
ん
僧
正
持
来
國
司
高
邊
家
成
公
獻
し
賜
ふ
ま
た
家
成
女
伊
香
保
姫
授
け
た
ま
ふ
其
母
三
十
八
歳
に
し
て
病
死
父
家
成
は
信
州
更
科
大
夫
宗
行
が
娘
を
家
成
後
妻
に
定
め
一
人
男
子
を
産
み
夫
よ
り
し
て
継
母
前
ノ
三
女
を
妬
み
我
親
類
更
科
次
郎
兼
光
と
謀
り
て
三
人
の
娘
を
更
科
へ
引
入
れ
て
赤
城
山
へ
連
れ
行
麓
に
於
て
殺 こ
ろ
さ
ん
と
山

か
せ
き
十
人
取
ま
き
て
家
來
三
人
の
者
は
目
附
い
た
し
て
差
越
さ
れ
三
人
の
娘
を
」
ウ大

ま
さ
か
り
に
て
正 ま
つ
面 か
う
に
二
人
娘
を
切
割 わ
り
慙 むさ
ん
な
る
か
な
空 む
な
し
く
其
同
塲
に
居
る
伊
保
娘
も
同
や
う
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に
持
た
る
大
り
は
空
中
に
と
ひ
初
切
殺
し
た
る
手
に
持
し
ふ
し
ぎ
や
空
中
に
飛
退
り
黒
雲
出
大
風
吹
渡
り
て
其
塲
忽
ち

く
ら
闇 や
み
と
な
り
ぬ
彼
三
人
の
目
付
の
も
の
ゝ
背 せ
中 な
か
同
様
に
切
疵
を
請
し
神
礼
の
罪 ば
つお
そ
る
へ
き
疵
口
よ
り
虫
数
多
生
し
て
悩
み
終
に
三
人
の
者
苑
山 や
ま

か
せ
き
の
者
共
は
其
塲
に
て
命
ち
を
失
な
わ
ん
か
と
思
ひ
迯
去
り
ぬ
其
塲
に
伊
保
姫
斯 か
ゝ
る
處
に
異
形
の
人
出
來
る
漫 ま
ん
た
る
利
根
川
流
水
を
左
右
へ
」
オ排 ひ
ら
き
地
を
歩 あ
ゆ
む
が
こ
と
く
也
汝
か
命
を
助
け
し
は
我
汝
に
授
し
守
り
本
尊
也
と
言
給
ふ
也
姫
は
鰐 わ
にの
口
を
逋 の
がれ
て
伊
香
保
の
里
に
隠
れ
忍
ひ
入
也
則
姫
の
兄
南
都
左
官
を
勤
て
勅
免
を
蒙
り
南
都
住
居
也
中
納
言
家
定
公
件 く
だ
ん
の
子
細
を
注
進
に
及
し
に
其
後
家
定
下
向
し
て
信
州
更
科
次
郎
兼
光
悪
徒
に
組
す
る
も
の
共
亡
し
又
後
母
は
死
を
許 ゆ
る
し
給
ひ
て
宇
津
尾
山
奥
に
捨
其
後
此
山
を
姨
捨
山
と
い
ふ
則
姨
の
魂 こ
ん魄 は
く石
と
成
と
云
高
麗
國
渡
し
惠
僧
正
勅
命
に
依
て
彼
守
り
本
尊
を
」
ウ水
沢
寺
建
立
安
置
し
賜
ひ
て
中
納
言
家
定
公
御
建
立
の
寺
也
一
之
宮
伊
香
保
社
國
分
寺
赤
城
社
貫
前
社
是
よ
り
下
野
國
宇
津
宮
明
神
國
分
寺
都
賀
郡
出
流
山
満
願
寺
本
尊
千
手
千
眼
聖
像
弘
法
大
師
一
夜
に
彫 ほ
り
刻 き
ざ
み
賜
ふ
奥
之
院
岩
洞
霊
像
自
然
石
に
て
十
一
啼
觀
音
背
向
の
立
像
也
第
一
之
大
日
岩
屋
第
二
之
觀
音
岩
屋
三
岩
屋
女
人
禁
制
の
	

故
鉄 く
さ釣 り
に
て
登
り
て
数
箇
に
按
橋
渡
り
岩
聲
登
り
岩
屋
口
に
小
堂
有
り
旅
人
衣
服
萬
重
と
成
金
錢
」
オ此
堂
に
置
た
す
き
を
か
け
て
燭
を
燃 とも
し岩
屋
入
口
不
動
兩
尊
曼 ま
ん約 だ
羅 ら
岩
窟
に
堀
顯 あら
わし
て
此
間
壱
丁
斗
り
行
し

に
胎 た
い
内 な
い
潜 くゝ
り
と
云
漸
く
頭
を
入
る
斗
り
の
穴
へ
手
を
さ
し
の
ば
し
て
向
ふ
の
岩
を
探 さ
ぐり
執 と
らへ
夫
よ
り
頭
を
入
身
を
縮 ち
ゞめ
て
潜 く
ゞり
通
り
拔 ぬ
け出
皴 ひ
ろ々
鋪
岩
崛
あ
り
廣
さ
拾
牡
余
高
さ
七
牡
も
あ
り
此
岩
に
四
天
王
護
法
善
神
釈
如
来
文
珠
普
賢
諸
大
菩
阿
	
葉
等
諸
大
羅
天
龍
八
部
衆
等
透 す
き
間
ま
な
く
岩
谷
の
四
方
上
に
彫 ほ
り
列 つら
ね
た
り
」
ウ
其
羅
尊
者
肩 か
た膝 ひ
ざ踏 ふ
み渡
て
華 け
鬘 ま
ん瓔 や
う珞 ら
く幡 は
ん蓋 か
い等
ま
た
胎
内
潜 く
ゝり
越
て
此

岩
屋
有
り
見
る
に
高
さ
十
四
五
牡
廣
サ
貮
十
牡
余
り
あ
り
大
師
護
摩
壇
彌
勒
菩
浄
刹
藥
師
十
二
神
般
若
十
六
善
神
上
に
は
雲
乘
十
万
八
千
佛
奥
に
は
大
師
阿
字
觀
の
後 うし
ろ
容 すが
たあ
り
其
外
無
量
壽
佛
形
ち
有
り
聖
天
岩
屋
越
し
て
不
動
岩
屋
越
て
文
珠
岩
屋
普
賢
岩
屋
又
毘
沙
門
岩
屋
越
て
大
黒
岩
屋
五
ツ
の
岩
屋
弘
法
大
師
遺
跡
也
」
オ一
之
宮
日
光
山
大
已
貴
命
奉
拜
夫
よ
り
東
照
大
權
現
樣
三
代
將
軍
大
院
樣
奉
拜
諸
堂
諸
社
り
て
十
八
番
禮

補
陀
落
山
中
禪
寺
本
尊
立
木
以
勝
道
上
人
千
手
觀
音
作
り
給
霊
像
也
十
九
番
河
内
郡
荒
針
里
天
開
山
大
谷
寺
本
尊
岩
山
に
堀
り
造
し
千
手
千
眼
聖
觀
音
一
牡
六
尺
立
像
罪
悪
の
重
き
も
の
は
尊
容
を
拜
す
る
事
か
な
わ
ず
只
常

の
岩
山
と
相
見
へ
御
堂
は
則
ち
山
な
り
内
陳
は
山
の
外
後
ろ
の
方
」
ウ
風
を
立
し
た
る
か
き
岩
下
に
水
涌
出
て
自
然
と
流
れ
川
也
昔
此
内
に
毒
蛇
住
て
時
々
毒
水
流
出
此
水
を
附
は
人
は
勿
論
鳥
獣
虫
の
類
に
至
る
忽
ち
死
に
畠
畑
へ
流
五
穀
も
草
木
も
枯 か
れ
凋 しほ
み民
家
の
憂
へ
朝
夕
に
及
ひ
し

也
時
に
湯
殿
山
の
行
者
三
人
の
沙
門
來
り
里
人
に
曰
く
此
大
谷
の
山
中
に
毒
蛇
住
て
毒
水
流
る
我
等
降 か
う伏 ふ
くの
秘
法
を
以
て
汝
ら
が
患 うれ
いを
除 よ
くへ
し
は
や
く
山
谷
へ
案
内
す
へ
し
と
云
里
人
山
谷
の
流
筋
へ
登
り
高
き
岩
山
の
一
方
に
千
手
千
眼
觀
音
左
り
の
方
に
不
動
右
に
毘
沙
門
」
オ自
然
と
邊
り
に
顯
れ
た
り
光
明
赫 か
く
奕 や
く
と
し
て
金
色
の
如
し
里
人
斯
る
不
思
儀
を
奉
拜
事
也
我
ら
は
近
在
に
住
な
か
ら
此
尊
像
を
知
ら
す
雲 う
ん泥 で
い
相
違
竒
特
也
荒
針
郷
老
男
女
感
涙
袖
を
絞 し
ぼら
ざ
る
も
の
は
な
し
是
纏
此
方
湯
殿
山
行
者
を
貴 たつ
とひ
て
菩 ぼ
提 だ
いの
道
に
入
者
多
か
り
し
と
也
是
大
谷
寺
の
初
也
又
毒
蛇
を
弁
才
天
と
崇 あ
がむ
則
住
池
あ
り
今
其
池
を
清
浄
蓮
池
と
云
也
弐
十
番
下
野
國
芳
賀
郡
益
子
郷
獨 と
く
股 こ
山
西
明
寺
」
ウ本
尊
十
一
面
觀
世
音
大
士
御
胸
の
間
熊
野
權
現
神
筆
納
尊
像
也
依
て
勅
に
行
基
大
士
開
基
也
其
後
弘
法
大
師
岩
崛
に
在
て
安 あ
ん
詳 じや
うと
し
て
修
行
し
賜
ふ
獨 と
く股 こ
を
山
に
納
塲
也
二
十
一
番
常
陸
國
久
慈
郡
八
溝
山
日
輪
寺
弘
法
大
師
湯
殿
山
よ
り
鹿
嶋
明
神
へ
趣
き
八
溝
山
の
峯
よ
り
水
八
方
に
流
れ
落
仍
て
八
溝
山
と
号
す
狩 か
り衣 き
ぬを
着 き
給
ひ
し
神
人
左
右
纏
出
來
り
此
嶺
は
十
一
面
観
音
利
生
方
便
の
浄
土
也
と
則
二
神
の
教
に
順 した
がひ
十
一
面
尊
像
二
躰
手 て
ず
親 か
ら
五
尺
」
オ余
り
て
彫
刻
し
て
安
置
し
玉
ひ
て
此
峯
に
兩
社
建
立
し
給
ふ
山
王
大
権
現
日
光
大
権
現
弘
法
大
師
此
嶺
に
於
い
て
日
想
觀
に
住
し
玉
へ
は
山
上
に
日
輪
現
前
し
て
一
山
全
く
一
輪
相
と
な
す
故
に
伽 か
藍 ら
ん搆 か
う営 へ
い後
大
悲
宝
閣
と
称
し
て
総 す
べて
日
輪
寺
と
号
す
故
に
玄
翁
和
尚
は
越
前
國
荻 お
き邨 む
らの
出
生
能
登
宗
慈
寺
峩
山
禅
師
に
奥
義
に
豁
達
し
て
悟
道
大
德
の
禪
眼
也
奥
州
會
津
へ
志
し
給
ふ
時
比
八
ツ
溝
山
へ
登
り
大
悲
の
宝
前
に
於
て
日
夜
禅
觀
に
住
し
け
り

し
か
る
に
一
夜
の
」
ウ夢
相
に
本
尊
毘
沙
天
の
形
に
現
し
て
玄
翁
和
尚
に
告
給
ふ
は
那 な
須 す
野 の
の
石
妖
ゑ
う
怪 くわ
い石
は
常
に
お
ふ
く
の
有 う
情 じや
うに
害
あ
り
汝
修 し
ゆ禅 せ
ん
の
道
力
を
以
て
彼
石
の
災
ひ
を
除
へ
し
と
御
手
の
念
珠
を
授
け
給
ふ
す
な
は
ち
玄
翁
夢
さ
め
て
寄
異
の
霊 れ
い告 こ
うを
感
じ
頻
り
に
宝
前
を
辞
し
去
て
山
を
下
り
黒
羽
川
を
渡
り
那
須
蟶
の
原
毒
石
を
尋
け
る
処
に
忽
ち
一
人
の
老
農
夫
来
り
念
比
に
彼
毒
石
の
を
語
り
玄
翁
を
毒
石
の

へ
案
内
す
即
ち
大
悲
の
霊
告
を
感
じ
有
情
の
」
オ為
に
慈
心
を
起 お
こ
して
石
に
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む
か
ひ
て
一
偈
を
唱
へ
持
の
珠
数
に
て
打
玉
へ
は
妖
石
碎 く
だ
け
て
火 く
わ
焔 ゑ
ん
を
吐 は
き
し
こ
と
ふ
し
き
な
り
故
に
玄
翁
大
和
尚
濃
州
今
津
宿
妙
恩
寺
開
山
に
成
給
也
廿
二
番
同
國
久
慈
郡
天
神
林
邨
妙
福
山
明
音
院
佐
竹
寺
正
三
壬
辰
年
花
山
法
皇
坂
東
御
順
禮
の
と
き
八
溝
山
へ
下
向
し
給
ふ
処
衆
多
の
神
等
出
迎
へ
念
比
に
法
皇
に
對
し
て
曰
く
徃 そ
の
昔 か
み
日 や
ま
本
と
武 た
け
尊
東
夷
征 せ
い
罰 ば
つ
し
玉
ふ
時
爰
に
天
神
七
代
霊
を
祠
り
夷
の
賊
を
退
治
を
」
ウ祈
り
玉
ふ
尓 しか
つし
よ
り
我
等
大
神
を
輔
佐
し
て
今
に
東
國
に
安
寧
を
衛 ま
も
り
然
る
に
星
移
り
物
換 か
わ
り
土
人
も
神
の
在 い
ま
すす
を
し
ら
ず
社
も
鳥
獣
住 す
み
か
と
成
り
神
無
が
こ
と
し
幸
ひ
な
る
か
な
法
皇
の
臨 り
ん
光 こ
う
斯
に
無
為
の
宝 ほ
う
殺 せ
つ
を
初
め
て
天
神
七
社
の
奉
為
に
無
上
の
法
味
を
餉 たむ
け給
ふ
語 つ
げ
訖 をは
つて
神
使
は
皆
化
し
去
ぬ
時
尓
法
皇
御
襟
に
掛
玉
ふ
大
悲
の
像
を
従
僧
に
與
へ
是
は
聖
德
太
子
の
彫 き
さ
み
給
ふ
十
一
尊
像
也
汝
等
早
く
此
地
に
安
置
し
て
神
慮
の
法
樂
に
備
へ
即
ち
從
僧
元
密
上
人
法
皇
の
叡
慮
を
」
オ
奉
う
け
玉
わ
り
新
に
六
尺
余
の
立
像
を
彫
み
て
太
子
の
御
作
胸
の
間
に
納
め
一
宇
搆
て
是
を
安
置
す
元
密
上
人
は
當
時
の
開
基
也
常
陸
國
一
之
宮
鹿
嶋
神
社
大
洗
礒
前
薬
師
國
分
寺
浮
津
明
神
大
杦
大
明
神
夫
よ
り
二
拾
三
番
笠
間
城
内
佐
白
山
正
福
寺
本
尊
千
手
觀
音
毘
沙
門
天
の
像
躰
作
俗
に
云
毘
首
羯
磨
の
作
矣
二
十
四
番
眞
壁
郡
雨
引
山
樂
法
密
寺
本
尊
延
命
觀
音
御
長
五
寸
二
分
銅
像
躰
也
惠
心
僧
都
の
行
化
」
ウ新
彫
五
尺
二
寸
の
本
像
を
以
て
彼
小
像
奉
納
胎
中
矣
樂
法
守
藏
居
士
は
大
唐
の
人
な
り
日
本
へ
渡
此
地
に
來
り
尊
像
安
置
の
地
を
求
め
ん
と
す
尓 し
か
る
処
藤
の
衣
を
着
た
る
者
有
り
是
は
婆 ば
薮 そ
仙
人
な
り
曰
く
夫
此
山
に
昔
羅
あ
つ
て
過 く
わ去 こ
尸 し
棄 き
佛
の
舎
利
を
納
る
此
故
に
天
龍
八
部
恒
に
守
護
菩
	聖
衆
影 ゑ
う響 が
うし
た
ま
ふ
也
傅
言
樂
法
守
藏
居
士
は
一
切
經
輪
藏
之
元
祖
大
梁
傅
大
士
之
化
現
な
り
と
云
夫
よ
り
此
霊
塲
を
退
き
て
」

オ二
十
五
番
筑
波
山
大
御
堂
中
禅
寺
知
足
院
護
持
院
也
夫
此
御
山
は
天
地
開
闢
の
古
へ
よ
り
天
神
地
降 が
う

れ
い
の
地
也
延
暦
元
壬
戍
年
德
一
上
人
之
開
山
也
其
後
弘
法
大
師
の
結
界
な
り
大
御
堂
千
手
觀
音
伊
弉
諾
尊
伊
弉
冊
尊
于
託 た
く
宣 せ
ん
に
よ
り
て
弘
法
大
師
彫
刻
之
西
峯
男
躰
權
現
東
峯
女
躰
權
現
稲
村
峯
天
照
大
神
月
讀
ノ
尊
安
峯
蛭 ひ
こ兒 こ
尊
子
原
木
峯
素 そ
戔 さ
の嗚 を
う尊
者
渡
峰
鎭
座
父
母
二
神
兄
四
神
今
麓
に
六
社
是
あ
り
」

ウ女
人
是
を
崇
め
祭
り
給
ふ
社
堂
な
り
二
十
六
番
筑
波
郡
小
蟶
里
南
明
山
清
滝
寺
は
筑
波
権
現
降
遊
之
砌
行
基
大
士
草
創
の
地
也
本
尊
聖
観
音
行
基
大
士
の
彫
造
賜
ふ
建
立
の
地
也
山
の
高
さ
一
里
半
登
り
諸
堂
近
邊
に
水
を
求
ん
と
有
に
伊
弉
伊
諾
の
尊
出
現
あ
り
て
天 あ
まの
鉾 みほ
こを
持
て
行
基
に
何
れ
地
由
な
し
爰
に
お
い
て
鉾
前 さ
きに
て
其
地
を
突
玉
へ
は
忽
ち
地
裂 さ
けて
清
水
涌 わ
き出
て
南
北
兩
方
へ
落
流
て
此
二
神
元
と
陰
陽
神
也
」
オ北
流
陰 ゐ
ん
に
閇 と
じ
て
朦 く
ら
く
南
瀧
陽
に
開
て
明
か
な
り
行
基
大
士
此 こ
ゝ
に
浄
刹
を
剏 はじ
め
南
瀧
の
清
明
な
る
を
取
て
南
明
山
清
滝
寺
と
号
す
行
基
大
士
後
二
百
七
十
余
年
終
て
花
山
法
皇
御
順
禮
の
時
此
霊
塲
の
因 ゐ
ん

ゑ
んを
聞
し
召
さ
れ
斯 か
ゝる
嶮
岨
の
山
頂 いた
ゞ
きに
あ
つ
て
は
老
の
結
普
く
及
す
と
御
堂
を
山
の
麓
へ
移
し
玉
ふ
是
尚
大
悲
者
の
内
鑑
に
叶
ひ
実
に
永
世
の
大
利
益
な
り
又
麓
へ
移
せ
し
後
筑
波
権
現
天
の
鉾
を
持
て

つ
き
水
口
ふ
さ
が
り
」
ウ一
水
も
出
ず
こ
の
水
を
三
ヶ
野
原
神
社
へ
移
し
玉
ふ
土
地
よ
り
脇
に
出
其
地
名
を
水
戸
と
号
流
れ
を
泉
川
と
云
歌
に
も
三
ヶ
蟶
原
脇
て
流
る
ゝ
泉
川
と
有
り
三
ヶ
墅
原
明
神
社
小
宮
に
て
あ
れ
共
栄 し
げり
森
中
に
清
水
脇
出
流
る
ゝ
泉
川
と
云
ふ
澄
禅
上
人
御
覧
じ
て
三
里
歩
み
て
村
松
寺
虚
空
蔵
菩
	を
伏
拜
み
夫
纏
水
戸
御
城
下
一
見
也
下
総
國
一
之
宮
香
取
神
社
國
分
寺
薬
師
如
來
拜
し
夫
纏
二
十
七
番
銚
子
飯
沼
山
圓
福
寺
弘
法
大
師
開
基
塲
也
」
オ本
尊
十
一
面
観
音
海
中
に
出
現
の
尊
像
は
漁
夫
兩
人
の
感 か
ん

と
く伽
藍
初
建
立
の
檀
主
也
甚
た
能
景
と
て
海
上
の
詠
め
能
也
廿
八
番
同
國
滑
河
山
龍
王
院
境
川
朝
日
の
渕
纏
出
現
の
十
一
面
觀
音
長
一
寸
二
分
龍
宮
の
鑄
造
閻 ゑ
ん
浮 う
檀 た
ん
金 こ
ん
の
聖 しや
う
容 よ
う
也
其
節
領
主
小
田
宰
相
將
治
の
開
基
建
立
堂
也
長
サ
二
尺
ノ
尊
像
法
橋
定
朝
彫
御
胸
間
に
納
奉
る
処
也
人
皇
五
十
四
代
仁
明
帝
承
和
五
年
戊
午
の
夏
炎
暑
の
時 じ
候 こ
う
倏 たち
ま
ち
變 へ
ん
じ
氣
寒
日
に
庄
て
厳 げ
ん
冬 と
う
の
如
し
霜
降
て
」
ウ水
凍
り
て
老
児
人
寒 こゞ
へ
山
里
に
雪
積
り
て
草
木
の
葉
は
枯 か
れ
落 お
ち
て
百
穀
皆
種
を
失
ふ
て
民
家
日
追
て
衣
類
食
乏 と
ぼし
く
し
て
餓
す
る
も
の
多
く
有
つ
る
故
に
領
主
小
田
宰
相
將
治
是
素 も
と纏
仁
義
の
君
子
に
て
常
に
人
を
憐
む
の
志
し
あ
り
し
か
將
治
も
ち
か
ら
及
は
ず
此
上
は
慈
覚
大
師
を
請 しや
う
待 だ
い
し
て
法
門
に
入
深
く
三
宝
皈
依
の
將
治
斯
民
家
の
天
災
に
罹 か
ゝり
老
若
の
餓
死
を
見
る
に
忍
ひ
ず
九
穀
を
出
し
て
施
行
を
布 し
き
倉 く
ら
庫 ぶん
こ
傾 かた
む
け
て
金
錢
を
散
せ
と
も
猶
」
オ
扶 すく
い
助 た
す
け
の
ち
か
ら
普
く
及
わ
ず
共
寝
食
を
忘
れ
肺
肝
を
碎 く
だく
が
若 こ
どし
夫
人
力
に
あ
た
わ
さ
る
時
は
佛
神
の
冥
助
を
請 こ
うの
外
な
し
嘗 な
めて
聞
妙
法
蓮
經
は
法
王
髻 もと
ゞ
り
中
の
如
意
宝
珠
に
て
世
に
萬
宝
を
雨 ふ
ら
す
の
德
ア
リ
ト
願 ねが
わ
く
は
此
經
か
勝
能
を
以
て
民
家
の
為
に
災
尼
を
除
ん
と
新
た
に
一
宇
の
浄
室 し
つを
搆
へ
法
千
部
の
會
を
設
け
同
二
十
八
頓 と
ん寫 し
やを
行
す
る
と
こ
ろ
に
こ
の
大
法
會
の
満
日
に
至
り
異 い
相 そ
う
の
小
女
忽
然
と
あ
ら
わ
れ
」
ウ宰
相
將
治
の
前
に
立
り
將
治
是
を
怪 あや
しみ
見
て
曰
く
―156―
女
姓
は
何
人
な
り
と
問
ふ
小
女
答
て
我
は
朝
日
前
と
云
汝
民
の
為
に
家 か
財 ざ
いを
盡 つ
くし
我
身
を
忘
れ
て
他
を
惠 めぐ
むこ
と
実
に
世
間
の
仁
君
子
佛
家
に
取
て
は
菩
の
行
な
り
我
今
汝
が
志
願
を
助
け
ん
と
遙 は
るか
の
海
底
を
凌 し
のぎ
来
れ
り
此
地
の
小
田
川
の
渕
よ
り
乳
色
の
霊
水
涌
出
る
也
與 あ
た
へ
て
民
家
の
患 う
れ
ひ
避 さ
け
よ
と
云
て
立
去
て
小
田
川
の
方
へ
走 は
せ
行
け
る
」
オ將
治
跡
を
逐 を
うて
河
岸
に
至
る
に
忽
ち
女
姓
の
行
方
を
失
ふ
然
る
処
に
八
十
有
余
の
老
一
人
舟
に
乗
て
河
岸
に
立
玉
ひ
て
老
僧
將
治
に
告
て
曰
く
閻
浮
檀
金
の
大
悲
の
像
今
此
小
田
川
の
渕
よ
り
出
玉
ふ
汝
至
心
に
此
像
を
持
念
せ
は
願
必
ず
成
満
す
へ
し
又
こ
の
渕
よ
り
涌
出
る
甘 か
ん
露 ろ
の
乳
水
を
嘗 な
め
よ
と
倏 たち
ま
ち
舟
も
老
僧
も
見
へ
ず

こ
ゝ
に
於
ひ
て
將
治
思 おも
へ
案 ら
く
先
の
小
女
も
今
の
老
僧
も
同
く
大
悲
の
化
現
な
ら
ん
と
感
を
流
し
て
」
ウ尊
像
を
拜
し
又
涌
出
る
乳
水
を
掬 き
く
す
る
に
其
甘
味
に
譬 た
と
ふ
へ
き
も
の
な
し
試 こゝ
ろ
みに
枯
た
る
草
木
に
注 そ
ゝげ
は
仍 し
きり
に
周 か
れ葉 は
緑 ミ
どり
の
色
を
出
す
即
ち
民
家
に
教
へ
與 ア
たふ
る
に
飢 う
へた
る
者
は
氣
力
を
復 ふ
く
し
死
た
る
も
の
は
蘓 よ
ミ
が
生 へ
る
斯 か
く
て
將
治
一
宇
の
香 か
う
室 と
う
を
建
立
し
て
小
田
川
朝
日
の
渕
よ
り
出
現
に
て
龍
宮
よ
り
賜
り
し
処
故
龍
王
院
朝
日
寺
と
号
す
	ち
霊
水
を
佛
の
教
へ
に
依
て
滑 な
めて
此
地
を
滑
川
と
云
也
廿
九
番
同
國


か
つ
飾 し
か
郡
千
葉
郷
海
上
山
觀
音
院
千
葉
寺
」
オ生
身
觀
音
説
法
の
處
な
り
勅
號
す
三
界
六
道
青
蓮
千
葉
寺
天
平
二
庚
午
八
月
十
五
日
行
基
大
士
武
藏
の
國
を
經
て
當
國
の
海
辺
を
過
玉
ふ
池
田
の
郷
に
大
い
な
る
池
あ
り
行
基
池
中
を
臨 の
そ
ミ
見
玉
へ
は
水
金
色
の
栴
檀
の
香 か
ほり
あ
り
彌 わた
し視 ミ
るに
中
央
に
雲
氣
集
り
雲
中
に

み
妙 みや
うの
聲
有
て
三
界
六
道
皆
令 りや
う解 げ
と
脱 た
つと
聞 き
こゆ
行
基
竒
異
の
念
ひ
を
為
け
る
に
倏 たち
ま
ちち
風
吹
雲
散 さ
んじ
て
見
れ
ば
千
葉
の
青
蓮
一
莖 け
う
生
し
水
上
に
出
て
清
香
を
送
る
已 す
で
に
」
ウ圓
満
開
敷
し
て
其
中
に
十
一
觀
音
尊
像
光
明
赫 か
く
奕 や
く
と
し
て
説
法
し
玉
ふ
行
基
敬 つゝ
し
ん
て
眞 し
ん
容 よ
う
を
拜
し
奉
つ
れ
は
圍 かこ
み

め
く
る
の
諸
聖
衆
と
共
に
雲
に
乗 じ
や
うじ
て
西
天
に
退
り
玉
ふ
爰
に
於
て
行
基
其
眞
容
を
摸 う
つ
し
て
一
牡
六
尺
の
十
一
の
尊
像
を
彫
み
一
宇
の
蓮
宮
を
構
へ
て
大
悲
の
宝
刹
を
剏 は
じ
め
玉
ふ
彼
の
青
蓮
を
禁
庭
へ
獻
じ
の
由
を
具
に
奏
聞
し
奉
る
聖
武
皇
帝
叡
感
の
餘
り
三
界
六
道
青
蓮
千
葉
寺
と
云
震
筆
の
御
額
下
し
給
」
オ頼
朝
公
石
橋
山
に
於
て
大
庭
三
郎
景
親
等
と
戦
ひ
敗
北
し
て

わ
づ
かに
六
騎
と
な
り
真
名
鶴
が
崎
よ
り
房
州
へ
渡
り
玉
ふ
北
條
の
一
族
三
浦
一
統
各
前
後
を
争
ひ
渡
り
け
り
頼
朝
公
洲
崎
明
神
へ
社
參
し
て
終 よ
も
夜 すが
ら
武
運
の
栄
を
祈
り
玉
ふ
其
夜
明
神
の
御
告
に
。
源
は
同
し
流
ぞ
石
清
水
只
せ
き
上
よ
雲
の
う
へ
ま
で
。
頼
朝

あ
り有 が
たさ
の
あ
ま
り
幤 へ
帛 は
くを
捧
げ
返
歌
を
奉
る
源
は
同
し
流
の
石
清
水
せ
き
上
て
た
へ
雲
の
上
ま
で
斯
て
加
勢
の
先
陳
に
は
安
西
三
郎
景
益
」
ウ上
総
介
廣
常
千
葉
介
常
胤
な
り
各
上
総
の
市
原
を
發
し
て
ま
す
千
葉
寺
に
陳
宿
あ
り
頼
朝
公
宝
前
に
通
夜
あ
り
四
海
安
寧
を
祈
玉
ふ
時
に
武
蔵
常
陸
上
野
等
の
諸
軍
の
味
方
馳
加 く
わわ
り
終
に
平
家
を
討
亡
し
て
天
下
源

に
一
統
し
玉
ふ
是
単 ひと
へ
に
千
葉
寺
觀
世
音
の
冥
助
也
建
久
三
壬
子
年
の
春
千
葉
介
常
胤
に
頼
朝
公
の
命
あ
つ
て
伽
藍
の
再
営
舊
觀
に
復
す
白
旗
明
神
頼
朝
武
威
像
造
祭
千
葉
介
常
胤
像
是
當
山
の
鎮
守
な
り
」
オ上
総
國
主
実
飯
蟶
り
埴
生
郡
玉
前
神
社
國
分
寺
夫
纏
三
十
番
望 も
陀 だ
郡
平
野
山
高
藏
寺
人
皇
四
十
一
代
持
統
天
皇
の
御
宇
德
義
道
人
開
基
な
り
聖
觀
世
音
菩
は
阿 あ

さ
婆 ば
梢
へ
出
現
の
霊
像
御
尺
四
寸
の
尊
像
也
後
に
行
基
大
士
新
に
彫
み
大
像
を
壱
牡
八
尺
篭
奉
る
小
像
を
御
胸
の
間
に
納
奉
り
し
な
り
彼
小
像
は
元
と
百
済
國
の
王
是
を
貢 みつ
ぎ
来
り
聖
德
太
子
御
持
な
り
し
が
太
子
後
に
大
職
冠
鎌
足
へ
た
ま
わ
る
」
ウ鎌
足
へ
賜
る
此
像
に
皈 き
依 ゑ
し
功 こ
う
名
朝
庭
に
高
ふ
し
て
官
群 ぐ
ん
臣 し
ん
に
超 こ
へ
進 す
ゝ
む
中
臣
を
改
め
藤
原
姓
を
賜
り
て
永
く
家
の
元
祖
と
成
り
然
る
に
公
の
子
孫
に
至
り
栄 は
ん繁 ゑ
い也
鎌
足
御
遷
化
の
後
此
尊
像
東
國
は
仏
法
未
た
無
か
如
く
の
処
教
へ
化 みち
びき
給
ふ
と
て
東
海
道
山
道
一
の
比
類
無
き
大
木
枝
葉
四
方
四
里
木
根
本
は
海
近
き
地
ゆ
へ
枝
八
分
海
上
向
則
此
阿
婆
梢
へ
西
江
州
よ
り
飛
來
り
出
現
し
玉
ふ
其
頃
當
地
に
壱
人
の
道
人
」
オ
あ
り
德
義
山
人
と
号
す
艸
庵
を
締 む
すび
日
夜
法
蓮
經
を
讀
誦
せ
り
あ
る
夜
に
夜 や

し
や神
現
れ
德
義
山
人
に
對 むか
つて
曰
く
淡
海
國
滋
賀
郡
藤
原
家
の
本
尊
に
随
て
阿
婆
の
梢
へ
に
永
ら
く
の
住
也
汝
は
や
く
精 せ
い舎 し
やを
搆
へ
て
安
置
せ
よ
我
は
乾 け
ん闥 だ
つ婆 ば
王
な
り
又
汝
は
山
城
國

野
郡
に
祭
り
し
平
蟶
明
神
の
再
來
成
ぞ
と
德
義
山
人
阿
婆
の
木
本
邊
に
行
見
れ
ば
」
ウ枝
に
魏 き
然 せ
ん
と
し
て
在

ま
し

し
け
る
德
義
合
掌
膽 た
ん
礼 れ
い
し
た
て
ま
つ
れ
は
尊
像
合 て
の
掌 う
ちに
飛
移
り
給
ふ
乃 い
まに
此
地
を
占 し
めし
て
結
界
し
偏 あま
ねく
自 じ
村 そ
ん他 た
郷 ご
うを
募
り
不
日
に
大
悲
の
香
堂
を
造
り
來
現
の
霊
像
を
安
置
し
奉
る
是
當
寺
の
草
創
の
因
な
り
三
十
一
番
同
國
埴
生
郡
笠
森
大
悲
山
楠
光
院
傳
教
大
師
東
國
に
遊
化
し
て
天
台
の
法
門
を
弘
め
玉
ふ
頃
當
國
埴
生
郡
に
至
り
尾
蟶
上
の
郷
過
給
ふ
に
映 は
へ
茂 し
げ
り
」
オた
る
山
の
樹 こ
の
間 ま
よ
り
金
色
光
明
の
衝 つ
き
出
る
あ
り
則
ち
大
師
怪 あ
や
し
み
て
登
り
見
給
へ
は
山
上
に
又
宝
形
の
山
あ
り
其
地
の
周 め
ぐ
匝
り
百
間
余
高
サ
八
九
牡
其
山
の
頂
上
に
十
一
面
觀
世
音
光
明
を
は
な
ち
て
立
せ
た
ま
ふ
大
師
敬 つゝ
し
ん
で
近
く
寄
見
る
に
上
に
は
楠 くす
の
きの
枯
れ
た
る
木
株 か
ぶ
の
外
に
曽
て
奇
異
な
る
も
の
有
退
き
降
り
て
遙 はる
かに
顧 かへ
りみ
れ
は
又
大
悲
の
尊
像
 
れ
き
然 ぜ
ん
た
り
更
に
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登
り
て
木
株
を
熟
つ
く

見
る
に
自
然
と
」
ウ十
一
面
觀
音
の
形
な
り
即
ち
大
師
木
株
を
礼
拜
持
念
し
て
仍 し
き
り
に
座
光
の
荘 し
や
う
厳 ご
ん
を
具 そ
な
へ
仮
に
草
堂
を
經 い
と
なみ
て
尊
像
の
為
に
雨
露
を
ふ
せ
ぐ
此
ゆ
へ
に
大
悲
山
楠
光
院
と
号
す
る
也
三
十
二
番
同
國
夷 い
隅 す
み郡
鴨 か
も根 ね
邨
音
羽
山
清
水
寺
は
熊
蟶
權
現
乘
跡
の
處
也
圓
通
大
師
影 ゑ
う
響 か
うの
山
な
り
本
尊
彫
造
道
場
開
基
は
傳
教
大
師
也
發
願
慈
覚
大
師
の
勲 く
ん功 か
う也
京
都
の
音
羽
に
擬 ぎ
し
」
オ伽
藍
の
製
を
為 な
すも
の
な
り
扨
笠
森
楠
光
院
よ
り
傳
教
大
師
は
此
地
に
移
り
玉
ふ
時
路 み
ちに
惑 ま
どふ
て
廣
野
に
出
日
も
暮
徃
來
の
も
の
も
な
し
夜
も
は
や
戍
亥
の
刻
に
も
錫 しや
くを
掛
べ
き
木
蔭
も
な
し
然 し
かる
處
へ
老
人
薪
を
脊 せ
負 を
い明 た
い松 ま
つを
持
來
る
大
師
近
く
寄
て
道
を
問
ひ
た
ま
へ
は
老
翁
の
い
わ
く
此
は
常
に
蟶 や
干 か
ん
横 わ
う
行 きや
う
し
て
動 や
ゝ
も
す
れ
ば
旅
人
を
悩 な
や
ます
事
あ
り
大
德
は
其
患 う
れ
ひ
あ
ら
す
と
も
今
宵
の
露
を
凌 し
の
ぐ
斗
り
に
」
ウ我
ら
貧
し
く
な
れ
と
も
住 す
み
屋 か
へ
徒 つ
れ
帰
り
に
浴 ゆ
あ
み
し
飲
食
し
て
其
慰 い
た
栄 わ
り
り
丁 ね
ん
寧 こ
ろ
な
り
斯
て
夜
も
闌 た
け
暫 しげ
し
居 ゐ
ね
眠 ふ
り
夜
明
て
見
れ
は
神
の
社
に
て
主 あ
る
じ
翁
は
影
も
見
へ
ず
大
師
怪 あ
やし
み
て
尋
ね
覓 もと
むる
に
鳥
居
に
熊
蟶
権
現
と
題 だ
いす
爰
に
お
い
て
大
師
感
衣
を
絞 し
ぼり
偏 あま
ねく
山
内
を
見
行
玉
ふ
に
山
け
わ
し
く
し
て
古
木
う
ち
茂
り
渓 た
に幽
ふ
し
て
地 ち
勢 せ
い
閑 か
ん
寂 じ
や
く
な
り
一
方
に
は
東
海
を
見
臨 の
ぞ
み
社
頭
に
泉
み
涌
瀧
落
て
恰 あ
た
か
も
京
東
山
」
オ音
羽
の
景
に
似
た
り
乃
し
大
師
思
へ
ら
く
先 さ
き
の
行 き
よ
叡 ゑ
い
居
士
と
云
る
も
今
此
老
翁
も
共
に
熊
蟶
権
現
	
し
よ變 へ
んに
し
て
此
に
大
悲
の
靈
塲
を
示
す
な
ら
ん
と
社
の
傍 かた
わら
に
菴
を
締 む
すび
単 ひと
へに
堂
舎
の
栄 ゑ
い構 こ
うを
は
か
る
然
る
に
大
師
埜
庭
の
召
に
依
て
俄
に
錫
を
京
城
に
還 か
へ
し
志
願
の
遂 と
げざ
る
を
憾 う
らみ
給
ふ
尓 そ
の後 の
ち慈
覚
大
師
は
傳
教
大
師
の
行
跡
を
尋
ね
來
り
先
度
に
居
住
し
て
手 て
す
親 か
ら
観
音
の

を
作
り
一
宇
を
搆
へ
て
是
を
安
置
し
玉
ふ
ち
」
ウ音
羽
山
清
水
寺
と
号
す
三
十
三
番
安
國
長
狹
郡
補
陀
洛
山
那
呉
寺
人
皇
四
十
四
代
元
正
天
皇
の
御
宇
観
世
音
修
法
の
壇
上
に
げ
ん
じ
て
親
ま
の
あ
たり
行
基
大
士
に
示
し
た
ま
ふ
我
日
本
の
補
陀
洛
山
な
り
養
老
五
年
の
九
月
天
皇
御
不
豫
に
坐
ま
し
し
て
名
醫
藥
の
妙
方
を
盡
し
普
く
天
神
地
祇
に
祈
り
	あ
る
諸
山
高
僧
験 け
ん者 し
や各
祈
念
丹
誠
を
抽 ぬき
んす
れ
ど
も
曽
て
御
悩
和
平
し
た
ま
わ
ず
」
オ行
基
大
士
重
て
別
勅
を
蒙
り
千
手
大
悲
の

き
を
修
し
玉
ふ
然
る
に
本
尊
壇
上
に
示
じ
現 け
ん
し
て
親
ま
の
あ
たり
大
士
に
告
玉
ふ
は
是
よ
り
東
海
百
五
十
里
を
過
安
國
那
呉
浦
に
至
て
日
本
の
補
陀
洛
に
祈
な
は
天
躰
速 すみ
や
か
に
平
安
な
る
べ
し
と
也
大
士
霊 れ
い
告 ご
う
の
旨 む
ね
を
奏
聞
あ
り
頓 や
が
て
東
海
に
發 は
つ
錫 し
や
く
し
玉
ふ
也
其
後
州
那
呉
の
浦
遙
か
の
澳 を
き
に
奇
し
き
大
舩
掛
り
舩
中
に
数
千
の
人
聲
し
て
音
樂
簫 ふ
ゑ
鼓 つゞ
み
の
響
き
あ
り
夜
は
星
の
こ
と
く
炬 た
い
燭 ま
つ
」
ウを
挑 さ
け
海
表
晝 ひ
るよ
り
あ
き
ら
か
な
り
此
怪 あ
や異 し
き事
に
濱
荻
小
湊 み
なと
の
浦

ま
て
漁
舟
一
艘
も
出
る
も
の
な
し
か
ゝ
る
と
こ
ろ
へ
行
基
大
師
南
都
よ
り
下
向
し
玉
ひ
て
	
那 な
呉 ご
の
浦 う
ら
と
云
を
尋
る
に
國
中
の
濱
に
曽
て
其
地
名
な
し
し
か
る
に
此
浦
遙
か
の
澳 お
きま
て
法
華
經
讀
誦
の
聲
き
こ
ゆ
こ
ゝ
に
お
ひ
て
大
士
感 か
ん解 げ
し
玉
わ
く
先
に
大
悲
者
の
つ
け
た
ま
ひ
し
那
呉
の
浦
と
は
是
な
ら
ん
と
試 こゝ
ろ
みに
迎 か
う
請 じや
う
の
印 ゐ
ん
明 みや
う
を
」
オ修
し
玉
へ
は
海
中
の
楼 ろ
舩 せ
ん
磯
邊
に
ち
か
つ
き
て
菩
聖
衆
天
龍
八
部
そ
の
樓 やか
た
舩
の
中
に
充 み
ち
満

た
り
大
士
は
よ
ろ
こ
び
を
ど
り
歓 くわ
ん
喜 ぎ
踊 ゆ
躍 や
く
し
て
舩
中
の
聖
衆
を
は
い
し
た
て
ま
つ
れ
は
毘
沙
門
天
眷 け
ん
属 ぞ
く
を
率 ひ
き
ひ
て
舩
よ
り
一
牡
あ
ま
り
の
香
木
を
出
し
直 たゝ
ちに
行
基
大
士
に
與 あ
たへ
い
わ
く
南
方
補 ふ
陀 だ
洛 ら
く界 か
い教 け
う主 し
ゆ
汝
が
た
め
に
此
霊
木
を
贈
る
早
く
千
手
千
眼
の
觀
音
の
像
を
作
り
此
摩
頭
の
山
に
安
置
」
ウせ
よ
と
倏 たち
まち
聖
衆
も
舩
も
は
る
か
の
澳 お
き
中
へ
出
し
う
ち
消
う
せ
給
ひ
て
音
樂
の
音
聞
も
な
く
た
ゞ
岸
う
つ
浪
の
音
の
み
な
り
行
基
大
師
感 か
ん

と
くの
香
木
を
以
て
た
ち
ま
ち
千
手
の
立
像
七
尺
に
彫
み
岸
頭
の
山
頂
に
安
置
し
て
偏
へ
に
帝
玉
躰
安 へ
い平 あ
んを
祈
玉
へ
は
天
皇
の
御
夢
に
舩
に
乘
数
百
里
の
海
上
を
渉 わ
たり
東
國
の
海
岸
の
山
に
登
り
大
悲
の
尊
容
を
拜
す
と
見
へ
さ
せ
玉
ひ
御
悩 の
う
仍 しき
り
に
快 く
わ
い
復 ふ
く
し
玉
ふ
元
正
帝
御
」
オ感
の
あ
ま
り
勅
使
を
立
て
行
基
大
士
に
命
し
不
日
に
諸
宇
の
伽
藍
を
営 つ
くり
件 くだ
んの
千
手
の
像
を
安
置
し
す
な
わ
ち
大
悲
者
の
教
に
任
せ
て
補
陀
洛
山
那
呉
寺
と
号
す
こ
れ
當
寺
の
艸
創
の
因

な
り
順
禮
詠
歌
補 ふ
陀 だ
洛 ら
くは
余 よ
	
そ
に
は
あ
ら
じ
那 な
呉 ご
野
寺
岸 き
しう
つ
浪 な
みも
法 の
りの
聲 こ
ゑ

」
ウ
禺
衲
此
山
の
地
景
を
見
る
に
經
説
の
補
陀
洛
に
相
似
り
山
高
く
海
岸
に
聳 そ
びへ
山
下
は
南
海
の
潮 うし
ほに
淹 ひ
たり
晝
夜
に
岸
打
浪
の
音
は
梵 ぼ
ん音 を
ん海
の
響 ひ
ゞき
に
し
て
仍 し
きり
に
感 か
ん信 し
んし
て
拜
し
見
て
後
に
万
國
掌 しや
う
菓 く
わ
の
圖 ず
を
見
る
に
天
竺
南
印
度
の
南
の
涯 は
て
秣 ま
羅 ら
矩 く

ら
國 こ
く
の
南
秣 ま
刺 り
耶 や
山 さ
ん東
布 ふ
咀 だ
羅 ら

き
や山
那 な
呉 ご
是
に
似
た
り
厳
經
に
云
此
南
方
に
於
て
山
あ
り
補 ふ
怛 だ
洛 ら
く

き
や
と
名 な
ず
く
當
山
觀
音

れ
い
験 け
ん
哀 あ
い
愍 み
ん
納 の
う
受 じ
ゆ
三
日
三
夜
修
行
」
オ勤
め
た
ま
ひ
て
夫
纏
澄
禅
上
人
は
山
を
下
り
て
勝
山
一
見
し
安
房
國
一
之
宮
洲 す
崎 さ
き明
神
社
を
拜
み
そ
れ
よ
り
國
分
寺
北
条
を
り
佐
貫
を
一
見
し
佐
倉
城
を
り
夫
纏
成
田
の
不
動
尊
是
は
祐
天
僧
正
御
心
願
の
不
動
尊
也
上
人
此
堂
に
一
夜
籠
り
給
ふ
水
道
筋
纏
奥
州
倉 た
な棚 ぐ
ら城
下
を
一
見
し
白
川
城
下
へ
出
夫
纏
會
津
城
下
虚
空
藏
へ
參
り
安
達
か
原
を
見
な
か
ら
通
り
越
て
二
本
松
下
歩
て
須
加
川
安
積
山
三
春
の
御
城
を
左
に
見
て
」
ウ信
夫
の
里
福
嶋
こ
え
て
伊
達
大
騎
き
苅
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田
白
鳥
明
神
の
社
を
拜
し
青
根
山
麓
に
硫
い
黄 わ
う
性 せ
い
涌 わ
き
然 いす
る
温
な
る
湯
な
り
し
故
に
三
四
日
呈
を
と
ゝ
め
夫
よ
り
三
里
登
り
艸
木
な
し
亦
二
里
登
り
て
頂
上
流
黄
斗
の
山
ゆ
へ
に
青
根
山
と
云
す
な
は
ち
藏
生
大
権
現
頂
上
に
安
置
し
給
ふ
を
拜
し
山
路
を
下
り
元
の
湯
本
に
立
帰
り
來
て
夫
纏
音
倉
山
観
世
音
田
村
將
軍
御
建
立
の
地
な
り
亘
理
郷
鹿
嶋
」
オ社
名
郷
道
祖
神
社
熊
蟶
権
現
多
賀
社
宮
城
野
國
分
寺
薬
師
如
来
を
拜
し
白
山
權
現
牛
頭
天
王
兩
社
を
拜
し
仙
臺
城
下
一
見
し
青
麻
苧
權
現
を
拜
し
奥
州
一
之
宮
塩
竈
神
社
を
拜
し
松
嶋
景
詠
瑞
岸
寺
冨
尾
山
観
世
音
野
々
山
嶽
観
世
音
石
の
巻
湊
観
世
音
和
田
の
羽
金
花
山
辨
財
天
を
拜
し
山
り
藏
王
権
現
大
黄
小
黄
金
山
谷
々
を
巡
り
て
夫
よ
り
氣
仙
沼
大
崎
明
神
社
枩
川
」
ウ觀
世
音
立
石
岩
谷
の
不
動
尊
沙
門
天
中
尊
寺
昔
は
衣
の
舘
安
部
貞
任
宗
任
其
後
藤
原
秀
平
出
羽
奥
州
兩
國
の
大
將
後
也
今
は
中
尊
寺
と
云
し
大
地
寺
な
り
衣
川
法 せ
う正 ほ
う寺 じ
慈
覺
大
師
の
開
山
也
其
後
永
平
寺
道
眼
禅
師
開
基
也
夫
纏
早
常
山
元
を
尋
ね
麓
よ
り
三
十
五
六
丁
登
り
し
処
大
岩
の
上
に
白
髪
髭
長
き
壱
人
の
老
翁
證
禪
に
言
曰
く
汝
常
山
へ
今
日
登
し
こ
と
早
前
に
空
鉢
仙
人
よ
り
告
し
よ
り
」
オ此
に
て
未 ま
み
居 い
る
也
是
よ
り
三
十
八
丁
の
間
嶮 け
わ
し
き
岨 け
ん
な
る
処
多
し
山
頂
の
岩
窟
に
は
昔
鬼
主
住
し
又
四
方
に
も
岩
窟
あ
り
悪 あ
く同 ど
う
從 した
ごふ
て
族 やか
ら住
し
て
岩
谷
に
石
門
の
形
造
り
数
多
悪
き
者
此
塲
に
住
故
に
民
の
米
穀
財
寳
を
取
集
め
し
也
是
即
ち
地
頭
の
力 ちか
らに
及
ば
す
田
村
將
軍
勅
勘
を
蒙
り
悪
鬼
を
責
め
殺
破
却
し
玉
ふ
と
也
路
す
が
ら
登
り
山
も
一
里
余
也
此
山
四
方
よ
り
登
り
道
あ
り
即
ち
此
坂
を
」
ウ云
な
り
西
の
方
に
大
威
德
明
王
安
置
の
岩
屋
也
則
ち
御
尊
像
岩
に
切
附
玉
ふ
澄
禅
上
人
念
佛
唱
へ
拜
し
奉
り
是
よ
り
ま
た
嶮 け
わし
き
岩
を
の
ぼ
り
て
岨 け
んな
る
	を
つ
た
ひ
八
丁
之
間
登
り
し
処
大
石
を
積
重
ね
て
石
門
の
形
造
實
鬼
住
所
見
へ
た
り
か
の
岩
窟
の
内
に
は
大
日
聖
至
不
動
明
王
毘
沙
門
天
愛
染
明
王
安
置
の
岩
窟
也
此
堂
に
お
ひ
て
澄
禅
一
七
日
の
間
修
行
化
益
念
佛
勤
め
玉
へ
は
実
に
浄
土
の
」

オ意 こ
ゝ
持 ち
せ
し
か
ば
な
を
も
意
を
策 は
け
ま
し
て
勤
給
ふ
に
老
翁
夜
に
入
木
実
を
持
来
り
て
與 あ
たふ
澄
禅
上
人
は
飲 い
ん
食 しよ
くな
す
も
の
な
り
と
て
あ
た
へ
終 よ
も
夜 すが
ら方
外
へ
出
す
岩
屋
の
内
と
は
云
な
か
ら
高
き
山
頂
に
て
寒
氣
の
如
く
な
れ
と
も
上
人
は
是
を

い
とひ
な
く
勤
め
た
ま
ふ
に
不
動
明
王
火
焔
を
は
な
ち
玉
ふ
に
よ
り
岩
窟
の
内
温 あた
ゝ
か
な
る
事
言
に
の
べ
か
た
く
上
人
は
実
に
沈 し
ずむ
を
袖
に
絞
り
て
し
は
ら
く
間
勤
の
聲
嗄 か
れて
出
ず
其
後
に
」

ウ修
行
化
益
も
満
座
に
至
り
上
人
岩
窟
を
出
南
の
岩
屋
を
拜
せ
ん
と
山
路
を
八
丁
は
か
り
下
り
て
見
れ
は
又
岩
屋
あ
り
の
そ
き
見
れ
ば
軍
孚
利
夜
明
王
と
岩
に
書
玉
ふ
を
拜
し
夫
纏
岨
そ
な
る
山
路
横
合
に
歩
み
道
も
程
な
く
東
岩
窟
へ
出
降
三
世
明
王
を
安
置
し
た
ま
ふ
を
伏
拜
み
亦
横
間
に
行
前
岩
根
を
つ
た
ひ
北
岩
屋
大
石
積
重
ね
て
其
内
を
指
覗 のそ
き
み
れ
は
悠 く
ら
陰 し
上
人
は
入
口
よ
り
手
を
差
出
し
さ
く
り
な
か
ら
其
聲
に
」
オ念
佛
念
法
念
僧
の
沙
門
今
此
堂
へ
来
り
金
剛
夜
明
王
出
現
し
給
ふ
と
光
明
眞
言
七
唱
へ
ら
れ
し
内
に
岩
屋
の
中
光
明
を
照
し
玉
へ
は
岩
に
現
し
た
ま
ひ
し
故
に
此
岩
屋
の
中
に
於
ひ
て
念
佛
十
万
遍
唱
へ
給
ひ
て
今
夕
一
夜
明
し
玉
わ
ん
と
也
然
る
処
夜
も
深
更
に
及
ひ
し
か
は
上
人
は
一
心
に
只
念
仏
勤
給
ふ
處
に
頂 いた
ゞき
よ
り
大
石
大
木
を
岩
屋
の
上
或
は
出
口
な
ど
へ
投 な
げ
捨 す
て
大
音
に
度
々
聞
ゆ
亦
大
木
ね
じ
折
或
は
ひ
き
さ
く
音
な
ど
」
ウ又
若
女
の
位
声
あ
り
老
女
の
哂 わ
ら
ふ
聲
あ
り
と
い
へ
ど
も
唯
々
念
唱
へ
行
内
檜
明
燈
し
岩
屋
の
中
へ
來
り
て
汝
能
も
此
岩
窟
に
勤
し
事
か
な
北
陰
暗 く
ら闇 や
みに
て
隱 い
ん
な
り
即
ち
隱 か
くれ
居
が
こ
と
し
則
ち
北
向
影
に
安
置
し
玉
ふ
金
剛
夜
明
王
此
本
尊
を
古
来
よ
り
見
奉
し
と
そ
ん
す
れ
と
も
拜
み
奉
る
者
な
し
た
い
ま
つ
に
て
此
岩
窟
へ
入
拜
せ
ん
と
す
れ
ど
も
只
岩
斗
り
也
と
然
る
處
澄
禅
上
人
は
夜
前
の
趣
き
を
委
細
に
老
翁
に
云
給
ふ
に
則
ち
」
オ老
翁
澄
禅
を
嵩
敬
し
て
給
ふ
然
る
に
上
人
は
是
よ
り
行
先
を
尋
給
ふ
に
即
ち
是
纏
南
部
一
家
老
住
十
野
辺
越
有
て
大
樞
と
段
に
り
玉
ふ
へ
し
と
あ
り
し
処
上
餘 な
波 ご
りの
御
挨
拶
な
し
玉
わ
ん
と
い
た
さ
れ
は
老
翁
澄
禅
に
向
ふ
て
曰
く
汝
此
岩
窟
に
於
て
今
我
に
三
貴
戒
十
念
を
何
卒
授 さ
ずけ
玉
へ
と
あ
る
處
に
即
此
堂
に
置
て
す
な
は
ち
授
け
賜
ふ
處
に
忽 たち
まち
其
	に
て
前
夜
の
通
り
に
光
明
を
照
し
本
尊
実
に
顯 あら
われ
給
ふ
に
老
翁
上
人
の
德
通
に
よ
り
て
」
ウ是
を
拜
し
た
て
ま
つ
る
也
其
地
を
退
り
て
上
人
は
岩
屋
を
出
て
嶮
し
き
山
を
十
五
丁
ほ
と
下
り
て
み
れ
ば
異
行
な
る
白
髪
を
振
亂 み
だし
鳥
の
羽
を
藤
に
て

つ
なぎ
わ
が
躰
を

ま
きか
く
し
木
の
杖
を
つ
き
茂 しげ
りし
檜
の
下
石
に
腰
打
か
け
て
居
た
り
し
へ
立
寄
見
れ
ば
す
な
わ
ち
澄
禅
上
人
を
拜
賀
し
て
申
し
て
い
わ
く
こ
の
山
の
つ
ら
な
り
山
路
は
わ
が
守
護
な
す
な
り
わ
れ
こ
の
間
よ
り
よ
く

勘
考
な
す
処
た
ゞ

」
オ行
脚
の
修
行
を
な
し
未
來
西
方
浄
土
に
生
る
ゝ
斗
に
あ
ら
す
諸
人
を
化
益
し
或
は
亡
者
の
た
め
迷
の
為
化
益
し
て
念
佛
の
修
行
し
て
椏
り
し
國
の
一
之
宮
國
分
寺
に
つ
ら
な
る
國
の
山
霊
塲
の
と
こ
ろ
を
め
ぐ
り
な
か
ら
修
行
つ
と
め
の
ね
ん
佛
を
な
し
入
と
こ
ろ
也
と
て
澄
禅
に
向
て
三
禮
を
な
し
て
何
卒
自
ら
に
三
貴
戒
と
御
十
念
を
」
ウ授
け
た
ま
へ
と
也
.
其
に
お
い
て
澄
禅
上
人
直
さ
ま
.
三
貴
戒
十
念
さ
ず
け
給
ふ
な
り
.
夫
よ
り
山
路
を
下
り
て
.
南
部
十
野
邊
へ
出
.
大
に
て
一
夜
を
明
し
夫
よ
り
.
仙
人
―159―
峠
へ
登
り
.
鯨
山
大
権
現
の
社
に
て
.
空
躰
仙
人
出
現
に
て
ま
み
え
.
上
人
は
是
纏
都
て
空
躰
の
差
圖
に
よ
り
て
行
歩
せ
ら
れ
た
り
.
是
纏
五
十
丁
の
峠
を
下
り
.
夫
よ
り
.
貮
拾
丁
山
田
と
云
あ
り
.
此
は
海
辺
に
て
.
平
常
.
大
網
を
引
.

い
わ
しを
」
オ漁
す
る
な
り
.
又
を
あ
げ
て
.
魚
燈
を
し
ぼ
り
.
そ
の
か
す
を
砂
に
ま
ぜ
て
莚
が
ま
す
に
入
て
.
こ
や
し
に
す
る
と
見
え
て
.
諸
方
へ
舩
に
て
賣
り
出
す
な
り
.
不
臘
の
節
は
.
其
郡
内
纏
鯨
山
権
現
へ
昼
夜
か
ゞ
り
火
を
焚
て
.
御 み
湯 ゆ
を
獻
ず
れ
ば
.
感
納
ま
し
ま
し
て
.
い
づ
れ
の
方
と
も
な
く
.
沖
の
方
纏
大
鯨
を
追
ひ
來
る
ゆ
へ
.
其
時
網
を
引
と
い
ふ
.
上
人
は
其
に
泊
ら
れ
し
ゆ
へ
」
ウく
わ
し
く
き
か
れ
し
と
也
.
扨
又
仙
人
峠
に
て
空
躰
仙
人
教
に
は
.
宮
古
濱
よ
り
田
名
部
の
間
は
惣
し
て
難
風
あ
り
.
殊
に
皐 さつ
き
の
初
め
つ
か
た
纏
は
猶
更
は
げ
し
く
.
さ
や
う
の
時
は
.
天
竺
國
の
文
字
に
て
.
名
號
を
書
き
.
暴 あら
しの
浪
に
む
か
ひ
て
.
諸 し
よ
法 ほ
う
無 む
我 が
集 し
う
滅 め
つ
異 い
楽 ら
く
娑 し
や
婆 ば
訶 か
.
是
を
七
返
と
な
へ
.
其
時
名
号
を
水
中
へ
入
べ
し
と
.
是
水
難
の
陀
羅
尼
成 な
りと
申
さ
れ
き
.
扨
上
人
は
山
路
下
り
て
.
山
田
の
里
へ
來
り
升
や
德
右
衛
門
と
」
オ云
家
に
頼
み
一
宿
あ
り
て
.
明
れ
ば
宮
古
濱
へ
五
里
來
り
人
に
.
田
名
部
舩
は
此
節
居
合
せ
候
か
と
尋
ね
ら
れ
候
へ
は
.
其
人
の
答
へ
に
.
い
か
さ
ま
田
名
部
舩
.
昨
夕
ま
で
は
居
合
せ
候
得
共
只
今
に
て
は
.
桒
ケ
崎
湊
へ
.
神
力
丸
と
申
舩
四
五
日
已
前
に
入
舩
に
御
座
候
間
.
桒
ケ
崎
.
小
松
ヤ
と
申
舩
問
屋
へ
行
て
御
尋
ね
可
被
成
と
教
へ
呉
候
ゆ
へ
忝
な
し
と
申
さ
れ
夫
纏
.
小
山
を
越
て
八
丁
行
.
桒
ケ
崎
湊
へ
行
.
小
松
屋
に
來
り
田
名
部
神
力
丸
と
」
ウ
云
舩
此
節
居
合
せ
候
か
と
尋
ね
ら
れ
し
に
.
亭
主
立
出
.
何
方
よ
り
御
出
候
ぞ
と
云
ふ
.
上
人
曰
く
拙
者
は
江
	者
に
て
候
が
.
此
度
田
名
部
.
恐

山
へ
参
詣
い
た
し
度
と
罷
出
候
に
付
.
江
	商
人
衆
賣
買
向
の
書
状
こ
と
づ
か
り
.
昨
夜
山
田
の
升
屋
德
左
衛
門
殿
方
に
止
宿
い
た
し
其
方
よ
り
承
り
て
罷
越
候
と
申
さ
れ
け
れ
ば
.
亭
主
聞
て
神
力
丸
三
四
日
の
間
は
爰
元
に
」
オ居
合
せ
候
間
其
内
暫
く
當
家
に
御
留
な
さ
る
べ
く
と
申
に
付
.
五
日
程
.
滞
留
の
處
.
神
力
丸
出
舩
い
た
し
打
乘
ら
れ
.
段
々
と
漕 こ
ぎ
行 ゆ
き
し
に
.
鮫 さ
め
白 し
ろ
銀 か
ね
の
沖 お
き
に
て
大
暴
を
は
つ
し
.
次


に
大
浪
う
ち
.
沖
の
東
の
方
よ
り
大
風
吹
來
る
ゆ
へ
.
舩
頭
衆
中
は
.
打
驚
き
顔 が
ん
色 しよ
く
面 か
ほ
い
ろ
青
ざ
め
て
土
色
の
ご
と
し
.
其
中
に
壱
人
の
若
も
の
.
大

ま
さ
か
り
を
手
に
引 ひ
つ
提 さ
げ
帆
ば
し
ら
を
」
ウ切
つ
け
ん
と
す
.
其
時
上
人
立
寄
彼
者
持
た
る
大
り
を
ひ
つ
と
り
給
ひ
.
其
柱
き
る
に
お
よ
ば
ず
.
此
暴 ぼ
う
風 ふ
う
を
し
づ
む
る
法
の
咒 し
ゆ
術 じ
つ
あ
り
.
水
神
へ
祈 き
念 ね
ん
申
べ
し
と
い
わ
れ
し
を
.
聞
入
れ
ず
し
て
又
切
か
ゝ
る
を
.
差
止
ら
れ
し
に
.
此
御
僧
邪 じ
や
魔 ま
め
さ
る
ゝ
な
.
わ
れ

が
九
死
一
生
の
塲
な
り
と
い
ゝ
て
聞
入
ざ
る
處
を
押
と
ゞ
め
な
が
ら
.
其
時
上
人
は
手
を
洗
ひ
.
口
中
を
清
め
.
袈 け
裟 さ
文
匣
を
取
出
し
.」
オ白
紙
壱
枚
に
天
竺
の
文
字
に
て
御
名
号
を
書
玉
ひ
.
水
神
陀
羅
尼
を
七
返
と
な
へ
.
其
名
号
を
水
中
へ
い
れ
た
ま
ふ
.
其
内
に
般
心
經
を
三
べ
ん
唱
へ
給
ふ
に
.
不
思
儀
に
大
風
大
波
早
速
静 し
づ
ま
り
け
り
.
舩
頭
の
者
は
あ
ま
り
の
事
に
嬉 う
れ
し
さ
に
.
此
御
出
家
樣
に
は
.
弘
法
大
師
か
.
但
し
は
慈
覺
大
師
に
て
は
御
座
な
く
候
や
と
申
に
ぞ
.
上
人
我
慈
覚
弘
法
に
て
は
あ
ら
ず
.
只
諸
国
修
行
の
」
ウ非
人
坊
主
な
り
.
又
舩
頭
い
ふ
に
.
是
は
誠
に
大
師
樣
此
方
の
御
僧
樣
な
り
と
い
ゝ
つ
ゝ
帆
を
巻
あ
げ
て
歩 か
じ
と
り
な
を
し
.
西
風
と
な
り
昼
夜
帆
を
八
分
に
上
て
.
翌
日
酉
の
剋
.
大
滄
湊
に
着
岸
の
ふ
し
舩
頭
共
申
に
は
私
ど
も
宿
も
御
座
候
得
共
.
見
苦
し
き
小
家
に
て
.
其
う
へ
子
供
多
く
.
乳
子
御
座
候
間
こ
の
舩
主
私
ら
の
親
方
に
御
座
候
へ
は
御
案
内
可
申
間
御
越
下
さ
れ
御
留
被
下
候
.
猶
圓
通
寺
山
へ
も
」
オ御
案
内
可
仕
と
申
に
付
.
舩
主
安
部
屋
重
右
衛
門
と
申
方
へ
御
舩
上
に
て
御
泊
り
あ
り
.
翌
日
.
圓
通
寺
へ
参
詣
歩 あ
ゆ
み
し
道
も
山
路
に
て
.
次
に
心
恐 お
そ
ろ
し
く
.
名
も
髙
厳
の
恐
霊
山
.
ま
ず
本
堂
.
本
尊
地
藏
菩
を
拜
し
給
ふ
.
こ
の
御
堂
に
お
ひ
て
.
一
七
日
の
間
.
念
佛
修
行
あ
ら
せ
ら
れ
度
座
を
し
め
唱
へ
給
ふ
処
に
.
初
夜
半
比
に
至
り
な
ば
向
ふ
を
見
わ
た
し
給
ふ
に
.
嶮 け
ん
山 さ
ん
に
し
て
.
岩
上
に
美
女
数
多
」
ウ集
り
居
て
.
麓
な
る
数
多
の
罪
人
を
招
く
ゆ
へ
.
罪
人
共
.
是
を
見
て
わ
れ
さ
き
に
と
山
へ
掛
あ
が
る
に
.
此
山
の
草
木
は
み
な

劒 け
ん
の
ご
と
く
に
て
.
し
か
も
下
た
む
き
に
生 お
い
た
り
.
逆 さ
か
し
ま
に
生
な
れ
は
.
劒
葉
に
身
を
さ
か
れ
.
血 ち
み
泥 ど
ろ
に
成
り
な
が
ら
.
泣 な
き
さ
け
び
つ
ゝ
漸
に
.
嶮 け
ん
岩 が
ん
に
上
り
し
と
見
え
し
か
は
.
美
女
ど
も
.
頓
て
谷
底
へ
下
り
て
又
ま
ね
く
事
前
の
こ
と
し
.
又
罪
人
.
谷
下
へ
お
り
る
と
其
儘
.
忽
ち
美
女
が
」
オ悪
鬼
と
な
り
て
.
大
音
聲
に
呵 か
責 しや
く
し
て
い
わ
く
.
汝
ら
.
此
に
來
り
て
も
邪 じ
や
婬 ゐ
ん
方 は
う
一 い
つ
の
色 し
き
嗔 し
ん
や
ま
ず
や
と
.
鎖
棒
を
も
つ
て
散

に
打
ひ
し
ぐ
.
罪
人
ど
も
谷
底
へ
迯 に
げ
行
け
は
.
た
ち
ま
ち
兩
方
の
山
崩
れ
か
ゝ
り
て
こ
と

く
打
碎 く
だ
か
れ
.
落
る
は
深
き
谷
也
.
其
中
に
糞 ふ
ん
泥 で
い
み
ち

た
り
.
獄
卒
う
へ
よ
り
数
万
の
罪
人
を
つ
か
み
.
遙
か
に
糞 ふ
ん
中 ち
う
に
投 な
け
入
る
.
此
ふ
ん
で
い
の
中
に
長
さ
弐
三
尺
斗
な
る
虫
.
す
き
ま
も
な
く
」
ウみ
ち

た
り
.
其
色
形
ち
石
竜
子
の
ご
と
し
.
此
む
し
上
へ
よ
り
落
る
罪
人
を
待
受
て
悉
こ
と
く
其
身
に
取
付
.
或
は
頭 かう
べよ
り
喉 のん
どに
ぬ
け
.
背
よ
り
腹
に
ぬ
け
る
也
.
其
時
取
付
た
る
こ
と
蓑 み
の
の
毛
―160―
を
見
る
が
ご
と
し
.
罪
人
共
糞
の
中
よ
り
頭
ら
を
出
し
く
る
し
げ
な
る
息 い
きを
つ
き
.
其
息
.
悉
煙
り
の
如
く
立
登
り
四
方
に
散
じ
て
其
臭 く
さき
.
た
と
う
る
に
も
の
な
し
.
是
則
ち
此
を
恐
山
地
獄
谷
と
い
ふ
事
な
れ
ば
.」
オ亡
.
餓
餽
道
に
迷
ひ
居
る
な
れ
ば
.
我
日
ご
ろ
の
修
行
念
佛
此
に
て
衆
生
.
亡
済
度
す
べ
き
と
て
.
一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
.
寳
篋
印
陀
羅
尼
七
遍
唱
へ
.
縛
羅
摩
尼
娑
婆
訶
十
遍
唱
へ
.
又
光
明
眞
言
百
遍
唱
へ
候
内
.
数
多
の
餓
餽
.
亡
.
来
り
て
地
獄
の
苦
患
今
逋
れ
.
痺 うり
みし
と
悦
び
來
り
し
ゆ
へ
に
又
十
念
授
け
給
ひ
し
か
は
.
皆
い
づ
く
共
な
く
失
せ
亡
び
し
と
也
.
夫
纏
し
て
満
座
も
過
ぬ
れ
は
山
路
を
」
ウ下
り
て
.
大
湊
安
部
屋
重
右
衛
門
方
へ
再
び
帰
り
て
.
さ
い
わ
ひ
青
枩
舩
商 あ
き
人 ん
ど
の
乗
合
便
舟
に
乗
て
.
青
森
の
柏
屋
伊
三
郎
と
云
舩
問
屋
へ
あ
が
り
一
宿
し
.
青
森
宇
藤
の
宮
.
外
の
濵
を
	り
て
三
馬
山
へ
行
.
是
昔
源
ノ
義
經
公
.
守
り
本
尊
の
観
世
音
也
.
即
ち
此
に
義
經
.
辨
慶
.
常
陸
坊
.
右
三
人
の


む
ま
や
今
に
是
あ
り
.
是
を
名
付
て
.
三
馬
山
と
云
也
.
此
処
に
て
一
夜
を
明
し
.
夫
よ
り
小
泊
り
と
云
冬
に
藤
屋
佐
吉
と
云
宿
に
」
オ五
日
の
間
大
雨
降
り
積
.
う
し
ゆ
へ
に
滞
留
.
夫
よ
り
津
輕
一
ノ
宮
.
是
徃
昔
.
岩
城
判
官
政
氏
の
姫
.
亡
霊
を
納
し
也
.
此
姫
の
名
を
安
壽
之
姫
と
申
也
百
澤
宮
.
門
弟
に
.
津
子
尾
丸
宮
.
髙
尾
岡
宮
也
.
古
掛
山
.
國
上
寺
.
猿
ケ
山
.
神
宮
寺
.
夫
よ
り
薬
王
院
.
弘
前
に
お
ひ
て
四
山
五
山
と
云
大
社
大
寺
こ
れ
有
り
.
夫
よ
り
出
羽
の
國
鳥
海
山
へ
上
り
坂
に
て
難
の
な
り
.
藏
王
大
権
現
を
拜
し
夫
よ
り
.
金
寳
山
.
酒
田
山
王
社
伏
拜
み
大
山
の
」
ウ善
宝
寺
.
羽
黒
山
.
月
山
.
湯
殿
山
.
大
沼
山
.
國
分
寺
.
藥
師
如
来
を
拜
し
.
山
方
.
寺

	り
.
鳥
海
社
.
山
野
寺
.
此
寺
は
実
に
山
ち
と
申
事
也
.
越
後
の
國
.
蒲
原
郡
.
一
ノ
宮
.
伊
夜
比
古
社
.
国
分
寺
.
出
雲
崎
よ
り
佐
渡
嶋
へ
舩
乘
.
一
之
宮
.
度
津
社
.
國
分
寺
.
檀 た
ん
特 と
く
山
へ
登
り
て
世
尊
拜
し
奉
り
て
三
日
三
夜
の
念
仏
修
行
竿
崎
渡
り
て
.
親 お
や
不 し
ら
知 ず
.
子 こ
不 し
ら
知 ず
の
濱
.
七 な
ゝ
ふ
し
ぎ
を
	り
楠
﨑
.
高
田
寺
社
を
	り
て
.
越
中
の
國
の
宮
崎
」
オ砺
波
郡
.
梨
伽
羅
嶽
.
不
動
尊
.
一
之
宮
.
國
分
寺
.
射
水
社
.
加
久
彌
社
.
富
山
社
.
寺
.
を
椏
り
.
立
山
へ
登
り
此
立
山
に
も
.
地
獄
有
り
と
云
.
父
母
.
亡
を
見
度
と
思
は
ゞ
.
必
ず
見
る
と
云
.
恐 おそ
ろし
き
山
也
.
夫
纏
能
登
の
國
.
羽
咋
郡
.
一
之
宮
.
氣
多
大
明
神
.
國
分
寺
.
能
登
比
咩
社
.
鳳
至
比
古
社
.
夫
よ
り
崇
慈
寺
.
加
賀
の
國
.
江
沼
郡
.
篠
原
社
.
挾
蟶
社
.
白
山
比
咩
社
.
一
之
宮
.
國
分
寺
.
小
濵
社
.
三
輪
社
.
加
茂
社
.
波
自
加
弥
社
.
大
野
湊
社
.
氣
比
社
.
一
之
宮
.
磐
座
社
.
角
鹿
社
.
剣
神
社
.」
ウ今
立
郡
.
須
波
大
明
神
.
國 く
に
中 な
か
社
.
國 く
に
生 な
り
社
.
坂
名
井
社
.
三
国
社
.
國
分
寺
.
狹
の
國
.
比
古
明
神
.
遠
敷
明
神
.
宇
波
西
明
神
.
一
之
宮
.
国
分
寺
.
美
濃
国
.
不
破
郡
.
仲
山
金
山
彦
社
.
一
之
宮
.
國
分
寺
.
伊
吹
山
.
池
田
郡
.
養
基
明
神
.
養
老
ノ
滝
.
谷 た
に

ぐ
み
寺
.
飛
の
國
.
大
嶽
山
水
無
明
神
.
大
津
明
神
.
荒
城
社
.
國
分
寺
.
信
濃
.
佐
久
郡
.
英
多
社
.
長
倉
社
.
大
伴
社
.
生
島
社
.
水
内
郡
.
健
御
名
方
社
.
国
分
寺
.
安
曇
郡
.」
オ穗
高
社
.
更
組
郡
.
佐
良
志
明
神
.
戸
隱
九
頭
龍
権
現
.
善
光
寺
如
来
に
て
一
七
日
念
佛
め
給
ふ
.
諏
訪
.
甲
斐
の
國
一
之
宮
.
淺
間
明
神
.
國
分
寺
.
山
梨
岡
社
.
神
部
明
神
.
甲
斐
奈
社
.
箕 み
の
武 ぶ
山
.
伊
豆
の
国
.
箱
根
權
現
.
三
嶋
明
神
.
物
忌
奈
命
社
.
田
方
郡
.
湯
原
社
.
國
分
寺
.
阿
波
明
神
.
駿
河
の
國
.
淺
間
社
.
一
之
宮
.
國
分
寺
.
三
方
社
.
久
能
山
.
伊
河
麻
社
.
安
部
郡
.
大
歳
祖
社
.
遠
江
の
國
.
敬
満
明
神
.
秋
葉
山
.
櫻
池
.
牛
」
ウ
頭
天
王
.
横
須
賀
社
.
國
分
寺
.
周
智
郡
.
一
之
宮
.
小
國
神
社
.
山
名
明
神
.
入
江
里
.
蓮
寺
.
弾
誓
上
人
酒
肉
五
辛
を
制
断
し
.
ま
た
斎
戒
念
佛
堂
建
立
の
也
.
此
蓮
花
寺
に
て
澄
禪
元
二
己
巳
年
十
一
月
八
日
參
詣
に
て
化
益
念
仏
六
時
の
禮
讚
文
を
唱
へ
給
ふ
な
り
.
翌
年
午
七
月
十
六
日
此
に
修
行
し
玉
ひ
立
退
給
ふ
.
夫
纏
宝
飯
郡
.
一
之
宮
.
砥 と
鹿 が
の社
.
國
分
寺
.
鳳
来
寺
.
額
田
郡
.
稻
前 さ
き社
.」
オ加
茂
郡
.
野
見
社
.
尾
張
の
國
.
中
嶌
郡
.
眞 ま
清 す
み
田 た
社
.
一
之
宮
.
國
分
寺
.
熱
田
社
.
津
嶌
社
.
志
摩
の
國
.
答
志
郡
.
伊
射
波
社
.
一
之
宮
.
國
分
寺
.
神
乎
多
乃
社
.
伊
勢
の
國
.
幸
名
郡
.
多
度
明
神
.
二
見
明
神
.
朝
熊
山
.
内
宮
荒
祭
明
神
.
瀧
原
社
.
天
ノ
岩
戸
.
外
宮
豊
受
大
神
宮
.
鳫
明
神
社
.
國
分
寺
.
都
波
岐
社
.
伊
賀
の
国
.
河
部
郡
.
一
之
宮
.
敢
國
社
.
國
分
寺
.
牛
頭
天
王
社
.
名
波
利
り
」
ウ宝
山
.
夫
よ
り
上
へ
野
.
佐
名
古
玉
滝
.
深 ふ
川
.
水
口
.
夫
よ
り
日
埜
.
大
窪
曄
.
竹
林
院
へ
ふ
た
ゝ
び
帰
り
た
ま
ふ
に
.
已
前
の
人
は
み
な

替
り
て
漸
.
中
井
市
左
衛
門
夫
婦
智
運
.
師
友
.
の
み
罷
在
.
八
月
十
三
日
に
已
前
の
因 ち
な
み
是
あ
る
故
に
.
御
入
來
被
成
候
て
御
座
被
成
候
事
な
り
.
翌
年
七
月
十
日
ま
で
御
留
被
成
候
.
あ
る
時
澄
禅
上
人
殊
の
外
御
笑 わ
ら
ひ
な
さ
れ
候
ゆ
へ
.
智
運
夫
婦
の
も
の
上
人
に
何
を
御
笑
ひ
な
さ
る
ゝ
と
」
オ申
し
上
け
れ
ば
.
上
人
の
た
ま
ふ
に
は
.
あ
の
雀 すゞ
めが
云
に
は
麦 む
き
ほ
し
て
あ
る
ゆ
へ
配
く
て
こ
う
と
云
が
笑
し
さ
に
わ
ら
ふ
な
り
.
米
ひ
と
つ
か
み
も
て
き
た
れ
と
仰
せ
あ
る
故
.
智
運
.
丸
盆
に
米
壱
つ
か
み
入
.
上
人
へ
差
出
せ
は
.
御
手
の
ひ
ら
に
の
せ
.
雀
を
呼
給
ふ
に
.
早
速
三
羽
と
び
來
り
.
上
人
の
御
手
に
乗
て
米
を
た
べ
―161―
候
な
り
.
夫
ゆ
へ
智
運
も
盆
に
い
れ
あ
る
米
を
盆
な
が
ら
差
出
し
候
得
ど
も
壱
羽
も
來
ら
ず
候
故
.
又
上
人
」
ウ左
り
の
御
手
に
も
□
□
共
に
米
を
の
せ
ら
れ
て
御
呼
被
成
候
へ
は
.
外
の
雀
追

に
.
と
び
き
た
り
て
盆
の

ふ
ち
に
と
ま
り
.
ひ
ら
い
し
也
.
誠
に
.
上
人
は
善
智
識
な
り
と
貴 とう
とみ
し
と
か
や
.
あ
る
時
.
中
井
は
上
人
纏
木
像
の
弁
財
天
を
授
り
て
今
に
是
あ
る
處
也
.
又
其
後
.
井
田
玄
泉
方
へ
も
右
同
樣
の
辨
財
天
を
上
人
御
持
參
被
成
て
被
二
下
置
一
候
也
.
依
て
中
井
氏
井
田
氏
兩
家
に
は
.
澄
禅
上
人
の
傳
来
寳
物
と
奉
二
拜
戴
し一
処
也
.」
オ又
其
後
上
人
智
運
を
め
し
て
仰
せ
ら
れ
候
に
は
.
清
水
曄
井
田
玄
泉
の
屋
鋪
裏
に
菴
室
を
作
り
住
度
と
思
ひ
し
ゆ
へ
.
ど
う
ぞ
玄
泉
方
へ
行
て
此
よ
し
た
の
み
呉
よ
か
し
と
仰
ら
れ
候
故
.
智
運
承
知
い
た
さ
れ
.
早
速
井
田
家
へ
參
ら
れ
.
玄
泉
へ
右
の
御
頼
の
趣
き
申
入
ら
れ
.
澄
禅
上
人
も
遠
江
國
入
江
蓮
花
寺
に
御
住
被
成
候
処
.
夫
纏
段
と
近
国
御
り
被
成
.
去
秋
御
帰
り
被
成
候
得
共
.
竹
林
院
和
尚
始
め
」
ウ此
節
に
て
は
壱
人
も
前
の
御
存
じ
の
も
の
は
な
く
.
そ
れ
に
付
て
は
.
下
拙
方
は
已
前
の
因
み
あ
り
と
て
御
越
被
レ
下
.
御
滞
留
是
あ
る
処
也
.
何
卒
菴
室
を
御
頼
申
と
折
入
て
被
仰
聞
候
処
.
玄
泉
心
安
く
受
合
.
随
分
御
貸
可
申
と
申
さ
れ
.
早
速
相
取
り
智
運
大
き
に
悦
ひ
帰
り
.
右
の
趣
上
人
へ
被
申
候
へ
は
御
悦
ひ
に
て
候
夫
纏
.
玄
泉
方
に
お
ひ
て
は
.
同
町
久
田
六
兵
衛
と
申
大
工
に
相
頼
.
玄
泉
.
家
辰
巳
の
方
.
角
み
の
畑
に
於
て
.
二
間
に
三
間
の
」
	オ小
家
を
作
り
て
.
此
は
元

四
辛
未
年
七
月
十
一
日
普
請
も
出
来
に
付
同
日
上
人
移
り
給
ひ
し
也
.
只
化
益
念
佛
六
時
禮
讃
唱
へ
給
ふ
.
其
内
に
追
方

よ
り
き
ゝ
付
日
参
詣
の
人
あ
り
し
也
.
上
人
は
玄
泉
方
へ
湯
に
御
入
に
御
越
の
事
も
あ
り
.
又
御
機
に
入
ざ
れ
ば
適
に
御
越
の
事
も
あ
り
.
又
御
機
嫌
よ
き
時
は
有
が
た
き
御
咄
聞
せ
下
さ
れ
候
事
も
ま
ゝ
是
あ
り
.
然
る
に
.
玄
泉
七
女
お
も
と
.
と
申
せ
し
娘
.
當
未
の
十
八
歳
に
な
り
し
を
.」
	ウ常
御
覽
な
さ
れ
て
仰
ら
れ
候
に
此
娘
を
何
卒
中
井
市
左
衛
門
方
へ
嫁
に
遣
し
被
下
候
や
左
候
は
ゝ
澄
禅
身
に
引
受
御
世
話
申
た
き
と
被
仰
し
ゆ
へ
玄
泉
御
喜
に
.
思
召
有
が
た
く
奉
存
候
.
尚
親
類
共
へ
咄
し
合
仕
候
上
.
御
返
事
可
申
上
候
と
申
上
.
先
杉
蟶
神
甼
井
田
治
左
衛
門
方
へ
咄
し
い
た
し
.
越
川
曄
正
野
源
左
衛
門
へ
も
右
の
咄
被
致
候
處
.
何
れ
も
宜
敷
事
と
申
さ
れ
候
故
.
上
人
樣
へ
右
の
由
申
差
遣
可
申
と
御
返
事
申
上
候
処
則
上
人
樣
中
井
智
運
」
オ方
へ
御
越
被
成
.
智
運
夫
婦
に
右
承
知
の
趣
御
噺
被
成
候
処
.
夫
婦
諸
共
大
き
に
悦
び
.
左
候
は
ゝ
日
を

ゑ
らみ
取
結
申
度
と
相
取
り
候
也
.
然
る
に
庵
室
に
お
ひ
て
は
.
日
参
詣
の
人
数
多
に
て
.
不
レ
絶
.
懴
悔
三
貴
戒
十
念
を
授
り
に
参
る
も
の
多
く
.
其
内
に
は
又
長
病
人
も
本
復
い
た
し
候
も
の
あ
り
.
又
迷 まよ
ひ
し
亡
は
解
脱
し
.
死
霊
の
類
浮
み
し
事
数
多
な
り
.
依
て
日
諸
人
近
在
は
申
に
及
ば
ず
.
遠
路
の
人
參
詣
あ
ま
り
に
夥 おび
た
ゞ
敷 し
く
し
て
.」
ウ後
は
是
を
御
嫌
ひ
被
成
候
て
.
頃
は
元

十
丁
丑
年
二
月
十
四
日
七
ツ
時
な
り
し
が
.
上
人
玄
泉
方
へ
御
入
湯
に
御
出
被
遊
候
節
.
被
仰
候
に
は
.
我
ら
最
早
此
の
水
に
も
つ
き
果
候
が
何
卒
此

纏
東
の
方
.
山
中
へ
行
.
竹
木
の
下
岩
穴
に
て
も
苦
し
か
ら
ず
.
夫
に
住
み
度
と
被
仰
候
故
.
玄
泉
申
上
候
に
は
.
御
意
に
は
御
座
候
へ
共
此
邊
の
村
在
中
に
於
て
も
御
壱
人
は
差
置
候
無
御
座
候
間
.
先
此
御
庵
室
に
て
御
不
自
由
に
は
御
座
候
へ
ど
も
.」
オ
暫
く
御
見
合
下
さ
れ
候
.
其
内
に
は
宜
敷
処
も
御
座
候
間
.
私
御
世
話
仕
候
と
達
て
御
止
め
置
被
申
候
に
付
.
上
人
も
暫
の
間
は
元
の
菴
室
に
御
座
被
成
候
.
此
節
西
空
と
申
て
.
六
十
四
歳
な
る
道
心
者
.
禅
門
な
り
て
.
此
人
上
人
の
日
の
.
御
食
事
御
世
話
申
候
人
是
有
候
.
然
る
数
多
の
人
参
詣
の
上
上
人
に
何
卒
御
名
號
御
書
被
下
候
と
奉
レ
願
候
得
共
.
只
御
断
仰
入
ら
れ
御
書
な
さ
れ
ず
候
が
.
あ
る
時
玄
泉
方
へ
上
人
御
出
の
節
玄
泉
佛
前
纏
」
ウ過
去
帳
と
り
出
し
て
.
上
人
の
前
に
置
.
硯
箱
差
出
し
.
玄
泉
上
人
に
む
か
ひ
此
過
去
帳
に
御
名
号
を
御
書
被
下
置
候
は
ゝ
難
レ
有
奉
存
候
と
申
上
し
か
は
其
と
き
.
上
人
南
無
阿
彌
陀
佛
と
.
天
竺
國
の
文
字
に
て
名
号
.
過
去
帳
の
金
張
つ
け
る
.
表
紙
の
内
に
.
被
レ
為
レ
書
賜
り
候
.
其
時
玄
泉
御
名
号
の
下
に
澄
禪
書
と
御
載 の
せ
被
下
候
や
う
奉
願
候
と
申
上
候
得
は
.
其
時
此
澄
禅
善
智
識
と
も
」
オ相
成
候
は
ゝ
其
時
書
可
申
と
仰
せ
ら
れ
御
書
不
成
候
.
又
其
ノ
年
の
七
月
十
八
日
七
ツ
時
に
入
湯
に
御
出
被
成
候
て
.
玄
泉
に
被
仰
候
に
は
わ
れ
永
世
話
に
な
り
住
居

折
聲
作
り
被
下
殘
る
な
く
重
□
く
候
得
共
.
是
悲
此
度
は
山
入
い
た
し
度
と
被
仰
候
也
.
是
日
参
詣
不
断
不
絶
御
修
行
念
仏
日
果
お
こ
た
ら
せ
候
故
の
事
は
か
り
に
て
も
是
な
く
.
只
若
後
家
や
.
娘
が
参
詣
い
た
し
候
を
御
嫌
ひ
被
成
て
の
事
な
り
.」
ウ此
に
被
仰
候
に
は
.
年
月
も
は
や
七
ヶ
年
の
間
居
住
致
し
.
永
御
世
話
に
成
候
事
.
言
語
に
述
べ
か
た
く
忝
候
へ
共
.
何
分
是
纏
は
東
の
方
に
高
山
に
て
い
か
な
る
岩
根
木
の
下
に
て
も
不
厭
候
間
.
修
行
念
佛
勤
度
存
候
間
.
ど
ふ
ぞ
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玄
泉
案
内
い
た
し
呉
ら
れ
と
御
頼
み
被
成
候
.
玄
泉
夫
婦
は
勿
論
.
召
仕
の
も
の

も
.
御
名
殘
り
を
惜
み
御
と
ゞ
め
申
上
候
得
共
御
聞
入
.
無
之
候
.
落
い
た
し
な
が
ら
.
左
候
は
ゝ
御
意
に
」
オま
か
せ
候
わ
ん
と
.
あ
る
日
.
玄
泉
上
人
の
先
に
立
.
御
案
内
に
て
ま
ず
.
西
明
寺
村
へ
至
り
.

御
一
覧
被
成
し
処
思
召
に
も
叶
わ
ず
.
山
路
を
越
て
熊
野
村
権
現
を
伏
拜
み
滝
の
不
動
尊
へ
参
詣
.
夫
纏
千
本
蟶
へ
向
て
帰
る
處
に
.
澄
禅
樣
の
仰
せ
に
は
.
向
ふ
な
る
山
の
な
か
に
.
紫
雲
靉

な
り
.
是
纏
彼
な
る
山
へ
行
申
べ
し
と
被
仰
候
故
.
平
子
村
へ
さ
し
て
山
を
登
り
し
処
上
人
被
仰
候
に
は
.」
ウ此
こ
そ
霊
山
	地
な
り
.
山
は
西
方
に
む
か
い
.
大
き
に
よ
き
な
り
と
御
歓
ひ
限
り
な
く
.
近
日
來
る
べ
し
と
被
仰
.
夫
纏
四
極
山
を
詠
め
つ
ゝ
山
下
り
.
藏
王
権
現
.
新
宮
の
社
.
を
ふ
し
拜
み
.
御 み
骨 こ
つ
の
薬
師
如
來
を
拜
し
.
二
本
木
村
浄
福
寺
観
音
.
仁
正
寺
清
源
寺
纏
大
日
如
來
.
天
満
宮
.
薬
師
如
来
.
綿
向
大
明
神
を
伏
拜
み
.
日
野
西
の
宮
.
夫
纏
夕
陽
に
か
た
ふ
き
し
ま
ゝ
.
井
田
へ
御
帰
り
御
入
湯
済
.」

オ御
菴
室
へ
御
休
足
被
成
候
也
.
其
後
再
び
平
子
山
へ
御
移
り
被
成
大
松
の
木
の
下
に
.
西
向
に
か
や
に
て
雨
露
雫
を
凌 し
の
ぐ
た
め
に
.
し
つ
ら
い
下
た
よ
り
濕 し
め
り
き
た
ら
ぬ
や
う
に
苅
草
を
散 し
き
.
其
上
に
表 う
わ
鋪 じ
き
を
な
し
.
瓦
火
鉢
.
土 と
瓶 び
ん
.
土
鍋 な
べ
.
茶
椀
.
.
錫 しや
く
杖 じや
う
に
.
御
裟 さ
レ
袈 け
.
文
匣
.
硯
.
墨
.
筆
.
瀬
焼
水
指 さ
し
.
俗
名
法
名
扣
帳
.
鉦 しや
う
鼓 こ
た
ゝ
き
.
搗
木
の
念
仏
な
り
.
此
御
山
へ
引
入
給
ひ
て
.
彌
陀
名
号
を
唱
へ
給
ふ
也
.
ま
ず
し
か
し
.」

ウ水
け
な
し
に
は
住
居
な
り
が
た
し
と
て
水
神
を
祈
り
給
ふ
.
水
神
の
陀
羅
尼
を
唱
へ
給
ふ
.
縛
拏
野
娑
婆
訶
七
遍
唱
へ
.
彌
陀
心
水
沐
身
頂
觀
音
勢
至
與
衣
被
と
御
唱
へ
.
又
般
若
心
經
三
.
其
後
は
念
佛
は
か
り
御
と
な
へ
是
あ
り
候
内
実
に
上
人
の
御
一
德
に
て
.
清
水
た
ん

と
わ
き
出
候
也
.
此
水
溜
り
し
処
へ
.
蓮
根
を
植
給
ふ
に
次
第
に
澤
山
に
な
り
見
事
に
花
咲
し
事
な
り
.
西
方
浄
土
に
向
ふ
山
に
て
彼
岸
の
日
中
に
」
オ入
日
に
向
ふ
山
に
し
て
.
是
疑
ひ
な
き
霊
山
成
と
な
り
.
又
.
あ
る
夜
.
鬼
の
姿
に
て
六
角
の
灯
を
下
げ
て
歩
み
来
る
も
の
有
り
.
上
人
詠
め
て
十
念
を
授
け
給
ふ
に
.
鬼
に
は
あ
ら
ず
.
鬼
灯
草
鈴
な
り
に
な
り
し
事
と
思
へ
は
.
夢
は
さ
め
に
け
り
.
然
る
に
朧
月
に
に
左
右
を
見
玉
ふ
に
.
前
な
る
石
に
腰
を
か
け
.
空
躰
仙
人
あ
り
て
.
久
對
面
不
レ
致
候
間
.
澄
禅
を
此
へ
招
き
も
う
さ
ん
が
た
め
に
.
先
日
紫
雲
た
な
び
き
し
な
り
.
併
な
が
ら
.」
ウ修
行
も
半
分
は
終
り
候
へ
ど
も
.
み
な

は
満 み
ち
申
さ
ず
候
間
.
近
日
の
内
に
.
又
修
行
可
致
と
申
さ
れ
し
也
.
偖
又
右
前
段
に
載 の
す
る
.
西
空
道
心
者
事
.
上
人
様
へ
日
御
上
が
り
物
も
御
世
話
い
た
さ
れ
て
あ
り
し
が
.
上
人
平
子
山
へ
御
越
の
後
は
.
井
田
屋
鋪
裏
の
庵
室
に
諸
色
諸
道
具
類
も
預
り
居
ら
れ
.
天
氣
能
日
に
は
.
佗 た
く
鉢 は
つに
行
念
佛
斗
り
と
な
へ
あ
り
し
が
.
終
に
宝
永
四
丁
亥
年
九
月
十
八
日
に
死
去
い
た
」
オ
さ
れ
行
年
七
十
一
歳
也
.
依
て
平
子
へ
御
知
せ
申
候
處
.
上
人
御
出
被
成
候
て
.
御
懇 ねん
ご
ろ
に
御
吊 と
む
ら
ひ
向
成
遊
は
さ
れ
候
.
猶
又
七
日

の
命
日
に
も
御
山
に
お
ひ
て
.
御
向
被
成
つ
か
わ
さ
れ
候
.
大
德
の
和
尚
樣
に
御
吊
ひ
に
預
り
仕
合
な
る
人
と
み
な

申
あ
へ
り
去
程
に
澄
禅
和
尚
は
.
右
前
段
申
ス
丁
丑
年
七
月
十
七
日
纏
己
夘
二
月
廿
三
日
平
子
山
に
御
座
被
成
候
処
.
御
山
を
下
り
給
ひ
て
.
同
村
清
左
衛
門
方
へ
御
出
被
成
仰
ら
れ
候
に
は
.」
ウ
（
白
丁
）」
遊
オ
（
白
丁
）」
遊
ウ
巻
之
中
終
巻
主
井
田
又
兵
衞
井
田
」
裏
表
紙
見
返
」
裏
表
紙
（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お
歴
史
文
化
学
科
）
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